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プロローグ「お前、必要ない」







「ゲイル。悪いが、お前との契けい約やくは打ち切りだ――。本日をもってパーティから解かい雇こする」

「……は？　え？」

　ダンジョントライを終えて、ミーティングのために宿の酒場の一角に着いたゲイルは、パーティのリーダー、カッシュにそう告げられた。

「え、えっと……」

　突然のことで、思考が追いつかず言葉が出ないゲイル。

　それを見てわざとらしいため息をつくカッシュは、酒場中に聞こえんばかりの大声で言う。

「分からないのか？　クビだ。――クぅビ!!」

「――……ッ！」

　再び突つき付けられたその言葉にゲイルの目の前が真っ白になる。

　心臓がドキンッ！　と大きくはねたのが分かった。

　な、何か……。

　何か言わないと――。

「ぷ！　みてみてこの顔ー！　きゃはははは！」

　ケラケラと笑う女軽戦士メリッサ。……ただのビッチだ。

「おやおや、まさかクビになるなんて思ってもみなかったという顔ですね」

　メガネの奥おくでニヤニヤと笑う黒くろ魔ま術じゆつ師しノーリス。……ただの腹黒眼鏡だ。

「……もう用件は済んだだろ？　さっさと俺おれっちの目の前から消えてくれないか？」

　斜しやに構えて二枚目オーラを出している出っ歯は盗とう賊ぞくのルーク。……ただの出っ歯のアル中だ。

「ほら、皆みなこー言ってるだろ？　いい加減、空気を読めよ」

　……そして、我らがリーダー聖騎士ホーリーナイトカッシュ。……ただのクズだ。

　だが、図はかったようなタイミングでこの言い草。

　……まるですでに知っていたかのように平然としている仲間たち。

　いや、知っていたかのようではない。知っていたのだろう。

「ちょ、ちょっと待ってくれよ!!　きゅ、急に言われても何が何だか……！」

「――急、だと？」

　スッ、と目が据すわるカッシュ。

「お前……自分が何でクビになるのかわかっていないのか？」

「え……？　そ――」

　そんなこと、心当たりなんて……。

　ゲイルは必死に頭を働かせて原因を思い出そうとする。

　パーティを結成して約３年。

　低ランクの頃ころからずっとやってきたゲイルは、自分はパーティにはなくてはならないと思ってきた。

　しかし、

「はぁ……。本当にわからないらしいな。コイツの鈍にぶさにはあきれ果てるぜ」

　やれやれと首を振ふるカッシュ。

　他の面々もウンウンと追従している。

「あのな？　この際だから教えてやるが……。お前の職業ジヨブ【呪じゆ具ぐ師し】だが――……わかっているのか？　ありゃ支し援えん職しよくとしては最悪のものだぞ？　できることと言えば、消しよう耗もう品ひんの呪具を使ってモンスターにデバフをかけるだけ。それ以外では何の役にも立ちやしない。そのせいでお前は俺たちの中で一番レベルが低い!!」

「そ、それは――ちゃんと理由があって……」

「オマケにお前の呪具は呪のろいが強すぎて、下手に触さわったら俺たちまで呪われちまう」

　そ、そりゃ……呪具なんだから当然のことで――！

　いや、言うまい。

「……呪具師がハズレ職業なのは知ってるさ！　だけど、おれのデバフ効果のあるアイテムがあれば、どんなモンスターだって能力が低下して狩かりがしやすかっただろ？　そ、それに、呪いだって多少は弱くできるんだぞ？　俺の呪じゆ符ふやちゃんとした神官がいれば【解呪デイスペル】だって……」

「はっ！　それがそもそも間ま違ちがってんだよ！　いいか？　俺たちはもうＳランクなんだ。……チンケなデバフに頼たよらなくても、そこらのモンスターなんざ屁へでもない！　だいたい、お前の使う消耗品の呪具の高いこと高いこと……!!」

「ま、待てよ！　全部が全部消耗品じゃないぞ!?　こ、このネックレスだって。モンスターにだけ作用するように作ったパッシブ型の呪具で――」

　そう言って、首に下げているおどろおどろしい髑髏どくろのネックレスを掲かかげるゲイル。

「うげ！」

「だ、出すなそんなもん！」

「きもちわるー！」

　途と端たんにパーティメンバーから非難轟ごう々ごう。

「うぐ……。そ、そういうものを平然と身に着けられるお前の神経もどうかしてるぞ」

　そういって目を背そむけるカッシュ。

　……たしかに、見た目は恐おそろしい外観のネックレスだ。

　装備型呪具で、身につければ呪われるアイテムではあるが、呪具師であるゲイルには全く問題がないもの。

　材料はリッチの下した顎あごを核かくに、グールの胆たん嚢のうとドラゴンゾンビの脳のう漿しようで煮に込こんだもの。それに様々な呪具素材を混ぜて作った『闇骨王の呪い』という、デバフアイテムだった。

　アンデッドには効果が薄うすいが、それ以外のモンスターなら呪具の効果範はん囲いにいるだけで様々なステータス障害を受けるという優すぐれものである。

　……ちなみに、呪具師以外が付けると、通常の呪いと同様に外せなくなるほか、『狂気バーサク』のバッドステータスに侵おかされる。

「分からないやつだな！　お前の呪具なんかなくても十分にやっていけるんだ。それに、」

　パチンッ！

　と指を弾はじくと、酒場のカウンターに控ひかえていたらしい女性が一人現れる。

「彼かの女じよは支し援えん術師のモーラ。知っての通り、デバフとバフの両方を使いこなす魔ま法ほう師だ」

「モーラです。よろしく」

　口元までフードで覆おおったモーラは肉付きのいい美しい女性だった。

　口々に「よろしくー」と挨あい拶さつを交かわすパーティメンバーをみていると、すでに顔合わせはとっくにすんでいるらしい。

　知らないのはゲイルだけのようだ。

「……これでわかっただろう？　お前はもうお払はらい箱ばこ――――直接戦うわけでもなく、チマチマと呪具をモンスターに投げたり、怪あやしげな儀ぎ式しきで効くかどうかもわからないデバフをかけるだけの奴やつなんて、俺たちにはいらないんだよ」

「か、カッシュ……！」

　お払い箱。

　そして、後あと釜がまの存在。

　それらをまざまざと見せつけられたゲイルは何も言い返せず項うな垂だれることしかできなかった。

　酒場という公衆の面前で解雇を告げられたことも悲しく、恥はずかしかったし――、

　なによりも、これまでずっと一緒にやってきたパーティのメンバーにそんな風に思われていたのはショックだった。







[image: ]







　もちろん……。それを狙ねらってカッシュは今日この場で解雇を告げたのだろうが……。

　それでも、Ｅランク冒ぼう険けん者しやから始め、パーティランクが先日Ｓランクに認にん定ていされたばかりで喜んでいたのに。

　結成以来の付き合いで、ずっと一緒にやっていこうって……――『牙狼の群れウルフパツク』のメンバーとして、身を粉にして働いてきたのにこの仕打ち。

　皆には嫌いやがられるだろうけど、パーティの能力を底上げする『呪具』を呪いを弱めて皆の武器に仕し込こんでいた。

　そうやって目に見えないところでも貢こう献けんしていたつもりなのに…………。

　どうやら、ゲイルの努力に誰だれも気づいてくれず――貢献しているものとばかり思っていたのは、どうにもこうにも自分だけのようだ。

　足元がガラガラと崩くずれていくような絶望に、ゲイルは悔くやし涙なみだすら浮うかんできた。

「な、なぁ！　せ、せめてもう一回……！　もう一回チャンスをくれよ！　つ、次の冒険では俺、もっと活かつ躍やくするからさ」

　呪具でデバフを掛かけるだけの役立たずだと思われていたならもっと他にもやって見せよう。

　パーティの連れん携けいを崩さないために使わなかっただけで、たくさんの奥の手も準備していた。

『呪具』は使い方次し第だいでいくらでも化ける。

　一いつ般ぱんに言われている以上に呪具師は、本当は幅はば広ひろい能力を持つ支援職なのだ。

「…………必要ない。わかるだろ？　どうしてモーラに声をかけたのか」

　はっきりと言い切るカッシュ。

　どうやら、すでに決定事じ項こうであり、どうやっても覆くつがえすことはできないらしい……。

　一いち縷るの望みをかけて、モーラを除くパーティメンバー三人に目をむけるも、……その目の冷たさ。

「いくら言っても変わらないわよー。そんなことよりお腹なかすいちゃったー」

　長年の付き合いを「そんなこと」で済ます軽戦士のメリッサ。

　露ろ出しゆつの多い軽鎧の上からお腹をさすって空腹アピール。

「困りましたね……。空気を読めない男はどこに行っても嫌きらわれますよ」

　クィッと、モノクルを弄いじる黒魔術師のノーリス。

「本当なら、もっと前にクビにする予定だったんだぜー。むしろ感謝しろよな」

　最後の最後で恩着せがましく言うのは、盗賊のルーク。

「どうだ？　わかっただろ？　今日の分の宿代はこっちで持つから――明日朝一にはここを出てくれないか？」

　そう言って冷たく突き放はなす――カッシュ……。

「な、なぁ。どうにもならないのか？」

「あぁ」

「こ、後こう悔かいしないのか？」

「ない」

　グッ……と拳こぶしに力が入る。

「あ、後で間違いだったって言っても……。お、俺は知らないぞ?!　もう、」

「――いい加減しつこいぞ？　そろそろ部屋に帰って荷造りでもしてこい。俺たちはこれからモーラの歓かん迎げいパーティなんだ」

　負まけ惜おしみに近いゲイルの言葉も、しつこいの一言で片づけられ、ガックリと肩かたを落とす。

　もう、何を言っても通じないだろう……。

「…………悪いことは言わねー。冒険者は諦あきらめて、呪具屋でもやってろ。怪しい連中ならこぞってその趣しゆ味みの悪いネックレスを買いに来てくれるさ。あぁ、それと悪いが――お前が使った呪具の材料費はこっちで差し引いたからな。つまり、今月の給料はない。もちろん、解雇の慰い謝しや料りようもな」

　むしろ、こっちが慰謝料をもらいたいくらいだ、とカッシュは吐はき捨てる。

「うぷぷ！　そうそう、そのセンスなら好きな奴もいるってー。じゃ～ねー♪　ゲイル」

「はっはっは！　まずは、そのゴミ――おっと、呪具とやらを露ろ店てんで売りなさいな。僕ぼくも宣伝しておいてあげますよ――破は壊かい的てきセンスの呪具師がいるってね」

「へっ。あーばよ。ま、俺っちは嫌いじゃなかったぜ」

　誰だれ一人引き留とどめるものはなく、新人のモーラですら目を伏ふせて関わらない様にしていた。

　そして、あっさりと別れを告げると彼かれらは口々に店主に酒と料理を注文し、ゲイルに背を向ける。

　もちろん、メニューにはゲイルの分はない。

「そうか……。わかったよ――――世話になった」

　あまりにも呆あつ気けない幕引き。

　そのスピードにゲイルは戸と惑まどい悲しみつつも、もはや虚むなしさすら感じていた――。

　そういう態度ならそれでいい。

　未練は、もうない………………。







第１話「解呪と回収」







「くそ……。なんて奴らだ！　あんなに長いこと一緒にやってきたのに……！」

　オマケに、ほぼ無一文で放り出された。

「カッシュの野や郎ろう。自分達たちだけでここまでこれたと思ってんだな……。まったく、どうなっても知らないからな？」

　クサクサした気分で、その日のうちに荷物をまとめたゲイルは、朝を待つことなく宿を発たった。今日１日分の宿代は払ってあるというが、もううんざりだ。

　女将おかみさんにチェックアウトを告げて、宿を出るときに酒場をチラリとのぞいたが、ゲラゲラと笑うカッシュ達を見ると、本当に他人になったんだなと実感できた。

「……じゃぁ、これも解除しとかないとな」

　ゲイルは懐ふところに入れていた、呪具の解呪アイテム――呪符を使用した。

　これはカッシュ達の装備に施ほどこしていた呪具を解除する道具で、使用すれば彼らの装備はゲイルの呪具の効果から解放されることだろう。

「【解呪デイスペル】！」

　解呪の呪符を使用すると、パァ――――と、一瞬だけ中空に呪印が浮かび上がり、次の瞬しゆん間かんにはパァン！　と砕くだけ散った。

　これで、彼らの装備は元の状態に戻もどることだろう。余計なこととは思いつつも、呪いの効果で貢献していたつもりだったのだ。

「う……」

　途端に、ガクンと膝ひざをつくゲイル。今まで自分にバッドステータスが跳はね返ってくるようにしていた『呪い』を解呪したのだ。何らかの反動はあるかと思っていたのだが――。

　カッシュ達の装備に施していた『呪い』。

　装備の性能を「＋２～３００％」以上引き上げる代わりに、経験値の吸収率低下や、弱い状態異常にかかるというもの。

　呪われた装備品というものは、『呪い』という枷かせを負うが、その分、性能が破格なものが多い。

　能力値だけを見るなら、教会が管理している「聖遺物」や、ダンジョンで見つかるという「伝説級の装備アーテイフアクト」にすら勝るほどだ。

　ちなみに、聖なる装備とされている伝説の勇者が使っていた装備や装そう飾しよくの数々の中で最も強力な部類のものでさえ、元の能力を「＋１００％」ほど引き上げる程度にとどまる……。これだけでも、『呪具』の性能がどれ程ほど優すぐれているかわかるだろう。

　そして、それら『呪い』のバッドステータスをゲイルが全て肩かた代がわりすることで彼らの装備品に破格の性能を与あたえていたのだ。だが、追放されたのでその『呪い』を負う必要もないだろう。……そもそも、ゲイルのお節せつ介かいでやっていたことだ。

「く――ちょ、ちょっと、反動が来たけど……。うん、やっぱり体が軽くなった気がするな」

　コキコキと肩を鳴らすゲイルはどこかスッキリした顔をしていた。

　破格の性能を与える代わりに四人分のバッドステータスを引き受けていたのだ。いくら呪じゆ具ぐ師しの力で呪いを弱めてはいても、さすがに四人分は厳しかったようだ。

「これでカッシュ達には呪具の恩おん恵けいはなくなったけど。……まぁ、新しい支援術師を仲間にしたみたいだし、彼女に任せておけば大だい丈じよう夫ぶかな。どっちみち俺が気にすることじゃないしな」

　ステータスを確かく認にんすると、驚おどろくほど跳ね上がっている。

　経験値の吸収率が低かった分や、低下していたステータスも正常値に戻ってみればなんというか、結構高い気がする。

　カッシュ達のレベルが50前後だから――。

　そして、本来は呪いの影えい響きようで受けるバッドステータスのデメリットをゲイルがただ一人で引き受けていたから……。

　ブゥン……。

※　※　※

レベル：48（ＵＰ！）

名　前：ゲイル・ハミルトン

職　業：呪具師

●ゲイルの能力値

体　力：１３１１（ＵＰ！）

筋　力：　９８０（ＵＰ！）

防ぼう御ぎよ力りよく：１０２４（ＵＰ！）

魔ま　力りよく：３４０２（ＵＰ！）

敏びん　捷しよう：　８３５（ＵＰ！）

抵てい抗こう力りよく：４５０９（ＵＰ！）

残ステータスポイント「＋８７５」（ＵＰ！）

スロット１：呪具生成Ｌｖ10

スロット２：呪具改造Ｌｖ10

スロット３：呪具練成Ｌｖ10

スロット４：呪具合成Ｌｖ10

スロット５：解呪Ｌｖ10

スロット６：罠わな設置Ｌｖ４

スロット７：短たん剣けん術Ｌｖ２

スロット８：投とう擲てきＬｖ３

※　※　※

　あ、やっぱり……。

　確認してみれば、カッシュ達に遜そん色しよくないほどのステータスを誇ほこっていたゲイル。今までは、彼らに使っていた呪具のせいでステータスが下がっていたけど、その分がなくなればゲイルもそこそこの強さだったのだ。

　パーティの攻こう撃げき力りよくの要であるカッシュのステータスで、筋力が５０００、防御力が３０００なので、支援職としてはゲイルはかなり高い方だとわかる。

　もちろん、これはステータス上じよう昇しようアイテムを何も装備していない状態だ。

　以前までのカッシュ達は、そこにゲイル製の『呪具』の恩恵を受けていたはずなので、ステータスがかなり高かったはず。――その不足分を補うための支援術師なのだろう。

「さて……。これで本当にカッシュ達とは縁えんが切れちゃったな」

　晴れ晴れした顔でゲイルは空を仰あおぐ。

「どうせ追放された身だ。……あいつらが言うように露店や商売でもやるかな？」

　ステータスはＳランク並にあるし、

　お金はないけど、今まで作った呪具がたくさんある。

「他にも、田舎いなかのほうで道具屋なんてのもいいかもな――」うんうん

　そして、兼けん業ぎようで冒険者をやりつつ、材料をゲットして呪具を作製し、売ってお金を稼かせぐ。

　こうみえて手先は器用なつもりなので、普ふ通つうの雑貨だって作れるはずだ。

「よーし！　なんだかワクワクしてきたぞ」

　ちょっと前まで落ち込こんでいたけど、解呪とともに縁も切ってしまえば何ということはない。

　ゲイルは自由を手に入れたのだ。

　好きな時に寝ねて、

　好きな時にご飯を食べる。

　そして、

　好きな呪具を作って、

　好きな研究に時間を費ついやす。

『牙狼の群れウルフパツク』では散々使えないだのなんだのと言われていたことを思い出せば、なぜもっと早く自分から出て行かなかったのか疑問に思うくらいだ。

　よし！

「――まずは、露店で路銀を稼ごう！」

　生産系職業クラフトジヨブなら、誰でも夢見る自分のお店。

　その第一歩としてゲイルは昔から一度はやってみたかった露店を始めることにした。

　……その、ぶっ飛んだ性能を誇る呪具を本人はまだよくわかっていなかったのだが――。

　そして、同時刻。ゲイルを追放したあとの宿では……。

「いやースッキリしたぜー」

「ほーんと、あいつがいなくなって清々したわー」

　カッシュとメリッサが宿の酒場で酒を飲みながら管を巻いている。

「初期メンバーだからってカッシュが甘あまやかしてるからですよ」

「そーそー。もっと早く支援術師を入れるべきだったんだよ」

　ノーリスとルークも酒を飲みながら、美人のモーラに鼻の下を伸のばす。

「悪い、悪い。アイツとはパーティ結成の頃からの付き合いだからな、ついついな」

　全く悪びれていないカッシュはメリッサとイチャイチャしながらゲイルをこき下ろす。

「ほんと使えないやつだったぜ。日中は呪具ばっか作ってやがるし、たまに働いても、なーんかいっつも顔色悪くてよー」

「そーそー！　しかも、知ってるぅ？　アイツ、おまじないとか言って皆の装備にたまに変なことしてたのよ」

　きもちわるーいと、舌を出してアピールするメリッサ。

　その時、

　パァ……と、中空に薄い魔ま法ほう陣じんのようなものが現れる。それも四つほど。

「これは……解呪？」

　その魔法陣に一番に気付いたのは、新人のモーラだった。

「な、なんだこれ？」

「うわ……！　俺っちの短剣が光ってるぞ？」

　ノーリスとルークが自分の装備を確かめて驚く。

　慌あわてて、カッシュとメリッサも装備を確かめるとそれぞれの武器、防具などの異なる部位にそれらが淡あわく輝かがやき…………そして、消えて元の冷たい装備に戻っていった。

「な、なんだ今の？」

「わ、分からないわ？」

　カッシュとメリッサは気味が悪そうに装備を眺ながめる。

　そして、

「あ、あれ？　なんですかね？　僕の魔ま力りよくが薄くなったような……」

「お、俺っちも体が重いような――なんだこれ？」

　まさか、呪具の恩恵を受けていたなど思いもよらないカッシュ達。

　突とつ然ぜんステータスが下がり、今まで破格の性能を誇る装備を持っていたとなかなか気付けない。

「い、今のはなんですか？　かなり高度な解呪の術式に見えましたが――」

　モーラだけは同じような支援系統の職業ということで、ゲイルの呪具のそれに気付いたらしい。

　しかし、まさか彼女もゲイルがこっそり『呪い』の恩恵だけを仲間に施し、バッドステータスをすべて自分で引き受けていたとは思いもよらなかったようだ。

「か、解呪？…………ま、まさか」

「あ、ありうるわよー。きっとゲイルが何かしたんだわ！」

「むむむ。あの呪具師――まさか、追放された腹いせに何か仕し掛かけてきたのでしょうか？」

「ち……。やっぱり殺しとけばよかったんだ！」

　口々にゲイルを罵ののしる四人。

　しかし、モーラだけはそんなことがあり得ないと思っていた。

『呪い』を掛けるならまだしも、【解呪】によって不利益を被こうむるなど普通はあり得ない。

　しかも、四人同時にということは術者側から解呪したということだろう。常識的に考えるなら、呪いを解いた――――ということ。

　だが、カッシュ達はまるでゲイルに呪いを仕掛けられたとでも言いたげである。

「ち……！　何が何だか知らねぇが、ゲイルごときに今さら何ができるってんだ」

「そ、そうね。アイツが何か仕掛けてきても、アタシたちなら余よ裕ゆうで反はん撃げきできるわ！」

「い、いえ……ちょっと待ってください。今のは解呪なので――悪いことなど一つも、」

　モーラが四人を諫いさめようとするも、カッシュ達の中ではすでにゲイルからの嫌がらせ攻こう撃げきだと決めつけられてしまったらしい。

「今度、どこかで会ったら、僕の魔法で焼き殺してやりましょうか」

「おーういいねぇ！　俺っちはアイツの指を切り落として二度と呪具を作れなくしてやるぜ」

　ギヒヒヒ

　ゲヘヘヘ

　と、下品に笑う黒魔術師ノーリスと盗賊ルーク。

　その姿にドン引きしているモーラであったが、一方で四人分同時に【解呪】を行ったゲイルに興味をもった。

（どういうこと？……まるで、解呪した途端に彼らが弱くなったように感じたんだけど。そんなことありうる？）

　モーラは支援術師として後方からバフをかけることをメインにしているため、なんとなくパーティメンバーのステータスを肌はだで感じることができるのだが、その彼女の感覚からすれば、目の前の四人が一気に弱くなったように見えたのだ。

　それも解呪を境にして……。

「まるで、常時バフをうけていたみたいだったけど……。まさかね」

　呪具師にバフは使えない。

　もし、呪具にそんな便利な機能があったら、それは破格の性能で――並みの呪具師のそれではない。

　だがそれができたなら？

　そして、それをなしていた呪具師がこの場にいないなら、『牙狼の群れウルフパツク』というパーティはそもそもＳランクに相当する腕うで前まえなのだろうか、と。モーラは考えた。

　だけど……。まさか、呪具師に――??

「まぁ、アイツのことは、いまはどうでもいいや」

「そうね。それよりも明日からいよいよ、Ｓランクのクエストよ！」

「そうでしたそうでした！　Ｓランク初クエスト――腕がなりますね！」

「へへへ。ゲイルのおかげで中々ランクアップできなかったけど、いよいよ俺たちの真の力をギルド中に知らしめることができるな！」

「「「「まずは、災害級モンスター、ベヒモスの討とう伐ばつだー！」」」」

　乾かん杯ぱいッッッ！

　わーーーはっはっはははは！

　モーラの抱いだいた疑問と懸け念ねんをよそにさらにさらに酒を痛飲し、カッシュ達は明日以降のクエストに思いを馳はせるのだった。

　だが、支援術師モーラの抱いた懸念は後日現実のものとなる。

　ゲイルの施していた破格の性能を誇る呪具の恩恵から【解呪】された『牙狼の群れ』は、はたしてＳランクに相当する強さを持っているのだろうか――――……。







第２話「初露店」







「さーて、売るぞー」

　商人ギルドにショバ代を払って露ろ店てん街がいの一角を借りたゲイル。

　カッシュ達に言われた通りに露店なりでお金を稼ぐのは少し業ごう腹はらであったが、そんなことも言っていられないほど金欠だったので背に腹は代えられない。

「さて、とりあえず余ってる呪じゆ具ぐと、インテリア向きの装備を売ろうかな～♪」

　呪じゆ具ぐ師しであるゲイルは、様々な呪具を素材から自作しているほか、呪印を施すことで既き存そんの装備に『呪い』という形で付与できる。

　今日露店に並べていくのはそういった品の数々だ。

「っと、相場がわからないな……。ま、いいや。材料費くらいに稼げれば採算は合うでしょ」

　とんとんとーん、と呪符や呪いのアイテムを並べていくゲイル。

【遅滞スロウ】の呪符。範囲型、単体型、地じ雷らい型。

【防御力低下アンチアーマー】の呪符。範囲型、単体型、地雷型。

【狂気バーサク】の呪符。範囲型、単体型、地雷型。

　その他、複合型の香こう油ゆタイプや遅ち効こう性せいの噴ふん霧む型呪具。

　ゲイルは、消耗品で元のパーティで使っていたものをどんどん並べていく。

　カッシュには材料が高価だと言われていたが、実際はアンデッドなどの素材やお手製の薬品から作っているのでほとんど材料費はかかっていない。

　どちらかというと技術料？　そして、ゲイルの制作苦労時間はプライスレス。

「よ～し！　ジャンジャン売るぞー。商売はなんだかんだで初めてだからドキドキするな」

　露店街を行く街の人々を見ながらゲイルは期待でわくわくする。

　この王都の人たちに、ゲイルの呪具はどんな風に受け入れられるだろうか。

　一いち抹まつの不安と、大きな期待をもってゲイルは声を張り上げるのだった。

「さぁ。いらっしゃい、いらっしゃい！　冒ぼう険けん者しや御ご用よう達たしのデバフアイテムだよ！　お安くしとくよー」

　王都中の人が集まると言われる露店街にゲイルの声が響ひびくのだった。

※　※

「お？　呪符か、めずらしいな」

「いらっしゃい！」

　ゲイルが商品を並べていく間にも幾いく人にんもの冒険者が足を止めて呪具を見てくれる。

　呪符は消耗品であるがゆえ、デバフ魔法を使える魔ま術じゆつ師しなどに比べると一等下に見られがちであるが、その性能や誰でも扱あつかえること、また魔力を使用しないなどの利点もあるため、一部の冒険者には需じゆ要ようがある。今回も価格設定が功を奏したようだ。

「へー。【猛もう毒どく】の呪符が銅貨５枚?!　やっすいなー」

「はいはい。そちらオススメですよ」

　他にも様々な状態異常を起こす呪符や、ステータス低下のデバフ効果をもった呪符や、使い捨ての呪具がいっぱい。お値段も、その辺のお店より安い。

「よし、性能はともかく、安いし買っとくかな」

「まいどー！」

　そんな感じで次々に呪具は売れていく。

　在庫はたっぷりあるので惜しみなく売りさばいていくゲイル。

「それは？」

「あ、こちら――呪いの短剣です。装備すると敏びん捷しようが少し下がりますが、かわりに【防御低下】の効果デバフをモンスターに付与します。そして、なんと副効果として、ステータスが上昇！　敏捷を除くステータスが＋10％も増加します…………あと、呪われています」

「[image: ]?!　いま、なんつった？」

「え？……えっと、【防御低下】ですか？」

「いや、最後」

「……呪われています」

　冒険者がジト目でゲイルを睨にらむ。

「兄あんちゃんよー。……正直なのはいいけどよー。呪いのアイテムなんて誰が買うんだよ。一度装備したら外せなくなるんだろ？」

「そ、そうですよね。えっと……なので、インテリアとして。ほら握にぎり部分とかカッコよくないですか？」

　ゾンビウルフの骨を加工して作った短剣だ。製作時間１時間。お値段銀貨１枚。

「ふんっ。インテリアか……。ま、悪あく趣しゆ味みだが、俺おれは嫌いじゃね～デザインだ。ステータス上昇はちょっと吹ふかし過ぎだが……いいぜ、安いし買ってやる――家の魔よけの飾かざりによさそうだ」

「ありがとうございます！　これ、オマケの【解呪デイスペル】の呪符です。３枚つけときますね」

「お！　気が利きくじゃねーか。ありがとよ」

　そんな感じで、呪いの装備もいくつかはインテリアとして売れていく。

　例えば、

「あ、それは呪いのネックレスでして。なんと全ステータスが＋50％増加します――が、代わりに呪われます」

「はぁ！　たかだかネックレスでステータスがそんなに上昇するわけねーだろ、ま、安いし話のネタに買ってやるよ」

　結局、デザインが悪趣味でいいとかで売れた。【解呪】の呪符はもちろんオマケする。

「お、それは呪いの靴くつですね。なんと、敏捷が＋１５０％も増加します――けど、代わりに呪われます」

「ははは！　＋１５０％増加か！　誇こ大だい広告もそこまで行くと潔いさぎよいもんだ、ま、騙だまされたと思って買ってやるよ。俺が使うわけじゃないしな」

　……奴ど隷れいに履はかせるとかで売れた。【解呪】？　もちろんオマケした。

「はい、それは呪いのボウガンですね。お目が高い～!!　な、なんと全ステータスが＋30％増加。そして、【必中】の効果付きです……が、呪われます」

「ふひひ……！　必中なんてレアな効果がついてるなんてあり得ないけど、物は試ためしだ！　買うぞー」

　……年に一度の狩かり大会で使うそうで、売れた。いいのかそれ？　【解呪】の呪符??　当然つけたよ、５枚ほど。

　そして、消しよう耗もう品ひん、装備品問わずバンバン売れていく。

　もちろんお客様には包つつみ隠かくさず、誠実に説明し、呪のろいの影響や解呪の方法。そして、呪いの副産物である上昇効果も推おしで説明。

　呪われたアイテムは、その全てが、装備した瞬間、外せなくなるという特とく徴ちようがある。その他にも、バッドステータスが付くのが特徴である。……呪われているのだから当然だ。

　けれども、デメリットばかりでもない。

　呪いとは強力な効果を秘ひめた力そのものであり、プラスに作用するような付与効果がつくことも特徴のひとつだ。

　例えば「筋力＋２００％増加」であったり、「毒耐たい性せい」であったり、「魔法反射」などのレアな付与効果を秘めていたりと様々。

　呪われて外せないことやバッドステータスにさえ目をつぶれば、常に使うのは難しくとも、ここぞという時に使うととても有用だとゲイルは思っている。

　かつては、その呪いの効果に目を付けた戦士すらいたくらいだ。

　一説には、伝説の勇者の相棒には狂戦士バーサーカーがいたと伝わっており、彼は凄すさまじい付与効果を秘めた『呪われた鎧』を愛用していたという。そう……伝説になる程、呪いの装備は強いのだ。

　もっとも、一般の冒険者たちや街の人々には、やはり呪いというところで忌き避ひ感が働くみたいだけどね。だから、ちゃんと【解呪】の呪じゆ符ふもセットでわたしている。

「さぁ、お安いよー。【解呪】付きで、呪いの装備も扱っておりまーす！」

　元パーティでは致ち命めい的てきなデザインと言われていたゲイルの呪いの装備も、見る人が見れば「デスメタル的」でいいらしい。

　……なんだよ、デスメタルって??

　いつの間にか盛せい況きようも盛況。大盛況でゲイルの呪具は売れていった。

　意外にもオマケの【解呪】の呪符が人気商品だったんだけど……。なんで??

　ゲイルにもよくわからない理由で次々に呪具は売れていき、その日は完売御おん礼れいとなり売り上げも上々であった。これでゲイルの懐も、結構ホクホク。なにせ、材料はほとんど見向きもされないアンデッド素材や毒薬や……ゴミだからね。

「今日はありがとうございましたー！　また、あしたきまーす！」

　そういって、呪具を買い求める冒険者の皆みなさんをかき分けて、ゲイルはホクホク顔で宿に帰るのだった。

※　※

　そして、ゲイルの呪具を話のネタ程度に買い、物は試しとばかりに装備してみた者たちはといえば……。

「お、おいおい、これスゲーぞ」

「うわ……なんだこれ？　マジで全ステータスが＋50％増加だぞ?!」

「ひえええ、指輪でこんなにいい効果ついていいの？　呪われてるって言ってたけど、これ別に外さないから呪われてても関係なくね？」

　ゲイルが去った後、試しに呪いの装備を付けた冒険者たちが驚きよう愕がくしている。

　冗じよう談だんのつもりで装備した呪われた装備の数々は、ちょっとの呪いの効果に目をつぶればその他の性能は破格のものであったのだ。

　しかも、神しん殿でんでやると滅め茶ちや苦く茶ちや高価な【解呪】がオマケとしてタダでついてきた。

「おいおい……。この解呪の呪符、転売したらそれだけで儲もうかるんじゃないのか？」

「しぃー！　滅めつ多たなこと言うんじゃねーよ。神殿の奴やつらが怒いかり狂くるうぞ？　アイツ等【解呪】に金貨を要求しやがるからな」

「いや、とんでもねぇ【呪具師】がいたもんだ。こりゃ、どこのギルドもパーティも見み逃のがさねーぞ」

「っていうか、アイツ誰だれだよ？　どっかで見たことある気がするんだけどなー」

「あんな溌はつ溂らつとした【呪具師】いたっけか？」

　ヒソヒソと噂うわさし合う冒険者たち。

　彼らは気づかない。

　まさか今の今まで四人分の呪いを背負って体調を常に崩くずしていた呪具師がいたなど……。

　ましてや、Ｓランクに上り詰つめる程のすさまじい効果を秘めた『呪具』をバーゲンセール並みに売りさばく規格外の呪具師がパーティを追放されているなど思いもよらなかっただろう。

　この日を境に、たまに露店を開く神しん出しゆつ鬼き没ぼつの呪具師が王都で密ひそかに噂になる……。

※　※

　そして次の日のこと。

　昨晩はちょっとお高い宿に泊とまって元気いっぱいのゲイルは艶つや々つやした顔で伸びをする。

「いやー。商売って楽しいなー」

　ゲイルは今日も今日とて商品の呪具を担かついで露店街に向かっていた。

　その足取りはウッキウキで軽い軽い。

「ま、欲を言えば、冒険者以外の人にも買ってほしいかなー」

　先日はほとんど冒険者しか買ってくれなかったので、そこはちょっと悲しい。

　ゲイルの作る呪具のデザインはやはり一いつ般ぱん受けしないのだろうか。

「う～ん、結構俺のデザインもイケルと思うんだけどなー。いっそ、今日は露店の場所を変えようかな。冒険者じゃなくて、もっとこう……――流行の最さい先せん端たんを行くお貴族様の近くとか？」

　そう思い至ると悪い考えとは思えなくなってきた。

　貴族は裕ゆう福ふくな人が多く、質しつ実じつ剛ごう健けんな平民よりも余裕のあるファッションセンスを好むというのだから、彼らにゲイルの呪具のデザインがインテリアとして気に入られたら……それは、すなわちゲイルのセンスは流行の最先端ということだ。

「むふふふ……。お城のデザイナーとして呼ばれたりして」

　そんな妄もう想そうをしながら、商人ギルドにお金を払はらい、貴族街に近い露店を紹しよう介かいしてもらうと、さっそく呪具を並べ始めた。

　なんか、以前店を広げた場所には血走った目の冒険者がいたので、避さけて正解だろう。

（……なんだろ、あの冒険者たち？）

　ま、それはさておき――。

「さぁ、今日も張り切って商売を始めようかな！」

　そうして、お貴族様に買ってもらおうと、カッコいいデザイン（本人談）の呪われた装備を並べていく。

　もちろん、すべてインテリア用だぞ？

※　※

「あーら、奇き抜ばつなアンティークざますね」

「いらっしゃいませ～！」

　ゲイルが商品を並べ終わると、さっそく暇ひまをもてあました「ザマス」口調のお貴族の奥おく様さま方がたが露店に足を運んでくれた。

　彼かの女じよらは下級の貴族だと言うが、ゲイルからすれば雲の上のお人だ、粗そ相そうがあってはならない。

　そして、お金持ちだということを見み越こしてお値段はちょっと強気にしてみたが……。

　今回は、それが功を奏したようだ。

「このトカゲのランプ、変わってるけど面おも白しろいデザインざますねー」

「おお！　奥様お目が高いッッ！　こちら、『呪いのカンテラ』でございます！」

（トカゲじゃなくて、バジリスクだけどね……）

「の、呪いざますか?!　おぉ、恐おそろしい」

「奥様、ここは自分が――」

　扇おうぎで口を覆い隠して弱々しい女性をアピールする奥様の前に、護衛騎き士しが立ちはだかる。

　ズイッ！

「貴様、恐れ多くも高貴な方に呪われた品を売りつけるつもりか！」

「ひぇ！　め、めめめ、滅めつ相そうもございません――これはタダのインテリアでございます！」

「ふむ。インテリアとな……詳くわしく話してみよ」

「は、ははー！……こちら、装備をすると、少量の油で長時間の光をもたらすとともに、【魅了チヤーム】の効果をもたらします。そして、副効果にステータスが＋10％増加します。……あと、呪われています」

「なにぃ!?」

　護衛騎士が剣けんを抜ぬかんばかりにゲイルを威い圧あつするが、平ひれ伏ふして許しを乞こうポーズ。

「貴様、我わが主君に呪われろと申すか!!」

「め、めめめ、滅相もございません！　平に、平にご容よう赦しやをををを」

　こ、こえーよ、貴族！

「お待ちなさい」

　そこでパチンと扇を閉じた奥様が一歩進み出ると、

「その、【魅了】のランタン。買いましょう」

「へ？　呪いのカンテラですが……おっと、」

　げふんげふん。

「そ、そうです。【魅了】のランタンでございます。奥様に買われてこのランタンも幸福でありまするー」

　若じやつ干かん怪あやしい敬語を使い揉もみ手でをするゲイルに、満足げに頷うなずく奥様。

「ほほ。そうであろうそうであろう……【魅了】――ゴクリ」

　ジュルリと涎よだれを垂らす、お貴族の奥様。……なんに使うんだか。

「はは！　コチラすでに奥様のものでございます！　あ、これは万が一に備えての【解呪】の呪符です。どうぞお納めください！」

「うむうむ。セバスチャン――払っておきなさい」

　そう言うと、さっさと露ろ店てん街がいの奥に歩いていく奥様。

　何も言わないうちに護衛騎士が「呪いのカンテラ」を引き取り、地面に金貨を数枚ばら撒まいた。

「ありがとうございます!!」

　うひょー。

　貴族の奥様はやっぱり太っ腹だわ。

　そんな調子でどんどん売れていく呪具。

　なかでも、やはり武器や装そう飾しよく品ひんは人気がある。

　それでも、冒険者と違ちがって、呪いというところが信しん仰こう的にひっかかるのか飛ぶように売れるというほどではない。

　だが、一つ一つの単価が高い！

「――おぉ、お目が高い。そちらは『呪われたブレスレット』でございます。全ステータスが＋80％増加する代わりに、……呪われます」

　……メイドに装着させるとかで売れた。もちろん【解呪】の呪符は10枚ほどオマケする。

「――な、なんとー！　そちらに気付かれましたか！　こちらは『呪われたレイピア』でございます。攻撃力が２倍、そして、敏捷が１．５倍になりまするー……が、代わりに呪われます」

　……護衛騎士に装備させるとかで売れた。なんでも、後日決けつ闘とうがあるらしい……俺は知らんぞ？

【解呪】の呪符？　もちろん10枚ほどオマケしました。

「――さすがでございます！　そちらは『呪われた片眼鏡モノクル』ですね。全ステータスが＋60％増加、さらに【鑑かん定てい】の効果付きですが、……呪われます」

　……なんでも、老眼の酷ひどい執しつ事じに買ってやるのだとか。いつも眼鏡をつけたまま寝ているらしく、解呪の必要はないと言っていたけど……。

　もちろん【解呪】の呪符はつけましたよ？　10枚ばかり。

　……それにしても、さすがは御お貴き族ぞく様。

　値段を高めに設定しているのだけど、勝手にそれ以上払っていくのが御貴族様。

　ただ、気になるのがセンス的には、ね。どうも、ね。

　あのね、そのね――最初滅め茶ちや苦く茶ちや忌き避ひされているみたいなの……とほほ。

「うーん。売れるんだけど、やっぱ消耗品は冒険者くらいしか必要としてないみたいだな」

　基本的に戦せん闘とう中の消しよう耗もうデバフアイテムである呪符や、使い捨ての呪具は全然売れない。

　代わりに、ゲイル製のオドロオドロしい見た目の装備品などがそれなりに売れる。

　しかし、やはり宗教的なところもあって大手を振ふって買う人は少ないようだ。

　この辺は政治的に難しい貴族の立ち位置というのもあるのだろう。

（教会と表立って対立したい貴族は少ないということか……）

　午前中はそれなりに盛況だったゲイルの露店も昼下がりになると一気に閑かん散さんとし始めた。

　お貴族様の活動時間が冒険者たちと違うのだろうか？

「ま、そこそこ売れたからいいかな」

　だいぶ資金もたまってきた。

　そろそろ、この町を離はなれてもいいかもしれない。

　財さい布ふの中でピカピカと光る金貨や銀貨を見て顔をほころばせるゲイル。

　さすがにカッシュ達たちと顔を合わせかねない王都をなるべく早く離れたかったので、都合がいい。

　……さて、それはさておき。

（そろそろ、売れないと諦あきらめて店じまいするかな）

　ゲイルは人通りが少なくなってきたのを見計らうと店じまいの準備を始めた。

　よく見れば他の露店も店を片付け始めている。

　おそらく貴族街に近いこの辺は、店じまいも早いのだろう。

「……惜おしむらくは、誰も俺のデザインの良さを理解してくれないということだよ。――悲しい」

　貴族様はみんな奇抜なデザインだと言っていた。

　……つまり、素す晴ばらしいと言ってくれた人は誰もいないのだ。

「うぅ……。やっぱ、俺のセンスって――――」

「ねぇ？　もう店しまっちゃうの？」

　一人涙なみだをそっと拭ふいていたゲイルに話しかける声が一つ。

「ん？　買う？」

　貴族にしては地味な恰かつ好こうの少女が一人。しかし、物もの腰ごしがどうも平民のそれとは違う――。

（あー……。お忍しのびの上級貴族かな？）

　元Ｓランクパーティのゲイル。その能力で、すぐに離れた位置で少女を見守っていると思おぼしき女性を確かく認にんした。

　……離れた位置で隠れているが、バレバレだ。

「そーねぇ。変わったデザインばかりだけど、なんかこー言うの私わたくし好きよ！」

「な……！」

　ニコリとほほ笑えむ少女の笑え顔がおが可愛かわいかったのもあるが、それ以上に――――。

（お、俺のデザインが受けてる……くぅぅぅ）

　こんなに嬉うれしいことはない。

「あ、これ！　可愛いんだ～」

「お、それに目をつけるとは中々じゃないか」

　相手は貴族っぽいが、せっかくお忍びで来ているので、それにあわせてわざと砕くだけた口調で話すゲイル。

　何も、バレバレですよとアピールする必要もない。

「もう閉店するところだからね。お安くしとくよー」

「わ。本当?!　城を抜け出して――っと、家から財布を持ってき忘れちゃって手持ちが少ないんだ」

　テヘへ、と少女がかわいらしく舌を出して笑う。

　……お、お城？

　――――いやー、ははは。ま、まさか、ね～。

「いいよいいよ。手持ちであるだけのお気持ち価格。他の常連には内ない緒しよだよ」

　褒ほめてくれた少女には出血大サービス。

　下手なウィンクをすると若じやつ干かん引かれたけど……。アンド、常連なんていないけど……。

　でも、自分の商品を褒められたらうれしいじゃないか。

「嬉しい！　じゃあ、これね!!」

　パシリと、手を握りつつ、お金をゲイルに渡わたすと、少女は気に入ったという指輪を一つ持って、タッタッターと軽かろやかに走って行ってしまった。

「ありがとーまたねー！」

「おー！　また買いに来てくれよ～」

　ブンブンと、手を振る少女。

　それをブンブンと同じく手を振って見送るゲイル。

「……貴様」

　ハラハラとしながら見守る女性護衛が一いつ瞬しゆんだけゲイルと視線を合わせギロリとメンチを切った。

　しかし、殺気だけばら撒くとプイッと踵きびすを返していってしまった。

「な、なんだよ。何もしてね――――って、これ大金貨?!」

　手の中の塊かたまりがやけにでかいなと気付いてみてみれば、ピッカピカに輝く大きな金貨が１枚。

　おいおい……。こんなの持ち歩いてたの？

　つーか……。

「………………あ、やっべ!!　呪いの効果の説明し忘れたぁぁぁああ!!　【解呪】の呪符も渡してねぇええ!!」

　暢のん気きにブンブンと手を振ぶり返していたゲイルがハタと気づいたときにはもう遅おそい。

　すでに、少女の姿はつかず離れずの距きよ離りを保つ女性護衛の背中に隠れて見えなかった。
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　呪具を売ったというのに、その効果を説明し忘れるとは痛つう恨こんのミス！

「ま、マズい！　ど、どどどど、どうしよう」

　幸いにも、彼女が買っていった呪具は、「呪いの記念指輪」という呪具で、ドギツイ呪いはかかっていない。

　効果もたいしたことはなくて、防ぼう御ぎよ力りよくが２００％増加し、【即そく死し耐たい性せい】がついているだけ。

　ただし、呪われているので付けたら外せないけど……。

「ま、まぁ、今度見かけたら【解呪】の呪符をお詫わびに渡そう……。それしかないよね」

　金持ちそうなので、神殿でいくらでも解呪できそうだけど、こういうのはアフターサービスが重要なのだ。

　それにしても――――……。

「あの子、お城って言ってたような？」

　まさか、ね………………??







第３話「呪具師は知らない」







「うわーーーー!!」

　ドカーーーンッ！

　すさまじい爆ばく音おんが響き、新しん進しん気き鋭えいのＳランクパーティ『牙狼の群れウルフパツク』のリーダーのカッシュが転がっていく。

「うぐぐぐ……。な、なんでだ？　なんでただのオーガくらいにこんなぁ……！」

　ゲホゲホと血ち反へ吐どを吐はくカッシュを追い詰めんとしてオーガが迫せまる。

「何をしているのよ！　オーガなんて雑ざ魚こに――」

　そういうメリッサも最初の一いち撃げきを食くらって以来まともに立てない始末だった。

「ま、まってください。今魔ま法ほう攻こう撃げきを――……」

「おい！　ノーリス?!　いつまで詠えい唱しようしてんだよッ！　しかも、何だその魔法……そんな威い力りよくじゃオーガは倒たおせねぇぞ！」

　ギャーギャーと騒さわがしいのは黒くろ魔ま術じゆつ師しノーリスと盗とう賊ぞくルーク。

　ノーリスはいつもの高速詠唱がうまくいかないばかりか、魔ま力りよくの総量がなぜかいつもより少なく高位魔ま術じゆつを思ったように使えず困こん惑わくしていた。そして、ルークにいたっては援えん護ごとして放った矢がことごとく外れるわ、当たっても弾はじかれるわで全く戦力になっていない。

「ど、どうなってんだよ……！　Ａ級モンスターとはいえ、前戦ったときは群れだって薙なぎ倒したのに……」

　モーラに助け起こされたカッシュが忌いま々いましそうに毒づく。

　そして、その矛ほこ先さきはモーラにも向いた。

「お前は何をやっているんだ?!　さっさと、バフをかけろよッ」

「か、かけてますよ！　全員に、バフをずっっっとかけてます!!」

　そういって魔力切れを起こしそうな体に鞭むちを打ってカッシュを立たせると、さらに支し援えん魔ま法ほうを練り上げ、カッシュにバフを施ほどこしていく。

「――カハッ……。もう魔力がありませんが、これでステータスはいつもの倍になるはず」

「ば、倍か?!　ならいけるな！　うぉぉぉおおおおおお！」

　回復もそこそこに、カッシュはステータスが倍になったと聞いて、大たい剣けんを手にオーガに突つっ込こんでいく。

「死ねぇぇぇえ！　雑魚モンスターがぁぁあ！」

　俺たちはＳランクだぞぉ!!

『うがが？』

　しかし、オーガは余よ裕ゆうでカッシュの一撃を止める。片手で……。

「ば、バカな?!　お、俺の一撃を……?!」

　ギリギリと押おし込む大剣。

　しかし、押し込むどころか、鼻くそをほじるオーガが指でチョインと撥はね返すと、

『うっががぁ♪』

　ピィン。

「うぐわーーーーーーーー！」

　物もの凄すごい勢いで吹っ飛ばされたカッシュが再びゴロゴロと転がると、血反吐を吐きながら、満まん身しん創そう痍いで立ち上がる。そして、ものすごい形相で支援術師モーラを睨みつけて言った。

「この、出来損そこない支援術師が!!!　なにがバフが得意だ！　何がステータスが倍だ！　この役立たずがぁぁあ！」

「な?!」

　これにはさすがにモーラも反感を覚える。というか、カッシュ達が弱すぎるのだ。

「あ、アンタねぇ！　最初バフなんていらない。ベヒモス戦までとっておくとかいってたじゃない！」

「うるさい！　うるさいうるさい！　お前のバフは出来損ないだ！」

　カッチーーーーン。

「だったら、やってあげるわよ！　たしか、前の人が残していったデバフアイテムがあったわよね？　それを使えばオーガを弱体化できるわ」

「なんだと?!　ゲイルの呪具を使うつもりか！」

「だって、聞いたわよ。アタシが来る前は戦闘前に呪具でデバフをかけてから戦ってたって！」

　一応引ひき継つぎとしてゲイルが几き帳ちよう面めんにもモーラに書き置きを残してくれていたのだ。

　その中には今までのゲイルの戦い方やパーティの戦闘傾けい向こうなどが記されており、念のためとして幾つかの呪具も残されていた。モーラはそれを使おうという。

「ぐ……。だ、だまれぇぇぇ！　そうかわかったぞ」

　胸むな倉ぐらをつかんでいたモーラを放り捨てるとカッシュは馴な染じみの仲間たちに言う。

「これはゲイルの仕し業わざだ！　この前の【解呪デイスペル】!!　きっとあれは解呪じゃなくて『呪い』だったんだ」

　そうに違いないと言い張るカッシュに、仲間たちも同調する。

「そ、そうよ！　そうに決まってる！　ゲイルの奴ぅぅ」

「な、なるほど……！　呪いのせいで僕ぼくの魔力が少ないのですね！　あのハズレ職業のカスめが！」

「へっ！　俺っちは最初から知ってたぜ。だ、だからよぉ、今日は出直そうぜ！」

　ベヒモスが住むという山までまだまだ距離がある。というか普ふ通つうに上級冒険者がよく使うというだけの街かい道どうだ。たしかにＡ級モンスターが湧わくなど危険な街道ではあるのだが、

「そ、そうだな！　呪いのせいでは仕方ない！　よし、撤てつ退たいだ！」

「賛成～」

「かス、【加速スピード】の魔法なら任せてください」

「おい、新入り――わかってんだろうな！」

　次々に撤退準備に入る『牙狼の群れ』を見て、ポカンと口を開けたモーラ。

「え？……うそ、もう撤退？　だって、Ｓランクパーティじゃ……」

　期待のパーティと聞いていただけに、そこに加入できることを嬉しく思っていたモーラだが、蓋ふたを開けてみればこの体ていたらく。それどころか、

「そうそう。新入りはほとんど戦ってねぇ！　おい、モーラ。てめぇは殿しんがりだ！」

「はぁ?!」

　突とつ然ぜん、オーガの矢や面おもてに立てと言われて面めん喰くらうモーラ。これは相当に無む茶ちやだ。なにせモーラはただの後衛職で、しかも攻こう撃げき手段をほとんど持たない支援術師。

「ちょ、ちょっと、それは――」

「よし！　行くぞ、皆！」

「「「おーう！」」」

　ザザザザザザザザ!!

※　カッシュ達は逃にげだした　※

　そして、あっという間に走り去るカッシュ達四人。

　あとにはポツンとモーラとオーガが残された。

「あ、あ、あ、」

　アンタらぁぁぁあああああああああああああああ!!

　街道上にモーラの悲痛な叫さけびが木こ霊だましたとか。

『がうがうー（大変だな、アンタも）』

　……こうして、Ｓランクになったばかりの『牙狼の群れ』は早々にして、クエストの達成が困難になったという。だが、もちろんカッシュ達は納なつ得とくしていない。

　こうなったのはゲイルのせいだと考えて虎こ視し眈たん々たんと彼かれに報復しようと考え始めるのだった。

　……しかし、この時点でまだカッシュ達は気づいていない。

　自分達が今まで敵なしと思っていた強さは、ゲイルの施した規格外の『呪い』の上じよう昇しよう効果と、戦闘前に彼が使っていた呪具によるデバフ効果によるものであったということに……。ましてや、ゲイル一人で、敵の能力を低下させるデバフと、パーティの能力を大おお幅はばに上昇させるバフを行っていたなど、カッシュ達は知る由もなかった――。

※　※

「はぁはぁ」「ぜぃぜぃ」「ふぅふぅ！」「ひぃひぃ！」

　モーラを置き去りにして、なんとか、かんとか這ほう這うの体で逃げてきたカッシュ達は、街道を走ってきただけでもう汗あせだくだ。

　ついには、力ちから尽つき――……一人、また一人と足を止める。

「おえええええ……」

「うっぷ、気持ち悪い――」

「くそぉ……お気に入りの杖つえを落としてしまいました」

「ひぃひぃ……。死ぬかと思ったぜー」

　小高い丘おかを登り切り、ようやく下り坂が見えたというところでドサリと――。

　誰からともなく、倒れ込むと残りの三人もつられるようにして地面にへたり込んだ。

「ちっくしょー……。オーガごときに不覚を取ってしまったな」

　項うな垂だれるカッシュに、

「ほんとよー！　もう、なんなの!!　あのモーラって新人はー！」

　ぷりぷりと怒おこり出したメリッサは、モーラの不ふ手て際ぎわだと騒ぎ出す。

「たしかに……。いつもはオーガなんて何なん匹びき相手にしても問題なかったはず――ですが今日は……」

「そうだぜ。なんかおかしいよな？　俺おれっち、こんな距離走っただけで疲つかれるはずないんだけどなー？」

　戦闘を振り返り、どうにも本調子じゃなかったと言い出したのは黒魔術師ノーリスと盗賊ルークの二人。

「ふん！　そんなことは、わかりきっているだろう」

「そーそー！　あのモーラのせいよ！　きぃぃー!!……デッカイおっぱい見せびらかしちゃってー」

　いやそれは関係ない……。と、男三人は思い、メリッサのささやかなふくらみを見て、そっと目をそらす。

「そ、それだけでは説明がつきませんよ。なにせ、支援魔法を貰もらう前から皆の動きに精細さがありませんでした」

「そーそー。ノーリスなんて、魔力練り上げるのに倍近く時間かけてたんだぜ？　モーラのバフ以前の問題さ」

　つまり……。

「「「「ゲイルの仕業だ！」」」」

「そうに決まってるさ」

「そ、そうよ！　アイツがなんか呪いを掛かけたんだわ！　この前の解呪の魔法陣じんみたでしょ！」

「か、解呪で呪いが掛かるのも変な話ですが……。タイミング的にゲイルの仕業なのは間ま違ちがいないでしょうね。でなければ、Ｓランクの我々が雑魚モンスターに負けるはずがありません」

「なるほど……やっぱりゲイルのやろうか。見つけたら、指をへし折ってやるぜ！」

　そーだそーだ！　と気き炎えんを揚げる四人のもとに全身に負のオーラを纏まとったモーラが漸ようやく追いついてきた。

「あ、アンタらぁ……！」

　肩かたで息をする彼女は、なんとかしてオーガを撒いてきたのだろう――…………。

「おっ、モーラ。遅かったな。うまく撒けたみたいじゃないか」

「遅いのよ、アンタぁ！　そのデッカイもののせいでしょ、切り取っちゃいなさいよ」

　こえーよ！（男三人の心の声）

「ま、まぁ、無事に戻もどってこれてよかったよかった。さぁ、これで帰れますねー」

「へっ。新入りにはいい勉強になっただろ。さぁ、今日は出直しだ出直し――あれ？」

　ぜいぜいぜい……。荒あらい息をついたモーラであったが、まだ何か…………？

「ま、撒いてきたわけないでしょ……！」

「「「「え？」」」」

　ずんずんずん……。

　小高い丘の反対にいたものだから見えなかったけど――。

　モーラの背後から生えるようにオーガの巨きよ体たいがニョッキリ。

『うっが（よッ）！』

　なんか、また会ったね？　みたいな感じで軽く挨あい拶さつするオーガさん。

「「「「んな?!」」」」

「アタシ一人でどうにかできるかぁぁぁああ！」

　そういうが早いか、モーラは再びダッシュ。

　坂道を利用してわき目もふらず町を目指す――――。

「こ、このくそアマぁ！　なんとかしろぉぉお！」

「きゃー！　わ、私はガリガリだから美お味いしくないわよ！　男三人を先にしてよぉおお！」

「何言ってんですかアナタは?!　女性の方が肉が柔やわらかいに決まってるでしょ！」

「そーだそーだ！　よっし、逃げるべ！」

　へたり込んでいたくせに、びょーん！　と飛び上がったカッシュ達四人は逃とう走そう開始。

　その速度たるや先ほどのそれとは比べものにならないくらい、速い速い！

　これにはさすがにオーガもポカン……。

『うががぁ？（いや、俺ベジタリアンなんだけど）』

　ばひゅーーーーん！　と風を切る速度で逃げていくカッシュ達をみて、オーガは頭をかいてそのまま引き返したとかなんとか……。

　そして、なんとか町に逃げ込み、ようやくたどり着いた宿の酒場で全員が魂たましいが抜けたようにチーン……と沈しずみ込んでいた。

「うー…………水ぅ」

「誰かお湯貰ってきてよー。お風ふ呂ろ入りたーい」

　汗だくで、異い臭しゆうを放つ五人を見て宿の店主が実に迷めい惑わくそうな顔をしている。飯時ではないとはいえ、酒を目当てに来ていた少数の客もあまりの匂においにそそくさと逃げていく始末。

「ちょっと、店主。さっさと、水かタオルくらいだしたらどうなんです？」

「そーだぜぇ、サービス悪いぞ」

　ぶーぶー騒ぐ四人を白けた目で見ているモーラ。

　彼女だけはちゃっかり自分のハンカチで顔の汗をぬぐっていた。

　そこに、

「水は一いつ杯ぱいだけだ。タダじゃないんでな」

　ドンッ！　と木のコップに入った水を置いてサッサとカウンターに戻る店主を見てカッシュがかみつく。

「おい！　どういうことだ?!――俺たちを誰だと思ってる！」

「………………宿代を払わない、質たちの悪い客だ」

「「「[image: ][image: ]んッ?!」」」

　カッシュに続いて、三人もすさまじい形相で店主を睨にらむが、彼も鋭するどい目つきで睨み返す。

「先さき払ばらいで貰ったのは昨日の分までだ。今日は、もう、その水を飲んだら部屋を出てくれないか？　それとも、１日分の超ちよう過か料金を払ってくれるのか？」

「な！　てめぇ……！」

　苛いら立だつカッシュは懐ふところの財布を取り出すが、

「あ…………。やべ」

「どーしたのよ？　さっさと払っちゃいなさいよ」

「そうですよ。店主ごときに舐なめられてどーするんです。金貨で横よこっ面つらを叩たたいてやりましょう」

「……カッシュ？　顔が青いぜ？」

　チャリン……。転がり落ちる銅貨が４枚。それがパーティの共用財布の中身全てだった。

「へ？　ど、ど、どどど、どーしたのこれ？」

「カッシュさん？　これで全部ですか？」

「おいおい。ゲイルを追い出してだいぶ金が浮ういたんだろ？」

　サーッと顔を青くするカッシュ。

「いや、ほら――――……」

　チラリと全員の顔を見て、手に持つ装備に視線を泳がす。

　メリッサ。新品の小型弓と短たん剣けん。

　ノーリス。新しい魔法書と、今日紛ふん失しつした魔法杖スタツフ。

　ルーク。装備一式の手入れ……。

　カッシュ――――オーダーメイドした大剣。

「「「あ……」」」

　そうだった。ゲイル追い出し記念として、装備を一新。

　新しいパーティの構成のためそれぞれが態勢を整えていたのだ。そのためにクエストで、遠えん征せいしてお金を稼かせごうとしていたのだ。

「で…………どうなんだ？　超過料金、五人で一泊ぱく銀貨５枚。飯付きなら６枚だ。…………知ってんだろ？」

　たらーり、と汗を流すカッシュ。そして、全員が金がないという事実に――――――。

「もーらい！」

　メリッサ、神速の速度でコップの水を飲み干す。

「あ、ちょっと?!」

「てめぇ！」

　なけなしのサービスの一杯の水を飲み干すメリッサ。

　そして、ケラケラと笑うクソアマに、全員の怒りがたまるところに――――……。

「店主。アタシにはエールを一杯。あと、何か食べるものを」

　モーラが一人注文し、自分の財布から代金を払はらって食べ始めた。

「…………？　何か？」

　そして、四人の視線に気づいて首をかしげる。

「モーラぁぁ……」

「ちょっと、アンタぁ」

「これは困りましたねー」

「へー。共有の財布に一文も出さないとはこりゃ驚おどろいたぜぇ」

「は？…………これはアタシの個人的なお金であって、パーティの資金はクエストの報ほう酬しゆうからプールするんでしょ？」

　パーティに加入するにあたってモーラはそう説明を受けている。

　しかし、

「バッカ言うんじゃないよ、モーラ」

　さっと、髪かみをかき上げ無意味にポーズを取るカッシュ。

「そーよぉ、お前のものはパーティのもの、パーティのものはパーティのもの」

　ニッコリ笑ったメリッサ。

「一人はみんなのために」

「財布もみんなのために」

「……え？　ちょ――――ちょちょちょちょ?!」

　グワシ。

「恨うらむならゲイルを恨めよー」

「そーそー。こうなったのも全部ゲイルのせいなんだから」

「お、モーラさん、結構持ってますねー」

「ひゅ～♪　このお姉さん、たいした金持ちだぜぇ」

　勝手に財布を奪うばい取るとやんややんやと大おお騒さわぎ。

「か、返しなさい！…………返せっつってんだろ、ごらっぁああ！」

　プッチンと切れたモーラさん、割と本気でカッシュをぶん殴なぐる。

「はは。支援術師の攻撃なんて蚊かに刺さされ――――えぶらぼぉぉ?!」

　なぜか、モーラの一撃でぶっ飛ぶカッシュ。

「ちょ?!　カッシュぅぅ？――――てめ、デカいからって調子に」

「憤ふん怒ぬッ！」

　モーラの返す一撃ッ！

「後衛のアンタの攻撃なんか当たる――――――はぎゃぁぁああ?!」

　メリリとめり込むモーラの裏うら拳けん。

「ちょ！　モーラさん?!　お、おおお、落ち着いて」

「そ、そーそー。あ、ほら――――これ返す」

「死ねボケぇぇぇえええ！」

　女性らしからぬダイナマイトキック!!

「し、支援術師の攻撃なんて、たいした――――げぼらぁぁぁあ?!」

「盗賊の速度に敵うわけねーだろ、躱かわして――――あべしーーーーー?!」

　ドガッシャーーーーーーーーーン!!

　両足顔面直ちよく撃げき＆踏ふみつけ。

「死ねッ！　ザーーーーーーーコ」

　ふぅふぅ、と肩で息をするモーラは財布を取り返すと、迷めい惑わく料りようとして銀貨を２枚店主に払う。

「汚よごしたわね」

「いやー……綺き麗れいになったよ」

　黙だまって銀貨を受け取ると、そっとモーラに荷物を差し出す店主。

「アンタならまた来ていいぜ」

「そのうちね。ご飯美味しかったわ」

　それだけ言うと、さっさとカッシュ達に背を向ける。

「――あ、そうそう。私、パーティ抜ぬけるわね。今日のクエストのお給料はいらないから」

　それだけ言うと、さっさと宿を出発したモーラ。もう、振り返りもしないし、カッシュ達に声をかけることもなかった。もっとも、支援術師にボッコボコにされたカッシュ達は完全沈ちん黙もく中であったが……。

　チ～ン♪

※　※

　カッシュ達が宿の酒場でモーラにぶちのめされていたころ――。

　とある王城の一室では調子っぱずれの鼻歌が響ひびいていた。

「ん～ふふ～♪　きーれいーな、ゆーびわー♪」

「姫ひめ様さま……。そのようなもの露店で買った指輪は教会に対する冒ぼう涜とくになりますよ。それに、バッチイし」

　護衛騎き士しビビアンは、王国の王女であり王位継けい承しよう権けん第２位のカーラ王女に苦言を呈ていした。

　そして、チラリと周囲を見み渡わたし、彼かの女じよの部屋の意い匠しようを見てため息を一つ。

「ふふ♪　バッチくないよ？　それよりみてみてー。金貨一枚でこんな素す敵てきなの手に入れちゃったー」

　ルンルンと部屋の真ん中までクルクルと回りながら歩くと、天てん井じようのシャンデリアにかざす様にしてゲイルから購こう入にゆうした髑髏どくろをあしらった指輪を掲かかげる。

　全体的に黒っぽく、実際になにかの骨を磨みがいて作ったらしいボーンアクセサリー。

　本来宝石がのる位置には悪あく趣しゆ味みなデザインの小型の頭ず蓋がい骨こつがのっている。

　それをゲンナリと見ているビビアン。しかし、この部屋の意匠もたいがいなのであまり際きわ立だって悪趣味というほどにも見えないから不思議だ。

　そう、このカーラ王女…………。ちょっと趣味がアレなのだ。

　ビビアンの周囲には金銀に輝かがやくドギツイ色の壺つぼがあるかと思えば、天井には東洋のなんとかいう絵師が描いたとか言う摩ま訶か不ふ思し議ぎなオリエンタルチックな絵がドデーンと。

　かと思えば壁かべ紙がみには天使と悪あく魔まがド派手に戦う絵が西側に、東は湖と船の風景画かと思えば、北側はドピンク一色。そして、壁かべ際ぎわを所ところ狭せましと埋うめ尽つくす摩訶不思議な調度品。

　もう、統一性ゼロの実に変テコな部屋であった。

「はー素敵でありますかー……。自分には理解できませんね」

　――しかもそれ、金貨１枚じゃなくて、大金貨だからね？

　ぶっちゃけ、ビビアンの給料よりも高いからね、それ。

「ふふーん。センスなさそうだもんね、ビビアンって」

　そういって、白銀のハーフプレートアーマーを着こなし、青い鎧よろいの下に品のいい刺し繍しゆうを施した護衛騎士を鼻で笑う。

「[image: ]？」

　……誰だれのセンスがないって？

「……はぁ、さようですか――それよりも、今日は忙いそがしい…………って、ちょっとぉぉお」

　あろうことか、カーラ姫ひめはあの髑髏指輪を嵌はめようとしている。

「そ、そ、そんなのつけて隣りん国ごくの使節とあうんですか?!　駄だ目めですよ、絶対だめですよ！」

「うるさいなー。ちょっと嵌めてみるだけよ」

　スポ……。

「あ、ぴったり――…………ぴったり？　ピッタリっていうか、……何か吸い付いてくるような――」

　その直後――――……。

　ヌゥゥォッォオオオオオオン……！

ヌゥゥォッォオオオオオオン……！

「……え？」

　カーラの戸と惑まどいをよそに、地じ獄ごくの底から響くような不気味で小さな唸うなり声ごえが突とつ如じよとして室内にこだました。

「ハッ?!　この地面から響くような音はもしや――――！」

　ビビアンがハッとしたときにはもう遅い。

「姫ぇえ!!」

　唸り声の直後に、髑髏のマークのようなエフェクトが、ぬぅ～と、中空に浮かび上がり、

　スゥーとカーラがつけている指輪に吸すい込まれていった。

「え？　何今の音?!　何今の髑髏のマーク?!　つか、これ……！　は、は、ハズレなーーーーーーーーーい!!」

「しまった！　呪のろいの品です、姫様ぁ!!」

　呪われたアイテムを装備した時に流れる、地獄の音色――。

　そして、装着者をあざ笑う髑髏のエフェクト……！

　――間違いない、強力な呪じゆ物ぶつだッッ!!

　それは、

　呪いを秘ひめし者が死して残したアイテムだとも、

　世界を恨む呪じゆ術じゆつ師しが作る忌いまわしき品だとも、

　はたまた、

　露店を営むとっぽいアンチャンが売りさばく呪物だとも――――。

「せ、説明とかいいから、なんとかしてぇ！　シィィィィイイット!!」

「わかりました！　ちょっと痛いですが、指を切り落とします」

「うん、お願い――――って、指ぃぃぃいい?!　ざっけんなクソあま！　ぶっ殺すぞ」

「誰にぶっ殺すとか言ってんだ、――砂利ジヤリ雌めすガキがぁぁあ！」

　ジャキンッ！　と長ちよう剣けんを引き抜いたビビアン。ちょっとパニックに陥おちいっているのはわかるけど、姫様の指を秒で切り落とそうとするとかヤバい。

　ヤヴァイ!!

「ちょちょちょ!!……い、いやいやいや！　剣ぬくな!?　お、落ち着けッ!!　ま、まずは、剣収めろ!!　いったん落ち着こ！…………ね?!」

「えぇぇい！　止めるなッ！」

　いや、とめるわ!!!

「お、おおおおお、おちついて、ビビアン！　で、でででで、殿でん中ちゆうにござるぞぉぉお！」

「しからばゴメンッッ！　姫様、お覚かく悟ごぉッ！」

「覚悟するか！　いいから、落ち着けってのー」

　ぎゃああああーーーー!!!

　部屋の隅すみの追い詰つめられたカーラ姫と、「ふーふー……殺す」とか言ってる護衛騎士。

　絶対指どころか、手ごと切り落とす勢いだよね?!　ってか、殺すって言うなし!!

「い、いいから落ち着いてッ！　と、特に変な影えい響きようもないみたいだし……。ま、まずは神官呼んでよ」

「ハッ……！　そ、そうでした……。か、解呪すればよかったですね」

「そーよ！　なんで、いきなり指を切り落とす発想になるのよ?!　こわっ！　アンタ、こわっ!!」

「も、申し訳ありません……つい」

　つい、指を切り落とそうとすなや。

「ま、いいから神官呼んできて。使節にはそれから会いましょう」

「は――――！　って、あ、あああ！　ひ、姫様！　もう時間がありません」

　陽の傾かたむきから、使節との面会時間が近いことを知ったビビアン。

　このままでは神官を呼んでから解呪して――となると確実に使節を待たせることになる。

「う……。さ、さすがに外国の使節を待たせるのは悪いかー」

「マズいですね……。その、指輪の上にリボンを巻いてそれっぽく誤ご魔ま化かしましょう。それしかありません」

「げー……呪われたまま使節に会うのかー。鑑かん定てい士しも間に合わないわよね？」

「無理ですね……。恐おそろしい呪いでないことを祈いのるしかありません」

「ま、まぁ……町の露店で買ったものだし、そんな大した呪いじゃないわよね？　あの青年もまさか私わたくしが王女だと知ってて売ったわけじゃないだろうし」

「そ、そうですよ。大だい丈じよう夫ぶです――――ですが、あの青年は一応捜そう索さくさせておきます。故意でないにせよ未み遂すいにせよ、一国の王族に仇あだなすなど見過ごせません」

「ん～……あんまし大げさにしたくないんだけどなー。悪気はなさそうだったし」

「なりません！　見つけ次し第だい、全身の皮をはいで塩水につけ、辛から子しを擦すり込んでから爪つめを一枚ずつ剥はがしてやりますともッ」

「いや、怖こわいからやめて……。っと、そろそろ行かなきゃ。諸もろ々もろの手配よろしくね」

「ハッ！　仰おおせのままに」

　メイドを呼んで慌あわてて準備を整えたカーラと、ビビアンは侍じ従じゆうに指示をしてゲイルの捜索と、神官、鑑定士を呼ぶことに。そして、定刻通り使節と面会することになる――。

　ガチャ。

「お待たせして申し訳ありません。帝てい国こく使節の方々」

「おぉ、これはカーラ姫！　まったくもって待ってなどおりませんよ！――それにしても本日も、お美しい」

　部屋で待っていたのは数名のピチッとした軍服に身を包んだ帝国の使節だった。

　胸を飾かざる勲くん章しようの数々が彼と彼らの格式を思わせる。

「ふふ、どうもありがとうございます。それでは、遠路お疲れのことと思いますので、まずはお茶を――」

　ニコリとほほ笑えみ、メイドに茶を準備させようとしたカーラであったが、帝国使節がやんわりそれをとめると、

「それには及およびません！　せっかくですので帝国からお持ちしたこちらを御ご賞味ください。我わが帝国で生産する良質のお茶と、美味なる菓か子しを――」

　そういって、控ひかえさせていた護衛に品々を準備させる帝国使節。

　たくさんの箱。

「あら？　帝国のお菓子ですか？　それはそれは…………って、」

　…………は、箱？

（え？　なんで箱なの？　それも、お菓子をいれるにしては無骨な――）

　……っていうか、なにあれ？　なんで会場にカートが??

　カーラの疑問をよそに、ガラガラガラガラ！　と盛せい大だいな音をたてて運ばれる大きな箱。

　そう。帝国使節が運はこび込んだのは、カートにのった巨きよ大だいな箱で――…………えぇ？

「くくく――ぜひ、ご賞味下さい！」

　カーラ姫を含ふくむ、全員が違い和わ感かんを覚えた時、それは起こった。

「……あの世でたっぷりと、」

　バッ！

「え？　ちょ――」

「な、何事か?!」

　突如、身を翻ひるがえした使節とその護衛達たちが、土産みやげとして持ち込んだ箱に手を突っ込むと、一気に引き抜く。

「――我が帝国の菓子の味をなッッ!!」

　ジャキィィィイイイイン!!

　ジャキジャキジャキジャキジャキッッ!!

「なッ!?　あ、暗殺者だと?!　き、貴様ら！」

「て、敵てき襲しゆう?!　いつのまにッ？　ど、どうやって紛まぎれ込こんだというんだ！」

　慌てる護衛達。

　そして、帝国使節が取り出したのは土産などではなく、大量の暗器や剣やボウガンなどの武器であった。

「はははは！　もう、遅おそいッッ――者ども、かかれぇぇぇええ!!」

　うぉぉぉぉぉおおおおおお!!!

うぉぉぉぉおおおおおおおお!!

　さらにカートの下から黒くろ装しよう束ぞくの兵が続々と現れる。

「きゃあ！」

「はは！　カーラ姫――――その命貰ったぁぁあああ!!」

　一いつ斉せいに襲おそい掛かる帝国使節に見せかけた暗殺者たち。

「しまった！　姫さまを守れッ」

　部屋にいた護衛もあわてて動き出すも間に合わない。

　一番近くにいたビビアンですら抜ばつ刀とうするのがせいぜい。

　そして、ボウガンや、明らかに毒を仕し込こんでいるであろう暗器がカーラを襲う！

「即そつ効こう性せいの毒だ！　何もわからぬまま、逝いけ――――」

　ジャキジャキジャキ！

　一斉に構えられる多数の武器!!

「死ねぇ！　撃うてぇぇえ!!」

「きゃああああああああああああああああああああ！」

　ビュンビュンビュンビュンビュン!!

　風を切って無数の矢と暗器が飛ぶ。

「ははははははははははは！　命中したぞ！　よし、撤てつ収しゆう――――」

「――ああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあああああ――――

「ん？　あれ？」

　ビュンビュンビュン!!

ビュンビュンビュン!!

ビュンビュンビュン!!

　――ああああああああああああああああああああああ…………ああああ？　あ?!」

「んんん？　ど、どーなってる?!」

　ビュンビュンビュン!!

ビュンビュンビュン!!

ビュンビュンビュン!!

「あ、あれ？……えっと――きゃああ…………あああ？　あ?!　[image: ][image: ][image: ]ん？」

「お、おいおい、姫死んでねーぞ?!」

　驚きよう愕がくする暗殺者たち。

「く……?!　バカな？　どういう――えぇい、撃て撃てぇえ！」

　……ひ、悲鳴だよね、これ??

　ビュン……！

ビュン……。

ビュン――……カチカチ！

　――ついにボルト弾だんが切れたのか、虚むなしく引き金の音が鳴り響いた。

　だが……。

「あ、あれれぇ？　即そく死し毒……当たったよね？」

　連射式の弩ボウガンの引き金を引きつつ、顔を引きつらせる暗殺者たち。

　そして、カーラはカーラで、

「…………………あれ？　きゃあ――？　って、『きゃああ』を続けた方がいいのこれ？」

　それにしては、その…………。

　――ひ、

「「悲鳴長くない？」」

　カーラと暗殺者たちが同時につぶやく。

　そして、暗殺者とカーラが口を閉ざすと、目を合わせてパチクリ……。

「「え～っと？」」

　ど、どーなってんの??

　なんか、即死させられるほどの攻撃が――――無効化されたみたいなんですが。

　あ。

　カーラが違和感に気づいたとき、暗殺者もそれに気づいた。

　彼女の指輪の上で怪あやしく輝く…………。指輪??

「な、」

「なななななななん、なんじゃそれーーーーーーーー！」

　カーラよりも先に暗殺者が仰ぎよう天てん。

　うん。ほんと、ナニコレ??　いつの間にかリボンが解ほどけていた、カーラがつけている呪いの指輪の髑髏ドクロの目が怪しく光っている。

　そこから出ているのは、薄うすっすらと輝く赤い防ぼう御ぎよ結界。

　そ、それは――――。それは――……！

　バカな?!

「そ、即そく死し耐たい性せいの結界だとぉぉぉおお?!」
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　暗殺者の驚愕の声にようやく我に返った護衛達。

「は?!　い、今だッ！」

　ビビアンは即そく座ざに気付き、そして即座に動いた！

「ひ、姫様を守れ!!――――そして、貴様らは死ねぇぇえ！」

「く、くそ?!　即死耐性を準備しているだとぉぉぉお！　そんなレアな装備を持っているなど、まさか作戦がバレていた?!」

「――頭！　奴やつらは王族ですぜ、そういう装備くらいあるんじゃ!?」

　暗殺者たちが慌てて交戦準備に入る。彼らとしては一いち撃げき離り脱だつするつもりだったのだろう。

「馬鹿を言えッ。即死耐性などレア中のレアだ！　そんじょそこらにあるわけねーだろ！」

※　注：あります　※

「くッ。かくなるうえは、斬きれ斬れ斬れーーーー！　剣で姫を殺せッ、即死耐性の結界は一度きりだ！　斬れぇぇええ！」

「ひ、姫を守れぇぇえ、うおぉおおおおおおお!!」

　ガガガガガガガガ!!

　ドガーーーーーーン!!

　暗殺者の集団と護衛騎士が激げき突とつする。

「ぐぅ……！　い、一いち撃げきでいい！　何でもいいから、姫に傷をつけろ――。奴のドレスは魔ま法ほう防ぼう御ぎよがあるとはいえ、ただの布だ！　鈍なまくらは防げても我らの刃やいばは防げんはず――何でもいいから当てろ！　それで我らの勝ちだ」

　高度に組織化された暗殺者らしく、得物はただの鉄ではなくミスリルでコーティングされたものらしい。怪しい輝きは塗ぬられた毒物と共に一目で業ものとわかる。

　だが、多勢に無勢。そして、奇き襲しゆうは失敗。さすがに完全武装の護衛騎士相手に、軽装の暗殺者では分が悪く、次々に討うち取られていく。

　しかし、何が何でもカーラを殺すという意思の下、突とつ撃げきを繰くり返し、ついに――――。

「――し、死ねッ！」

　フッ！

　切り殺されたと思おぼしき暗殺者の一人が、死んだふりでやり過ごし、最後の一撃として吹ふき矢やを放つ。……狙ねらいは当然、カーラ姫！　あ、あぶな――――。

　カァン！

「きゃ?!…………って、かぁん??」

　カァンって何よ?!

　確実に自分に飛んできたはずの吹き矢が、ドレスによって跳はね返された。

　…………ど、ドレスで？　いくら魔法防御があるとはいえ、ただの布で…………。

　それを見て、暗殺者は気づく。ドレスの防御効果を高めている何かがあることに――。

「ば、バカな!?　まさか、その指輪に……ぼ、防御力上じよう昇しよう効果まであるだとぉぉお!!」

　練りに練られた計画があったがゆえの失敗。

　姫の当日の服装を予想し、それを抜ける武器を選んだはず……はずが!!!

「なんだ、なんなんだ、そのアーティファクトはぁぁぁあああああ!!」

※　注：露店の指輪です　※

　――ザンッ!!

　暗殺者の最さい期ごの言葉は、そこで断たち切られる。

　護衛騎士とビビアンの奮ふん闘とうによってどうにか、暗殺者を撃げき退たいすることに成功したのだが、

「た、助かりました…………。しかし、この者達は何者です？　帝国使節とは思えませんが――。そして、何やらよくわからないことを言っていましたね。………………なぜ、私わたくしは助かったのでしょう？」

　さすがは一国の王女。顔こそ青ざめているが、気き丈じようにも立ち上がる。

「わ、わかりませんが――――……その、なんというか」

「どうしましたビビアン」

　チラリとカーラの指に目線を落とすと、

「その指輪に救われたような気がしなくもない気もしてるんですがしないような、なんつーの」

「………………すぐに、神官と鑑定士を呼びなさい」

「ハッ！」

　こうして、カーラ姫の非日常は過ぎていった…………。だが、これがのちに大事件に繋つながるなど、露店の怪しげな青年こと――ゲイルが知る由もなかった。

※　※

　一方、露店の怪しげな青年こと――ゲイルは飯を食っていた。

「いやー。俺おれ、商才あるんじゃね？」

　財さい布ふをパンパンに膨ふくらませたゲイルはホクホク顔でギルドに併へい設せつされている酒場で早めの晩飯をつつく。

　冒ぼう険けん者しや定食の大盛。

　皿に大きく盛られた香こう辛しん料りようを利きかして炒いためられたライスに、川魚の串くし焼やき付き。

　薬草風味のサラダと、出がらしの茶がついて――銅貨５枚。

「うん、旨うまい！」

　安くて量が多いだけが取り柄えだが、商売で疲つかれた体に塩味が染しみわたる。

「――はぁ、一人になってどうなるかと思ってたけど、案外やれてるな。とりあえず路銀は稼げたし、そろそろ街をでようかな」

　カッシュ達に言われたまま動くのも癪しやくだったが、実際その通りに露店で稼ぎ、最低限の金を稼ぐことができた。しかし、これはあくまで一時しのぎだ。なんたって本職は冒険者――そして、呪具師なわけで、けっして怪しい露店のあんちゃんではない。……ないぞ？

「それに材料も手に入れないとなー。店売りのものじゃ、大したもの作れないし」

　大したものでないと言いつつ、聖遺物どころか、伝説級――いわゆるアーティファクト級を作って売ったことなど思いも至らないゲイル。

「……よし！　そうと決まれば明日にでも街を出よう。何かいい感じのクエストを受けつつ、どこか別の町にいったん落ち着こうかな」

　そして、仲間を募つのったり、冒険者を続けてお金を貯ためてゆくゆくは店を持つ。

　今日の売り上げを見る限り、決して不可能ではなさそうだ。

「うっし！　ごっそさん――――っと、やべ」

　ゲイルはコッソリ隠かくれるように食器を返却すると、こそこそとギルドの隅に移動する。

　なんでって？　そりゃ、見たくない顔があるからだ。それはもちろん――――。

「おい！　どういうことだ?!　なんで融ゆう資しできないッ」

「そーよそーよ！　私たちはＳランクよ。金貨の10枚や20枚くらい、ぽぽーんと貸しなさいよ！」

「いやーあのですね。言いにくいんですが、」

　壮そう年ねんのギルド職員が困った顔で言う。

「融資どころか、まず違い約やく金きんを払ってもらわないと……。このクエスト、全然進行してないですよね？」

　そういって、いくつかのクエストの写しをピラピラと振ふる。

「う……！　そ、それは――……だ、だが！　まだ時間があるじゃないか！」

「いや、それはもちろんそうですが――……依い頼らい人にんに会われました？　Ａ級の魔ま物ものがウジャウジャいるとはいえ、Ｓランク冒険者が来てくれると信じて先方はずっと待ってたらしいですよ？　それが今日になっても来ないということで苦情がきてるんですよ」

　ベヒモス退治の依頼を出したという、例のやつらしい。

　依頼人は辺境伯はくで、戦せん闘とう部隊を待機させていたとか？

　……が、そのＳランクパーティが来ない、と――。

「何やってんだカッシュのやつ？……だいたい、なんでまだここにいるんだよ？　クエスト中だと思ってたのに――」

　隅に隠れながらそーっと逃にげ出そうとするゲイルだが、その時カッシュ達の顔がチラリと見える。

「うわ。ひっでー面……」

　まるでオーガの大群とやりあった後とでもいうかのように、腫はれ上がった顔。

　メリッサとノーリス、ルークも顔面陥かん没ぼつで「＊」みたいになっている。

「そ、それはだな……！　か、街かい道どうに予想外のモンスターがでたんだ！　仕方ないだろ！」

「予想外って……オーガですよね？　たしかにＡ級モンスターですけど――『牙狼の群れウルフパツク』はＳランクじゃないですか」

「あれはオーガの変異種だ!!」

※　注：ただのベジタリアンのオーガです　※

「いえいえ、知ってますから――カッシュさん達、城門近くまでオーガをトレインしてきたじゃないですか。めっちゃ見えてましたよ」

「「「「う……！」」」」

「それにほかにも色々やらかしてますよね？　ギルド舐なめてます？」

　だんだんイライラし始めたギルド職員。

「な、舐めるだ、と――――て、テメェ……」

　顔を真っ赤にして怒いかりをこらえるカッシュ。

「これ、ギルドが紹しよう介かいしたモーラさんの脱だつ退たい届とどけ。……前ぜん代だい未み聞もんですよ、数日で脱退だなんて――そして、」

　ぱらっ。

「こっちは、宿屋の銀ぎん狼ろう亭ていから。……苦情申し立てと請せい求きゆう書しよが来てます。とりあえず、ギルドで立て替かえておきましたけど――――」

　ジロリ。

「「「「うぐぅ……！」」」」

「で――――なに？　融資？　もっかい言ってみ、ん？」

　ギロリッ！

　ギルド職員の圧が半はん端ぱねーっす。近くで見てるだけで怖い。

「ぐぐぐぐぐ…………。そ、そうだ！　これは全部ゲイルの仕し業わざなんだ！」

「そ、そーよ！　アイツ逮たい捕ほしてよ！　今すぐ」

「その通りです。ゲイルさんが我々に何かしたんですよ。間ま違ちがいありません」

「そーだ！　何か知らんが全員のステータスがガタ落ちで、バフすら効果が薄い！　っていうか、お前らが紹介したモーラはとんでもなく使えない女だったぞ！　デカかったけど」

　うんうん、デカいデカい、とそこだけは同意する男三人。「ちょっとアンタら……」

「……何言ってんですか？　モーラさんは支し援えん術師としては王都で五本の指に入るくらい優ゆう秀しゆうな女性ですよ？　いざこざで前のパーティを抜けることになりましたが、それでも彼女は引く手あまたなんですからね?!……それを――カッシュさんが使えない古参の代わりだとか言って…………無理を言うから、渋しぶ々しぶ紹介したんですよ?!　実績もあるから信用してたのに、ブツブツ……」

　……え？　そうなん？　つーか、あの子、抜けたの？　いやいや、ま、まさかねー……。

「……あと、ゲイルさんが悪いとか、意味が分かりませんよ。あれほど見事な呪具師はそうそういませんからね。解呪のスキルと、自家製の解呪の呪じゆ符ふ――あれだけで、どれほどの価値があるか」

　しみじみと頷うなずくギルド職員。

　あー。そういえば、たまに内職で解呪の呪符作ってたな。カッシュのやつ、渋しぶ賃ちんで全然給料くれないし……。あれ簡単に作れますし。……ですし、おすし。

「……もういいですか？　融資うんぬんより、まず借金返してからにしてくださいよー」

「しゃ、借金?!」「当たり前ですよ！」

　宿代の領収書を突つき付けられぐうの音も出ないカッシュ達。

「ぐぬぬぬぬ……。そんな借金すぐ返してやらぁ！　おい、行くぞ！　ぱぱっとベヒモス退治だ！」

「ちょ、ちょっと、ゲイルはどーすんのよ?!」

「カッシュさん。まず簡単な仕事を探しましょう。さすがにベヒモスは……ゴニョゴニョ」

「そ、そうだぜ。ゲイルの仕し掛かけた呪いが解けるまで、クエストを見直そうぜ」

「うるさいッ!!」

　一いつ喝かつすると、肩かたを怒らせたままカッシュはギルドを出て行ってしまった。

　オロオロとそれについていくメリッサたちだが、ルークだけは仕方なく、しょぼい採取系依頼を一つ二つ見み繕つくろっていた。

「おーい、まってくれよー！」

　そうして、カッシュ達の姿が見えなくなったところで。

「……あれが今のＳランク？」

「――っていうか、くっせーな。風ふ呂ろ入ってんのかあいつ等？」

「しかも、あの顔――いったい何と闘たたかったんだ？」

※　注：支援術師と、です　※

「わ、わからねぇ、Ｓランクをボコボコにしたんだから、きっととてつもない筋骨隆りゆう々りゆうな敵対冒険者か、オーガの群れとかじゃねーのか？」

※　注：きょぬーの支援術師に単独でやられました　※

　そんな冒険者たちのささやきを聞きつつ、首をかしげるゲイル。

「はて？……カッシュたち、いったいどうしたってんだ？　っていうか、呪いってなんの話だよ？」

　確かに、ステータスを上じよう昇しようさせる代わりに、こっそりバッドステータスが自分に跳ね返ってくる『呪い』は仕掛けていたけど――。もうとっくに解呪したぞ??

　いったいカッシュ達に何があったのだろうか？

「ん～……。ま、いっか。なんか八つ当たりされそうな気配だし、鉢はち合あわせする前に王都を出た方がいいな」

　くわばらくわばら。

　幾いくつかのクエストを引き受けると、ゲイルは早々に宿に引き返すのだった。

　しかし、そのころ王城でちょっとした事件が起こっていたのだが――――。まだゲイルはそのことを知らない。




※　※

　王城の中にある一室。

　御ご用よう商人や陳ちん情じようなどを受ける王国府の窓口業務を行う応接間で暗殺者を退けたカーラ姫は、ビビアンとともに別室にて神官と鑑定士に囲まれていた。

「こ、これは――――――!!」

　顔面を驚愕に慄おののかせた神官服の初老の男性が声をあげる。

「ど、どうしたの？　マズイ呪い??」

　そして、たった今神官が呪いの指輪の解呪を試みようとしていたのだが…………。

「は、はい。いえ――はい」

　どっちだよ。

「ウリエリ大だい僧そう正じよう――――アナタほどの方が動どう揺ようするとは、それほどの呪いなのか？」

　ビビアンも難しい顔でカーラの手元を覗のぞき込む。

　例の指輪は今もそこにあり、不気味に鈍にぶく輝いていた。

「い、いえ……。そ、その――解呪自体は簡単です。これは、そういった類の呪いです」

「ふむ……？　では、その反応はなんだ？」

　冷ひや汗あせをかくウリエリ大僧正。

「こんな禍まが々まがしい呪い……初めて見ました。幾いく重えにも凝こらした呪いの粋すい――……これは並の呪じゆ術じゆつではありません――なんというか、そのー……地獄の帝てい王おうが施ほどこしたとでもいうか」

※　注：怪しい露ろ店てんのあんちゃんが施しました　※

「じ、地獄?!　ま、まさか!!　そんな――」

「い、いえ、もちろん比ひ喩ゆでありますよ！――た、ただ……あまりにも高度な技術なのです。これは呪具の製作を研けん鑽さんし、極きわめた者が作ったのでしょう――」

　そういって、ゴクリと喉のどを鳴らしながら順じゆん繰ぐりに説明するウリエリ。

「まず、最上位の呪いを施し、代だい償しように得られる付ふ与よ効果を最大限に引き上げております。……もちろんその代わりに、その対価となるバッドステータスも極めて大きなものとなりますが――――この呪具を作ったものは、対となる呪いを重ねて消しよう滅めつさせ、その被ひ害がいを極限まで薄めております」

「へ、へぇ？」

「……それだけではありません。もちろん上位の呪いゆえ、そして装着者に呪いが降りかかります。――しかし、この者はそれを軽減するため、複雑な呪術式をもって再構築。……一見すれば田舎いなかの司祭レベルでも解呪できるように作られております」

「つまり？」
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　眉み間けんにしわを寄せたカーラ。

「その……。つまるところ、呪われているだけの、聖遺物級の指輪です――――詳しよう細さいは鑑かん定てい士しに聞くのがよろしいでしょう」

「失礼します」

　そういって代わりに現れた鑑定士は、ルーペを取り出して、カーラ姫ひめの指の上で輝かがやく指輪を鑑定開始――――。

「な、」

　な？

「「「な？」」」

　一言漏もらした鑑定士と、首を同方向に傾けるカーラ、ビビアン、ウリエリ。

「なんじゃこりゃーーーーーーーーーーーーーーーー!!」

「うわ！　うっるさいわねー」

「貴様！　姫様に何たる無礼を――――って、手ぇはなせ!!」

「なんたる……。なんたる……！」

　カーラ姫の手をガッシリ掴つかんだ鑑定士は食い入らんばかりに指輪をみて、鼻息をプスープスー。

「こ、これは……。せ、聖遺物どころではありませんぞ!!」

「な、なんですとー!!　アナタ、聖遺物を――」

「大僧正どの！　姫の前ですぞ」

　一いつ瞬しゆん、聖遺物を愚ぐ弄ろうされたことにウリエリが憤ふん慨がいするも、ビビアンに制される。

「こ、この、これは……なんたる――――……。姫様、落ち着いて聞いてください」

「は、はい……（おめぇが落ち着けよ）」

　ゴクリ。

「信じられませんが、その――――ぼ、防ぼう御ぎよ力りよくが＋２００％上昇。さ、さらに【即死耐性】がついております」

「「「な?!」」」

　かっぱー……と口を開けたウリエリと、ポカンとした女じよ性せい陣じん。

　な、

　ななん、

「なんじゃそりゃーーーーーーーーーーーーーーー!!」

「ぼ、防御力上昇が、に、２００％……?!」

「そ、即死耐性って、うそでしょ――」

　ウリエリを始め、騎き士しとしては防御力が気になるのか、思わず口を押おさえるビビアン。

　王族として常に暗殺の危機にさらされているカーラもこれには額に手を当て天てん井じようを仰あおぐ。

「…………た、たしか、教会の聖遺物の『天使の盾たて』という重じゆう厚こうなタワーシールドにもその効果があるのでしたね？」

「はい……たしかに、即死耐性がついてございます――しかし、このサイズで即死耐性となると、聞いたことがございません」

「……いえ、一つだけあるわ――――」

「「「ええ?!」」」

「……かの帝国の財宝――――『魔ま王おうの心臓』よ」

　ドキリ。

「し、しかしあれは、聖遺物などでは――――……いえ、そうですね。確かにあれも、同じく呪のろいのアイテムですね」

「そう。帝国が所持し、宝物庫にしまっているという、魔王の心臓をネックレスにした呪われた魔まのアイテム」

　魔王の心臓

　即死耐性、ステータス上昇、魔ま法ほう詠えい唱しよう時間短縮などの様々な効果をもたらす伝説のアイテムだ。しかし、その代償に使用中は常に生命力を吸い取られ、ついには命を落とすという代しろ物もの。解呪が間に合わなければ、使用者を食くらうという――、まさに呪われた魔のアイテムである。

「そうです……。呪いのアイテムとはまさにそれなのです。……普ふ通つう、これほどの高い付与効果を持つ呪じゆ物ぶつならば、本来代償もはるかに大きくなるものです。……いえ、代償があるからこそ、付与効果が高いのです」

　それが世の理。この世界の真理――――。

　しかし………………。

「つ、つまり…………これは、」

「の、呪われた聖遺物ということになりますな……。いや、もはやアーティファクトとも」

　ウリエリがびっしょりと汗をかく。

　鑑定士は未いまだ狂きよう乱らんしている。

　そして、ビビアンとカーラ。

「ビビアン……」

「ハッ！」

「あの青年を、すぐに捜索しなさい」

「ハッ！　切り刻むのですね」

「そう――――……って、ちゃうわ！　何で今の流れでそうなるねん!!　つーか、サラッと切り刻むとか……――アンタ、こわっ!!」

「し、しかし、姫に呪いの品など――」

　あたふたと言い訳するビビアン。意外とポンコツ……。

「ええそうよ――――呪いの品よ。……だけど、私わたくしはこれに救われた」

　どこか、うっとりと髑髏どくろの指輪を見つめながらカーラは続ける。

「ならば、礼の一つでもいうべきでしょ？　これが金貨１枚だなんて、安すぎるわ」

「いや、大金貨――――ま、まぁいいです。ところで鑑かん定てい士しよ、これは市場に流せばどれくらいの価値がある？」

　狂乱していた鑑定士だが、価値と聞いてギギギギギギとクビを回すと、

「価値ですと？　あひゃひゃひゃ」

　変な顔で笑いだす鑑定士。

「………………………小国が買える価値はあるかと」

「「「はぁッ?!」」」

※　注：露店で売ってました　※







第４話「さらば王都と旅の空」







　チュンチュン……。

　王城でちょっとした騒そう動どうがあったなど、知らぬゲイルの一夜が明ける。

「ふぁー……」

　稼かせいだお金でそこそこのグレードの宿に泊とまったゲイルは、チェックアウトを済ませると宿の外に出て「う～ん」と伸のびをする。

「ッッかぁー……。よく寝ねた。いやー、いい風呂＆いいベッド――癖くせになるわー」

　コキコキと首を鳴らす。

　いーきもち！

　ひとしきりさわやかな朝を堪たん能のうしてと、ツヤツヤの肌はだと髪かみ質しつを取り戻もどし、「さて、と」――一人荷物を担かついで、意い気き揚よう々ようと王都の正門へと向かう。その姿は堂々たるものだ。あの日、カッシュ達からパーティを追放されたしょぼくれた青年の姿はどこにもない。

　懐ふところはホクホク。気持ちも晴れやかだ。

　そして、せっかく一人旅をするので装備も一新した。

　なんか、露店でエラい稼いじゃったので!!　それで買い物もしちゃったり、ね。

「……へへ。これいいよなー」

　ゲイルは昨日買った装備に、早さつ速そく――身を包んでいた。

　宿の中で初めて袖そでを通したそれを、陽の下でクルリと回って確かめる。

　バサリ。

　――縁ふちに細かな銀の刺し繍しゆうが入ったオリーブドラブ色のマント。内側には様々な呪じゆ具ぐを隠し、仕込んでいる。

　そして、半オーダーメイドの鉄線入りの丈じよう夫ぶな服。ちょっとした刃は物ものなら跳ね返せる丈夫さだ。

　ちなみに、マントと同じく、ポケットや内側に沢たく山さんの呪具が入る様に工く夫ふうされている。

　さらに、腕うでを守る手てつ甲こうに、足の脛すねを守るレガース。防具らしい防具はこれだけだ。……だが、これでいい。

　ゲイルはあくまで呪じゆ具ぐ師しであって、戦士でも魔ま法ほう使つかいでもない。

　後衛でかつ、デバフ専門というちょっと変わった立ち位置だが、自分の身を守ることができれば、あとは仲間の仕事だ。

「ま、仲間はいないんだけどねー」ケラケラケラ

　今さらカッシュ達たちのところに戻りたいとも思わないし、ちょうどいい。

　さて、これで装備の確かく認にんは終わりかな？

　最後に腰こしの後ろ――マントで隠すように自家製の短たん剣けんを差した。

　それを後ろ手で抜ぬけるようにして、逆手で構える。

　シュラン……！

「ふふん～」

　やべぇ、かっこいいー。

　これで最低限の身は守れるだろう。……あとは、持ち歩いている『呪具』頼だのみだ。なんかこう、暗器っぽく、マントの内側に隠してるのってカッコよくない？

　一人、王都の街中でニヤリと笑うゲイル。

　早朝の散歩を楽しんでいる住民がドン引きしていたが……全く気づいていない。

「さ、準備は整ったし、いくかな――」

　旅の荷物を確認すると、道具袋ぶくろの口を締めて、その紐ひもを指に引っ掛かけ――肩に担ぐ。

　そのまま、チラリと王都の街並みを流し見しつつ、ゲイルは正門へと向かった。

　まだまだ町は起き始めだったが、朝の動きも活発で人の往来もそこそこある。

　賑にぎわいつつある王都。

（なんだろう。ほんの少しだけ――……）

　王都もこれで見納めだろう。感かん慨がい深ぶかいようなそうでもないような――……。

「ん？　あれって――――……カッシュ??」

　歩き始めたゲイルの目に留とまった四人組。

「うー……寒いー」

「ちょっとぉ、変なところ触さわらないでよ！」

「触るほどないじゃないですか」

「そーそー」

「て、てめぇえらぁぁぁあ!!」

　と、まぁ。何やら見覚えのあるような小こぎ汚たない四人組が路地で身を寄せ合っていたが――――……まさかね。

「――はは、まさか、カッシュ達が王都の中で野宿してるわけねーか」

　ぎゃーぎゃーと喧けん嘩かしつつも仲の良い四人を尻しり目めに、途と中ちゆうで買い食いをしながら正門を出た。

　その途中。

「おい！　こっちに増員してくれ!!」

「バッカ！　城門前なんて、衛兵が見張ってるから大だい丈じよう夫ぶだっつの！」

　ガッチャガッチャガッチャ！

「うわ……！　お、王立騎き士し団だんか？……ヒェッ！　こ、近衛このえもいるぞ――」

　なんだ、なんだ??

　大声で叫さけびながら、騎士団やら衛兵隊が血ち眼まなこになって街中を走り回っているが……なんぞ？

　ガッチャガッチャガッチャ!!

「おい！　広場は見たのか?!」

「とっくに！　今は近衛兵団が監かん視ししている――蟻あり一匹ぴき見落とさないさ！」

「ならどこにいる！　宿は全部当たったのか?!」

「当然だ！　しかし、情報が少なすぎる――……センスのない装そう飾しよく品ひんを売り歩く小汚い青年。なんてどこにでもいるだろうが――……む?!」

　へー。人捜しか。騎士団まで使ってご苦労なことだねー。

　それにしても、センスのない装飾品とは――まぁた、哀あわれな行商人もいたもんだねー。

「おい、青年……！　貴様、年とし恰かつ好こうは近いが――」

「な、なんスか？」

　突とつ如じよ呼び止められるゲイル。

　……しかし、センスのない装飾品を売る人物を捜す連中に呼び止められる理由などこれっぽっちも見当たらないので、完全に虚きよを突かれていた。

「むむむむ、青年……。年恰好は近し――……そして、センスなし。……装飾品売りではなさそうだが――むむむッ！」

　え？

　え、え？　センスなし?!……俺ぇ？

「おい、そんな小こ綺ぎ麗れいな恰好じゃないらしいぞ」

「そーそー。売り歩く装飾品が壊かい滅めつ的てきセンスらしいからな」

　だ、だよね？

（お、俺関係ないよね??）

「む……。確かに。センスはあれだが――」

　うるせぇ!!

　っていうか、な、なんだよ急に熱い視線を向けて――。

（ハッ、まさか……お、俺にそんな趣しゆ味みはないぞ？）

　さっと、ケツの穴をさり気なくガードするゲイル。

「うーーーーーーむ。……よし、行っていいぞ！」

「言われなくても行くよ」

　ったく失礼しちゃうぜ！　どこがセンスないんだよ――。このマント、手甲にレガース！　さらには、隠し武器！……そして、イケメン!!!

　センスの塊かたまりやんけ――!!!

　――やんけー!!

　やんけー……。

　と、憤慨しつつ。衛兵の不ぶ躾しつけな目線を、そそくさと躱かわすとゲイルは街を出て、正門前の広場に降り立った。

　…………さて、これからどうしようか。

　目的地があるわけではなかったけど、再び冒険者として再起するにしてもカッシュ達が言うように呪具屋だとか道具屋をやるにしても、この町で彼かれらと顔を合わせるのだけは避さけたかった。別に何かされるわけではないのだろうけど、やはり気まずいものだ……。

「よーし！　とりあえず、ここじゃない大きな町にいくか！」

　この町で一人でウジウジしてても誰だれも助けてくれない。

　そんなことはわかりきっていた。だから、動こうと思ったときに動き出す！

　お金も十分あるし、手に職もある。それに健康だ!!

「ハハッ！」

　他に何を望むってんだ。

「うんうん。よしよし。この時間ならいくらでも乗合馬車があるし、選びたい放題だな」

　大都市にはたいてい乗合馬車がある。物流が発達しているため、その余席に人を乗せることで小こ銭ぜにを稼ぐ業者が多数いるのだ。そして、ここ王都には最大の交通路が敷しかれており、正門の外の広場には多数の馬車がひしめき合っていた。

「……そうと決まれば。どこに行こうかな？」

　特に、あてのある旅でもない。

　故郷には随ずい分ぶん帰ってないし、帰っても何もない。

　なら、好きなところに行って好きに生きてもいいんじゃないかな。

　ただ、ド田舎に行くのはよろしくなさそうだ。冒険者にせよ、呪具屋にせよ、なんにせよ――仕事を探すなら……ある程度賑わった都会だろう。

「うーん……近場の商都エンバランスか、軍都グラシアスフォート――……いっそ、古都グランシュタットでもいいかな」

　馬車の業者が掲かかげている看板を覗き込こみながらゲイルはどこに行くか頭を悩なやませる。

　そこに、

「はーい！　コチラは空きがあと２席ですよー。すぐに出発するので、お安くしておりまーす」

　な、なぬ?!　どこだどこだ？　どこ行きだ??

「…………農業都市ファームエッジ。銀貨１枚」

　か……。

　農業……。農業――。

　豚ぶた肉にく、

　卵、

　玉ねぎ、

　芋いも、

　キャベツ、

　ソラマメ、

　リーキ――――……ごくり。

　よし!!

「すいませーん！　乗りまーす!!」「あ、それ――乗るわ」

　と同時に手を上げる二人。

「「え？」」

　え？　え？

　なんということか、乗者が二人。……タイミングばっちりなので思わず顔を見合わせる。

「って――アナタはたしか……！」

　手を上げたのは、青い髪かみの女性。口元まで覆おおうフードに、肉感的な体――――。

（あれ……？）

　コイツどっかで……。

　…………あ。

「――あ、ああー…………」

　やべ、名前が出てこない。

　見覚えはすっごいあるんだけどー、

　もう少しで喉まで出かかってるんだけどー。

　どうしても、名前が出てこない。

　同じタイミングで手を上げた女性をまじまじと。

　振り返った女性も、ゲイルをみて目を見開く。

「ゲイルさん？」

「うん。……アンタは、たしか――……あーカッシュの、」

　え、えっと……。名前なんだっけ？

　青い髪――支援術師らしき格好に、ローブにすっごいきょぬー。きゅぬー……。あ!!

「モーラよ。モーラ・グラリス――……数日ぶりかしら？」

「そうだ！　モーラさんだ!!　あーそうそう！」

　この、きょぬー。忘れるはずもない。うんうん。

　そう…………。

　農業都市行きの馬車の前にて、なんと、王都を出る前でモーラと再会。ゲイルの後あと釜がまとして『牙狼の群れウルフパツク』に入った支援術師のモーラがそこにいたのだ。

　――と、言ってもほぼ面識なし……。

「…………っていうか、どこ見て顔を思い出したのよ！」

「そんなん聞くなや……」

　きゅぬーで、思い出したわい。……悪いか？

「ま、いいわ。……それより、こんなとこでどうしたのよ？」

「アンタこそどうしたんだよ？　カッシュ達と組んだんじゃないのか？」

　ゲイルの後釜としてさー。

　少し棘とげのある言い方をするゲイルに苦く笑しようするモーラ。

「……あー。あのパーティなら、抜けたわ」

「は……？　え？　ま、」

　……マジ？　ぬ、抜けた？　え？　何が、どこで――――あっ！

「――――毛が？」

「そうそう、毛が抜けて――――……って、パーティよ!!　なんでアンタに毛が抜けたことを一々報告するの?!　そんなわけないでしょ!!」

　い、いや、まぁそうだけど。

　………………って!!

「――いや、おまっ！　は、入ったばっかりじゃん?!　しかも、ほんの数日前に！……え、もう??　もうなの?!　ＹＯＵアナタは、堪こらえ性ない子ですか?!」

「いや、ちょ!!　そ、そんな風に言われても……。ま、まるで、アタシが悪いみたいに言わないでよ！」

　いや、だってさー……！

「普通、入ったば――――」

「お二人さーん……。そろそろ出すけど、どーすんだい？　痴ち話わげんかするなら、他の客乗せるけど」

「「痴話げんかじゃない!!」」

　と言いつつ、顔を見合わせる二人。

　どちらともなく苦笑いし、「「どーぞどーぞ」」で馬車に乗る。

「ったく、ほら」

「ありがと」

　先に馬車に乗って、モーラに手を貸すゲイル。

「……ま、なんだ。短い間だろうけど、よろしくな」

「あーら、こっちこそ」

　何とも言えない空気が流れたが、今さら馬車を変えるのもバカバカしかったので肩をすくめるだけの二人。

　そうして、言葉少なに馬車に揺ゆられることになったのだが……。

　パーティを追放された呪具師。

　パーティを脱退してきた支援術師。

　まったく、奇き妙みような縁もあったものだ――――――。

※　※

　ガラ、ガラ、ガラ……。

　快晴の空に馬車の車輪の音がのどかに響ひびく。

「くぁ……ねむ」

「ちょっと、近いわよ」

　ぐいぐいと、肘ひじで頭をつつかれるゲイル。そして、つつく女は支援術師のモーラだ。

「狭せまいんだから、しょうがないだろ」

「どーだか」

　馬車の中は農業都市に売りに行くという鉄器や、隣りん国ごくからの輸入品がぎっしりと詰つまっている。

　その余席に数名の乗客と一いつ緒しよになっているわけだが、あまり居い心ごこ地ちがいいとは言えない。

　――そこに、この女だ。

「……ったく、お互たがい思うところはあるだろうけどさ。あんまし干かん渉しようしないで行こうぜ」

「はー？　アタシは別に、どうも思ってないわよ――」

　まぁ、それはそうだろう。モーラが入ったことでゲイルは追放されることになったのだが、それはモーラには関係のない事。

　おおかた、カッシュの野や郎ろうがモーラの美び貌ぼうにつられたんだろうさ。プラス――……それ以前に、ゲイルをなんとか追放しようとした結果が重なっただけだろう。

「そーですかー。……じゃー、なんで抜けたんだよ？」

「……むしろ、アタシが言いたいわねー。……よっくもまぁ、アンタ！　あそこを今まで何で抜けずにいたのか、小一時間くらい聞きたいわよ、ホーント」

「はぁー……」、と大きなため息をついたモーラが、ポツリポツリと話し始めた。

　本当は彼かの女じよも黙だまっているつもりだったのかもしれないが、いかんせん暇ひまだったのだ――二人とも。

　かくかくしかじか

「――――というわけよ」

　あっけらかんと説明するモーラに、

「……ま、マジかよ、カッシュのやつ?!　え、オーガに?!」

　モーラが言うには、難易度Ｓのクエストもまともにこなせず失敗を繰くり返していたという。

　その上、Ａ級のモンスターとはいえ、オーガに追い回されて無様に逃にげたというのだ。

「そーよ！　しかも、アタシを囮おとりにして逃げようとしたのよ!!　リーダーのくせに、まともに戦えもしないし、残る三人だって、剣けんも振ふれないわ、魔ま法ほうも使えないわ、弓で援えん護ごもできないし――――ああああああ、もう!!」

「なんで、あんな雑ざ魚こパーティに入ろうと思ったのかしら！」と、顔を真っ赤にして怒いかり心頭のモーラ。

　しかし、腑ふに落ちない。

「それ……ほんとうにカッシュ達か？　アイツ等ならオーガくらい群れで来ても蹴け散ちらしてたぞ」

「……あれ以外にカッシュ達がいるの？　いたら、また顔面陥かん没ぼつさせてやるわ」

　が、顔面陥没って……。

「ったくもー。とんでもない詐さ欺ぎ師しの雑魚よ！　おかげでギルドにも睨にらまれちゃったし……、これで王都にしばらくいられなくなったわ」

「そ、そうか……。なんかスマン」

　別にゲイルが悪いわけではないが、昔の仲間のことでモーラがひどい目にあったらしい。

　しかも、聞けば彼女はかなり有能な支し援えん術師だという。

「いいのよ。ゲイルさんも――――」

「あ、ゲイルでいいよ」

「ん……。ゲイル……も大変だったんじゃない？　なんか、アイツ等ってば、ゲイルのことをことあるごとに扱こき下ろしてたけど、傍から聞いている分じゃ、アナタの仕事っぷりが何となく見えてきたわ」

「あー……やっぱり何か言ってたのか？」

　気分わるいわー。

「あ。ゴメン。本人がいるのに、言うことじゃないわね」

「いいさ――――」

　素す直なおに謝あやまるモーラを見て、最初に感じたしこりはすでになくなっていた。

　むしろ、サバサバとした性格の彼女には好感すら持てる。

「……じゃあ、あれだ。『牙狼の群れウルフパツク』被ひ害がい者しやの会っつーことで、一つよろしく」

　ニッ。と、ちょっとばかしカッコつけて笑いかけると、モーラもクスリと笑う。

「ちょ、なーにそれ。別にゲイルは被害者ってわけじゃないじゃない――。ま、いいか」

「そーそー、細かいこといいっこなし」

　モーラに言わせれば追放されたのはゲイルの自じ業ごう自じ得とくであるのかもしれないが、ゲイルはゲイルでしっかりやってきたつもりだ。

「ふふ。わかったわ」

　コツンと拳こぶしを合わせると、

「道中よろしくな、ほい、――お近づきの印」

　そういって街を出る前に買い込んだ食材の中からパンを渡わたす。

　よくよく見れば、彼女は小さな荷物しかもっていない。おそらく、騒動があってすぐに抜けてきたのだろう。

「わ、ありがと！」

「うん。あ、せっかくだし――」

　ここで軽く手を加えるゲイル。

『牙狼の群れ』では、雑用もやらされていたので、こういったことはお手の物だ。

「ん？　なにするの？」

「まぁまぁ、任せて任せて――」

　長めのバゲットを取り出すと、ナイフでサッと切れ目を入れる。昨日のパンなので少し硬かたくなっていたが、そこそこ値が張るパンを買ったので、まだまだ柔やわらかい。

「これとこれと、あとこれかな」

　ザグッと、クリスピーな音をたてて割れたパン。

　そこに薄うすく切ったベーコンを一枚しいて、その上に瓶びん詰づめのザワークラウトを載せる。

「仕上げに――」

　ガリガリガリ……。

　最後に、岩塩とチーズをナイフの背で削けずってパラパラと散らすと――。

「ほい、簡単だけど――『サンドイッチもどき』だよ、召めし上がれ」

「わ！　凄すごいッ。ありがと!!」

　そういってニコッと輝く笑えみを浮うかべるモーラ。

「お、おう。大したもんじゃないけどね」

　優やさし気げに笑うモーラは、なるほど――美人でプロポーションもいい。

　こりゃ、カッシュが目をつけるわけだ。

「ん！　美お味いしい!!」

　サクサクッ！　といい音を立ててパンの表面がきれいに割れる。

　したたるベーコンの油とザワークラウトの酸すっぱい汁しるが少し零こぼれるがそれもご愛あい敬きよう。

「ほい、ワイン」

「ん！　あひはふぉー（ありがとう）」

　モッモッモ！　と口を一いつ杯ぱいにしたモーラは気取ることなく、ワインを受け取りゴクリゴクリと飲み干していく。

「ぷふっ！　おっいしぃぃい!!　なにこれー。アンタ凄いわねー……簡単な素材なのに超美味しいじゃない！」

「はは。物がいいからね。昨日のうちに、いいパンといいワインを買ったのさ」

　口の中をパンパンにしながらブンブンと首を横に振るモーラ。

「それだけじゃないわよ！――――ちょっとした工夫で、すごいわね！　ゲイル」

　偉えらく褒ほめられてゲイルとしては照れ臭くさいばかり。

　大した料理じゃないが逆に申し訳なくなってきた。

「お、おう。あ、ワイン全部飲んでいいよ」

「あら、酔よわせてどうする気ー…………って、これ！　ローマンジュワインじゃないの?!」

　高級ワイン、ローマンジュ。

「いやー。カッシュの言葉じゃないけど、露ろ店てんで稼げたんだ」

「ふーん、露店でねー？――……あ、そういえば、王都を出る前に、エラく露店街がいのほう騒さわがしかったわね。……なんでも、アーティファクト級の品が露店で見つかったとかで？」

「へッ？　アーティファクトを露店で――?!　誰それ、馬ッ鹿じゃないの?!」

※　注：お前だ　※
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「ねー！　バッカよねー。そして、それを捜してるのが、なんと王女らしいわよ。……なんでも露店でその商人から、例のアーティファクトを買ったっていう噂うわさなんだけど……。どうも、それで血眼になって捜しているんだって」

「へー……そんな馬鹿な商人がいたら、そりゃ国としては大問題だねー」

「んねー！」

　ん？　そういや――――お、王女って……？

『わ。本当?!　城を抜け出して――っと、

い、家から財さい布ふを持ってき忘れちゃって手持ちが少ないんだ』

　ふと、あの少女の顔が浮かんだ。

　――だけどねー。………………いやいや。…………まっさかねー。

「あら？　でも、露店で稼いだって――…………もしかして、アンタ」

「ん？…………はは、俺おれがアーティファクト持ってるように見える？」

「見えないわね。アハハハハ」

「だろ。あっはっはっはっ！」

　あはははははははは!!!

「あーおっかしい！　アンタ、気に入ったわ」

「俺も、モーラのこと嫌きらいじゃねーぞ」

　ニヒッと、二人で笑いあって手を叩たたく。

　パンパン、いえーい！

「どっちかが前衛だったらねー」

「そーなー。モーラと組んだら楽しそうだな――だけどまぁ、呪具師と支援術師じゃなー」

「そーね……」

　モーラも残念そうに顔を伏ふせる。

　……二人とも後衛職。どちらも攻こう撃げき力りよくに欠くためパーティとしてはバランスが悪すぎる。

　ほんとに、残念…………。

「ま、縁があったらそのうち――――」

「そう――――」

　ごっかぁっぁぁあああああん!!

「うぉ?!」

「きゃあ!!」

　突如、震しん動どうが馬車を襲おそう。

「な、なにが……」

「ちょ！　あ、アンタどこに顔を突つっこんでんの!?」

　モーラの抗こう議ぎが闇やみの中で聞こえ、御ぎよ者しやの声がそこに被かぶる。

「オークだ！　オークの襲しゆう撃げきだっぁああああ！」

　御者が声を張り上げ、衝しよう撃げきの正体を教えてくれる。だが、その時にはすでに魔ま物ものの攻撃は馬車を捉とらえていたらしい。初撃が車しや軸じくに命中したらしく、ガタガタと揺れる馬車は既すでに動きが怪あやしい。これではいくらもたたないうちに横転しかねない。そして……、

「いてて……。あれ？　柔らかい――」

「ちょ、ちょっと!?　早く顔抜きなさいよ!!」

　真っ赤な顔をしたモーラが、ゲイルの顔を張る。

「いってー!!　ご、ごめん」

「も、もうッ！――――って、それどころじゃないわ！」

「わ、わかってる！……オークって聞こえたよな?!」

「えぇ、モンスターが車列を襲ったみたいね」

　すでに馬車は傾かたむいて動きを止めている。

　同時に出発した、いくつかの馬車も襲われているらしく、外で悲鳴と剣けん戟げきが響いていた。

「ぎゃぁぁああああ！」

「うわっぁぁああ！　逃げろぉぉおお！」

　どうやら戦せん況きようは思わしくないらしい。

　護衛についていた傭よう兵へいの悲鳴がこだましているが、そのうちに悲鳴も剣戟も途と絶だえていく。それは勝利の足音ではなく、敗北の調べ。……この様子だと、戦場が遠くに移りつつあるようだが、それは傭兵たちの逃とう亡ぼうを意味していた。

「ひぃ！　よ、傭兵がやられた！　マズイ、こっちに来るぞ！」

　御者が悲鳴を上げて馬車に転ころがり込んでくる。その様子に乗客も不安そうに身を寄せた。

『ブモォォォオオオオオオオ！』

『ブォブォブォォオオオオオ！』

　この分だと、外にはオークの集団が押おし寄せているようだ。

　そして、ここには戦える人間がいない――。

「ひぃ！　も、もうだめだ！」

「傭兵はなにしてるんだ?!　契けい約やく違い反はんだぞ！」

「「「きゃあああああ！」」」

　御者と乗客の悲鳴が響き、オークたちが馬車の中の人間に気付いたようだ。

『『ブモモモォォォ!!』』

　ズンズンと足音が徐じよ々じよに近づく……。

「不ま味ずいわね、ゲイル……。アンタ、武器は？」

「へ？　あ、あるけど……。お、おい、まさか?!」

　モーラも緊きん張ちようした面おも持もちで、傍かたわらに小さな杖つえを引き寄せる。

「や、やるしかないわ。アタシは魔法杖スタツフと小さなナイフがある。……アンタは？」

「お、俺はデバフ用の使い捨ての呪具と――――あとは短剣だけだ」

　スランッ……！

　と、お手製の短剣を半分ほど引き抜いて見せる。

「あー……。武器はお寒い限りね――――いいわ、打って出ましょう」

「打って出るって――……。ちょ！　む、無理だって！　せめて誰か前衛を！」

　ゲイルはこれまでずっと後衛で戦ってきた。

　だから、モーラの言うことがどれほど無む謀ぼうなことかよくわかっている。

　……たしかに、短剣で戦ったことがまったくない！――というわけではないが、それはあくまでも緊きん急きゆう時のときに限られていた。

　しかも、カッシュ達のような、ちゃんとした前衛に守られての時のみだ。

「アタシを信じて……。支し援えん魔ま法ほうなら自信あるの。ね？」

　ニコリ、と――青い顔で笑うモーラ。

　気き丈じような彼女だが、その手が小刻みに震ふるえている……。

「も、モーラ…………」

　彼女も怖こわいんだな、と理解すると、ゲイルも覚かく悟ごを決めた。

「わかった。モーラだけにやらせるわけにはいかないよな――。……なら、俺が前に立つよ。……だから、後ろは任せるぞ」

「えぇ、任せて――――……その、ゴメン」

「いいさ。俺も、一応――……男だからなッ」

　さすがに、ナイフを一本しかもたない支援術師の女性を前に立たせるほど、ゲイルは落ちぶれちゃいない。

「い、いくぞ！　まだ連中はこっちを侮あなどっているはずだ。一気に攻せめて、最低でも一匹は仕留めてみせる！」

「そ、そうね！　じゃ……。まずはデバフで敵の出鼻をくじきましょう。たしか、呪具師の戦せん闘とうはデバフのアイテムを使うのがセオリーよね？」

「そうだ。よ、よく知ってるな？……ま、そこそこ持ち歩いてるから、数に不安はないけど……――――でも、前衛がいないんだからな。あまり効果には期待しないでくれよ」

「わかってる。……ちょっとでも、敵のステータスが下がればそれでいいわ。――あとは、アタシのバフを信じて！」

　そういって早さつ速そく支援魔ま法ほうを練り始めるモーラ。フワッ……と、魔ま力りよくの粒りゆう子しが彼女を中心に立ち上っていく。それを見て、ゲイルも呪具を準備する。

　サッとマントの裏側を確認、そこに仕し込こまれた呪具を流し見て、モーラに頷うなずき返す。

「……了りよう解かいした！　任せるぞ」

　投とう擲てき用に二つ。

　設置型を一つ。

　――作戦はいたってシンプル。

　デバフで敵の動きを止め、その隙すきにバフを貰もらったゲイルが突っ込む。

　そして、一匹でも多くの敵を仕留めるのだ。

　全ぜん滅めつしなければいい。時間さえ稼かせげば、街かい道どう上の異常に気付いた巡じゆん察さつ隊が来るはずだ！

「――行くぞッ」

　あとは、……出たとこ勝負だ!!

「行って！　すぐにバフをかけるから！」

「おうよッ！」

　シュランッ!!

　腰こしの後ろから短たん剣けんを引き抜ぬき、もう一手には設置型の呪具を持つ。

　――ヌォォォオオオン…………！

　すると、短剣を抜き出した途と端たんに、刀身から禍まが々まがしいオーラがあふれ出した。

　――ヌォォォオン…………！

――ヌォォォオン…………！

　低く唸うなるそれを、クルクルと手を回してまるで綿わた飴あめを絡からめるようにして纏まとわりつかせる。

　……闇を纏った空気のような髑髏どくろをシットリと刃やいばに纏わりつかせたゲイルを見て――。

「な、なに……それ？」

　なぜか、モーラが目を丸くしてそれを見ていた。

「ん？　なにって……」

「ちょ、ちょっと……。そんなの聞いてないわよ?!　え？　な、なにそれ？　何その禍々しいオーラは?!」

　魔力を練るのも忘れたモーラが思わず口を覆って後ずさる。

「……は？　これ??　まぁ、よくあるデバフ付の剣だよ。俺、お手製の短剣さ。そんなことより、後ろ頼たのむぞ――」

　こんな剣一本でモンスターに突っ込むんだ。

　気分は『神風』なんだから、せめてバフをしっかりしてくれよ!!

「そ、そんなことって――」

　バッ!!　と馬車を飛び出すゲイルをモーラがポカンとして見ていた。

「っていうか……」

　よくある？

よくある？

よくある？

　――――よくあるぅぅぅう?!

　んなわけあるか!?

「……な、ななんなな、なによ。あの剣?!　何よ。あのオーラ?!――……そ、それに、手に持ってた消しよう耗もう品ひんっぽい巻物は何なの?!　あ、あんな禍々しいものは見たことないわよ?!」

　しかし、それに目を奪うばわれていたのも一いつ瞬しゆんのこと。

「ッと！　今は忘れましょう……！　すぐ行くわッ！　ゲイルっ！」

　すぐに自分の役目を思い出し、支援魔法を練り上げ完成させる。

　――はぁぁぁああ!!

　モーラは瞬またたく光を魔法杖の先せん端たんに維い持じしながら馬車を飛び出し、ゲイルがオークの群れに果か敢かんに突っ込むその背中にバフを掛かけようとする。

　このタイミングが肝かん心じんだ!!

「効果時間は長くはないけど――――……」

　その分！　性能はピカ一いち！

　ステータス向上魔法、全能力が一時的に１．５倍ほど上じよう昇しようする支援術師の究極技!!

　これなら、非力な呪具師の一いち撃げきでもオーク一体くらいなら致ち命めい傷しようを与あたえられるはず！

「はぁっぁぁああ……！　全能力向上オールアビエイシヨン!!」

　カッ――――!!

　モーラの身体から迸ほとばしりでた魔力が、黄金の輝かがやきを伴ともなってゲイルに降りかかる。

　が、その前に……――――。

「とりゃぁぁああああ!!」

　先に走り出たゲイルが、オークの群れの前に何かを放り投げる。

　どうやら先ほど見た、禍々しいオーラを放つ巻物のようだ――。

　それが、ブンブンブンブン――――……と!!　回転して飛んでいくッ。

「位置良し、飛ひ距きよ離り良し！……ドンピシャだぜ！」

　たしか、設置型の呪具というやつだ――使い捨てのデバフアイテム………………。

　そいつが、コン、コン、コーン……!!　と、地面に当たって、結び目が解けて、呪印がパラリと開かれる。

　すると――――……。

ヌォォォォォォオオオオオン……!!!

　髑髏のエフェクトが一瞬だけ、空間を覆いつくす。

　その瞬しゆん間かん、空気が冷えわたり、ブルリと震えた。

「な?!」

『『『ブヒッ？』』』

　それは冗じよう談だんでも比ひ喩ゆでもなく、空気が震えたのだ。

　その禍々しい気配に、モーラとオークたちが怯おびえた声をあげる。

　それはあたかも――まるで、魔ま王おうでも降臨したかのような重々しい空気を伴って……。

　ミリミリミリ……。ミシィィィ……!!

　く、

　空気が、

　空間が重いッッ………………！

　ミシシシィィッッ！

『ぶもっ?!』

『ブヒッ?!』

『ＢＯＯ!?』

　刹せつ那な、オークの群れがガクンと膝ひざをつき、ダラダラと冷ひや汗あせを流し始めた。

「うぐ…………」

　それを遠くで見ているだけのはずのモーラですら、ゾクリと背筋が震えるほどの強力な『呪のろい』！

「な、なに……。あの呪具?!　で、デバフ……？　あ、あれがゲイルのデバフなの?!」

　モーラが魔法を放つと同時に、ゲイルが投擲した巻物から流れ出たナニカ。

　……そいつがこの空間を覆って、禍々しい空気でオークたちを汚お染せんしたのだ。

　…………いや、汚染ではない。

　あれは……。あのオークたちは呪われているのだ！

　それも、ただの呪いではない！

　この空間の敵性モンスターだけを狙ねらって襲うデバフが、今まさに、まき散らされている。

　そこに、

「――うぉぉおおお！　死なばもろともぉぉぉお！」

「げ、ゲイル?!」

　気合とともにゲイルが突っ込んでいくッ。

「ちょっと……！　は、早いッ！　タイミングが合わないわ、待っ…………」

　バフ魔法は即そつ効こう性せいが薄い。

　魔力が被ひ対たい象しよう者しやに当たってから、効果を発揮するまでにタイムラグがあるのだ。だが、バフ慣れしていないらしい、ゲイルにはそれが分からなかったようだ。

「てりゃぁああ!!」

　そして、愚おろかにもそのまま――ステータスが向上し始める前にオークの群れに突っ込んでしまう。

「ゲ――」

　モーラの悲鳴が響く――。

　あんな状態で突っ込んでただで済むはずがない――と！

　だが……!!

「――………………え？　な、なにあれ……?!」

　モーラは最悪の瞬間を想像していたのだが、そうはならなかった。

　ブシュ――――……。

　バフがかかっていない状態で、ゲイルが短剣をオークに突き立てる。

　すると、まるでバターでも切り裂さくみたいにオークの首がはじけ飛んだではないか！

『ブモぉッ?!』

　クルクルと舞まい飛ぶオークの首。奴やつは、自分の首が落ちたことすら気付いていない。

　だが、それを見届けることなくゲイルは次の一体に突っこむ。

　……どうやら、突とつ撃げきの勢いのまま、かなりハイになっているらしい。

「うぉぉぉぉおおおおおおおお！　しーーーーねーーーー!!」

　そして、すぐさま先ほど見たあの瘴しよう気きを放つ短剣を、オークの脳天に突き立てる!!

　そのオークの最期の瞬間が……。奴が首を振って懇こん願がんする姿すら、まるでスローモーションのように、モーラには見えた。

「あ、れは――――……」

　あれは、なに……??

　あ、あれは……。あれが短剣？　た、タダの?!　ふ、ふざけんなし！

　…………あれはタダの短剣なんかじゃない!!!

　あれは――――――――!!

「たりゃあ!!」

『ぶもっ！』

　ブシュウウウウウウウウ――――――!!

　次の一撃も、あっという間にオークの首を掻かき斬きる。

　まるで、敵の防ぼう御ぎよ力りよくを感じさせないそれ。

「……うわ！　行ける?!　俺でもサクサク倒たおせる――――……ま、まるでバターみたいに切れたぞ……！」

　二匹ひきを仕留めた手応えに、ようやくゲイルは目を見開く。

「す、すげぇ！　すげぇぞ、モーラのバフはッ！」

「……………………は？」

　ば、バフ??　あ、アタシの――――？

　い……。

　いや、

　いやいやいや!!

「いやいやいやいやいや!!」

　モーラは人知れず首を横に振る。手でブンブンと全力否定する。

　――まだ、魔法が効力発揮してないから!!　今、バフ掛けたばっかりだから!!

「それ、バフ関係ないから!!」

　それよりもなんなの?!　こ、この周囲に立ち込めるデバフの呪いは?!

　生半可な、能力低下なんて生易しいものじゃない。

　少なくとも、

【恐怖テラー】【防御低下アンチアーマー】【麻痺パラライズ】の効果があるはず。

（そんな使い捨ての呪具……聞いたこともない!!）

　そしてあの短剣……――――。

「あれじゃ、まるで――――……で、伝説の魔ま剣けん??」

【防御無視ゼロアーマー】

【即死ザ・キル】

【認識阻害ゴートスキン】

　確かく認にんできただけでも、これくらいの効果は、常時かかっているに違ちがいない。

　そんな、伝説クラスの魔剣をタダの短剣とか――――。

「ば、バカなの?!」

　パッァアアア……♪

　そのころになって、ようやくモーラのバフがゲイルを活性化し、彼かれのステータスを向上させていた。

「お……?!　なんだ??」

　ウィィィン……!!

　――ステータス向上１．１倍

――ステータス向上１．２倍

　ゲイルの髪かみも体も、バフの効果によってつかの間、金の光を放つ……。

「こ、これが……モーラの魔法？」

――ステータス向上１．３倍

――ステータス向上１．４倍

　その間にも、オークたちがガクガクと震え始め、まるで何かに怯えるように嫌いや々いやと首を振る。

…………ヌォォォォォオン!!!

…………ヌォォォォオオン!!!

　低く唸るような、魔王のごとき呪いをまき散らすそれ呪具。時折、髑髏のエフェクトが浮かび上がり、ゲタゲタと気味の悪い笑い声を吐はき散らしていく。

『『ブ、ブヒィィィ』』

　オークたちは怯えきり、その視線の先にはゲイルが投げた設置型呪具――巻物がある。

――ステータス向上１．５倍

「こ、これが……。これも全部、モーラの支援魔法バフの効果、なのか!!」

「ち、チガッ」

　いや、違うッ。……違くないけど、違う!!

「……行けるッ!!　これなら、俺でも戦える!!」

「いやー。アンタ――な、なくてもいけるんじゃない……？」

　タラーリと汗を流すモーラを尻しり目めに、

　――ダッ！　と、ゲイルが駆かけだしたときには、シュ～ン……と、バフが消えていく。

――ステータス向上１．５倍

――ステータス向上１．４倍

――ステータス向上１．３倍

――ステータス向上１．２倍

　――ステータス向上１．１倍

「あ、しまった……!!!」

　なぜならモーラがポカンと口を開けて、魔力の供給を忘れていたからだ。

「まずい、まずい……！」

　ようやく自分の失態に気付いたモーラ。

「ゴメン、ゲイル！　ごめん、ごめん!!」

　バフを切らすなんて、支援術師失格!!

　慌あわてて、さらなる支援魔法を練り上げるが、

「うぉぉぉおおおお！　これが支援魔法の効果だぁぁぁああ！」

「いや、違ッ」

　ズバンッ!!

　ズバンッ!!

「おりゃあああああああ!!」

　ズバババババババッ!!

「凄い！　凄いぞ、モーラの支援魔法はッ！」

　テンションＭＡＸで切り込んでいくゲイルに、モーラも必死。

「いや、掛けてないからぁぁぁああ……！　何もしてないからぁ！」

「うぉぉおおおおおおおおお!!　俺とモーラのコンビパワーは無敵だぁぁぁあ!!」

　モーラのツッコミが耳に入らないのか、ゲイルは短剣を振り続け、次々にオークを狩かっていく。

　――しかも、なんか恥はずかしい!!

「勝手にコンビにしないでよ?!」

　なにその、初めての共同作業みたいな恥ずかしい響ひびきぃぃい!!

　しかし、モーラの葛かつ藤とうとは別に、ついにはオークたちが敗走開始。なにせ、何もできないうちに禍々しい短剣を構えた男が縦じゆう横おう無む尽じんに走り回っているのだ。そのうえ、空間を汚染する呪いの山！　だが、撤てつ退たいを決めたものの、その行動はあまりにも遅おそきに失していた。

　既に呪いに蝕むしばまれた体が思うように動かないのか、オークどもの足は動かず、ガクガクと震えたまま身動きすらままならない。

「はは！　か、勝てる！　勝てるぞ！」

「あ………………う、うん」

　ほにゃららに刃は物もの状態のゲイル。……そりゃ勝てるわ。

　ポカーンと口を開けたまま突っ立っているモーラを尻目に、ゲイルの追つい撃げきがオークたちに襲い掛かると、一匹、また一匹と仕留められていく。

「ちっ！　残り、二匹――……逃にがすかッ!!」

　一番離はなれた位置にいた大おお柄がらなオークも、これは敵かなわないとみて、手下のオークと戦利品を捨てて逃とう走そうを開始！

　だが、そこにゲイルの投擲ダーツ型呪具が炸さく裂れつする。

「はぁ!!」

　――ビュ、ビュン！

『ブッ』

『モッ』

　器用に片手に握にぎり込んだ投擲型の呪具を、それぞれに命中させると、ゲイル自身も軌き跡せきを追うように一体に迫せまる。

「モーラ！　【遅滞スロウ】の呪いを掛けた――――そっちを足止めしてくれ！」

「え？　あ、……うん。わ、わかった」

　モーラにほど近い位置の一体も、投擲型呪具が命中したのか、ゲイル曰いわく【遅滞】状態に――――……。

（……スロウ??）

　スロウって言った??　す、スロウって――――――。

　ノローーーーーーーーーリ、ノローーーーーーーーリ。

　ノロォォォオオーーーーリと動くオーク。これでも全力で走っているらしいが……。

　――こ、これが、スロウ？？？？？

　通常の10分の１以下の速度が、スロウーーーーー？？？！！！

「はは！　凄いぞ、モーラのバフは!!　敵が止まって見えるッッッ！」

　いや、

「……アンタ本気で言ってんの??」

「もちろんだ!!」

　あっそ……。

　スタスタと歩いてオークに追いついたモーラは、それこそゆっくり目に、急所にナイフを突き立てる。

　……ブシュ!!

『ブ……モ……ォ……ォ……オ……』

　悲鳴すらゆっくり……。息絶えるのも、ゆっくりだろう。

「うわっ。アタシでも倒せちゃったよ……」

　おかげで、ゲイルのトドメの一撃がよく見えた。

　ブシュ……!!

　ゲイルの短剣に纏わりつく、黒い瘴気が一瞬だけ髑髏の姿を纏ったかと思うと、オークの首に吸すい込まれていき。

　シャキーーーーーン!!　と、黒く輝く、稲いな妻ずまのようなエフェクトが一瞬だけ映はえる。

　すると、鋭するどい一いつ閃せんを放つ短剣が、いともたやすくオークの首を両断してしまう。

　おそらく、【即死】の効果だろう。……モーラも見るのは初めてだ。

「な、何なの、あの短剣――。【即死】なんて、レアどころの話じゃないわよ?!　そ、それに、その他の呪具も……！」

　驚きよう愕がくしているモーラであったが、その間に戦闘は終しゆう了りよう。

　ドスンッ。

　と、最後のオークの首が落ちて、ついに魔物は殲せん滅めつされ、

「か、勝った!!」

「いや、そりゃ…………勝つよね?!」

　モーラの至し極ごく当然なツッコミが響き渡わたった。

　そして、戦闘が終わり、隠かくれていた乗客が恐おそる恐る顔を出すころには、汗を拭ぬぐったゲイルが戦闘後の興奮冷めやらぬ顔でモーラの手を握って小こ躍おどりしていた。

「いやー！　すごいなッ、モーラの支援魔法は！」

「え？　あ……うん。ど、どーも」

　オークを撃げき退たいした現場には濃のう密みつな血の匂においが漂ただよっていたが、おかげで魔物が周囲にはいないことがわかる。だが、長居はできないとばかりに、御者たちと乗り合わせた乗客が手早く素材を剥はぎ取っていた。

　そして、お礼というわけではないのだろうが、戦利品のオークの装備も、連中の討とう伐ばつ証明も丸っとゲイル達にくれるという太っ腹ぶりを見せてくれた。

「お陰かげで助かりました……！　物もの凄すごく強いんですね?!」

「え？　あ、え？」

「強くは――――――……あるの??」

　思わず顔を見合わせるゲイルとモーラ。お互たがいに指をさしあうが、無言で首を横に振ふる。

「あはは、オークが思ったより弱かったんですよ」

「そ、そーそー。どっちも後衛だし――」

「ははは！　ご謙けん遜そんを、感謝のしるしというわけではありませんが……。どうぞ、下処理は私どもで済ませましたのでお納めください！」

　さすがに全部は悪いと思ったのか、ゲイルもモーラも我に返って、固辞したのだが、農業都市に向かう車列にいた全員に感謝されてしまっては断るわけにもいかない。

　結局押し切られる形でオークの素材と戦利品を受け取ることになってしまった。

　そして、被ひ害がい者しやを埋まい葬そうし終えて、今日のところはほんの少しだけ進み、街道の脇わきで露ろ営えいをしているところであった。本当なら、今日は近場の村に宿しゆく泊はくする予定であったが、襲撃のせいでいくつかの馬車が壊こわれ、思うように進めなかったのだ。――だから今は農業都市に向かう馬車が何台か寄り集まってキャラバンを形成し、野営地を作るに至ったのだ。

「……んー。まぁ、アンタがそれでいいならアタシは別にいいけど……」

　ポイッと焚たき火びに薪まきを追加しつつ、モーラは首をかしげる。

　なぜか上じよう機き嫌げんのゲイルは、モーラの真向かいに腰こし掛かけ今日の戦闘を振り返っていたのだ。

「イイも何も。俺……魔物とまともに戦闘するの初めてでさ――本当はビビってたんだよ」

「え？……あ、あれで？」

　なんかすごい、活いき活きとして魔物を屠ほふっているように見えたので、モーラはその言葉には懐かい疑ぎ的てきだ。

「でも、アンタさー。カッシュ達のパーティに長いこといたんでしょ？」

「ん？　ん、んー……まぁね。一応、初期メンバーだよ、一応ね……」

　カッシュ達の話題が出ると少し表情を暗くするゲイル。

「……あーゴメン」

「いや、いいんだ――――確かに、カッシュ達とは長いこと組んでいたけど、」

　そういって少し空を見上げ――――すぐにモーラを真正面から見る。

「――この通り、俺おれはタダの呪具師だからね……。もう、いらないってさ」

　少し寂さびしそうに笑うゲイル。

「……アンタを手放すって、カッシュのやつ、よほどの間ま抜ぬけね」

「へ？　そ、そうかな？　自分で言うのもなんだけど、追放されたのも順当だった気もしなくもないよ」

「アンタは自己評価低すぎ」

　ん～？

　モーラが何を言っているのかわからず、ゲイルはとりあえずカップに注いだコーヒーを手て渡わたす。

「はい……温まるよ」

「ありがと」

　ずずー。

「あら、おいしい」

「だろ？　そこらに生えてたタンポポを炒いって作ったんだ。簡単だし味も中々でね」

「ん……。やっぱ、アンタを手放すとか、カッシュってば、アホだわ」

「そ、そう？　ま、まぁ……雑用はそこそこ」……ゴニョゴニョ

　実際、料理も掃そう除じも洗せん濯たくもお手の物だ。

『牙狼の群れ』では後衛職が二人もいたが、ノーリスもルークも何かにつけて言い訳ばかりで面めん倒どうごとは全部ゲイルがやっていた。

　いちいち口うるさくいっても聞く連中じゃなかったしね……。

　おかげで生活能力だけは身に付いた。

「雑用っていうか……。あー……そーいうの万ばん能のうっていうのよ」

「ば、万能？　はは、それは言い過ぎだよ――――戦闘じゃ大して役に立たないし」

　相変わらずな反応に、モーラは「こりゃダメだ」といって肩かたをすくめてしまった。

「はー……。アンタも大たい概がいよねー。もう寝ねるわ――タンポポコーヒーご馳ち走そう様さま」

　口元が隠れているのでわからないが、ニコリと笑ったような雰ふん囲い気きでモーラがカップを返してくれ――そのまま、御ぎよ者しやが立てた天幕に潜もぐり込んでしまう。

　一人焚火に当たることになったゲイルは、他の馬車の御者や乗客が和なごやかに談だん笑しようをしているのを聞きながら空を見上げる。

「万能…………か」

　そんな風に考えたこともなかった。今日だって、モーラの援えん護ごがあったから勝てたようなものだ。……確かに呪具には自信があるけど、剣けん技ぎもなく、力も並程度…………。

「でも、そうだな…………魔ま物ものと闘たたかうのも悪い気分じゃなかった、かな」

　カッシュ達と行動していた時は自衛する程度には戦闘はしていたけど、本当にその程度。

　あとは戦闘を有利に進めるためのデバフをかけ続けるだけの支し援えん職しよく――――。

「ははッ。モーラは優やさしいな――――」

　空に向かって手を伸のばし、星明かりを透すかし見るゲイルであった。

※　※

「……到とう着ちやくしましたよ～」

　ガラガラガラ――――ピタ。

　騒そう々ぞうしい馬車の車輪の音が止やみ、御者にそう告げられるとゲイル達はゆっくりと覚かく醒せいした。

　お互い頭を寄せ合うようにして寝ていたのだが、何でもないように離れると、

「ふわ、ぁー」

「よーく寝てたわね」

　そう言いつつ、モーラにも涎よだれのあと。

「暇ひまだったからなー」

　モーラとは馬車の中で語り尽つくした。

　他にすることもなかったというのもあるが、それだけにお互いのことを多少は知ることができ、出会い頭に抱いた警けい戒かい心しんは、すでにない。

「じゃ、行くわ」

「あぁ、おれも――」

　馬車から降りると、二人とも御者に礼を言われたうえに、ギルド前で別れた他の馬車の乗客からも感謝された。

　ゲイル達がいなければ命が危なかったのだ。当然のことともいえるんだけど――。

　――ちょっと、むず痒がゆい。

　ま、おかげで僅わずかとはいえお礼金を貰い、宿を紹しよう介かいしてもらえたのは僥ぎよう倖こうだろう。

「お二人のおかげで助かりました……！　さぞ高名な冒ぼう険けん者しやの方でしょうね」

「へ？　い、いえいえ、ただの行商人見習い兼けん冒険者ですよ……。ん？　逆か？」

「たいそうなものじゃないわ。まぁ、お互い命があっただけメッケものってね――じゃあね～」

　そういって御者たちと別れると、

「モーラはこれからどうするんだ？」

「ん～……。冒険者ギルドに顔だして、パーティ募ぼ集しゆうがないか確認するわ」

　あー。モーラは支援職だしな。一人じゃクエストは厳しいだろう。

「アンタは？」

「ん。俺も冒険者ギルドに寄って、コイツを換かん金きんするよ。それから何か適当なクエストでも探そうかな」

　オークの素材を示しつつ、

「へー。意外ね、パーティでも募集するのかと思ったわ」

　モーラの言うことも、もっともだ。

　ゲイルもモーラ同様に支援職。一人で狩りをするのは厳しい職業だ。

「パーティは…………しばらくいいや」

「あー……」

　カッシュ達に追放されたのは、ほんの数日前だ。トラウマというほどでもないけど、一人になりたい気持ちが大きい。

　モーラもなんとなく察したのか、それ以上追つい及きゆうしようとしなかった。

「……ま、色々やりようはあるのさ――――なんたって俺は呪具師だからな」

　ニヤリと笑って、立てた親指で自分を示す。

「……ドヤ顔うざいわよ」

「ほっとけ！」

　そう。こんな風に言われてはいるが、ゲイルの場合は、狩かり場ばを選べばクエストはできなくもない――――。

　例えばこんなクエスト。

　カランカラ～ン♪

　冒険者ギルドに入ると、二人をカウベルが出で迎むかえる。そして、軽く内部を見み渡わたせば、なるほど……どこの冒険者ギルドも似たようなものだ。

　だから、あったあった。

　依頼板クエストボード！

「……ほら、これだ――」

「ん？　ここの依頼板よね？――それ。……どれも難易度Ｄ以上のクエストばっかりで、アタシたち支援職にできそうなものなんて――――……」

　ふふん。

　そう思うだろ？

　と・こ・ろ・が！

「――あ、アンデッド退治？…………[image: ]!!　な、難易度高いわよ、それ!?」

　ゲイルが剥がした依頼クエストは…………。

『郊こう外がいの地下墓所にて、リッチの撃げき破は』

　難易度Ｂ







第５話「凋落するＳランクパーティ」







　ゲイル達が王都を出る少し前のこと――……。

　寒い一夜を路上で過ごしたカッシュたちは、ガタガタと震ふるえながら身を寄せ合ってなんとか夜を越こしたのだが……。

「あーくっそ、腹減ったー」

「さむぅぅいい……！」

　昨日、宿を追い出され、ほぼ文無しの四人はなけなしの装備を売ってなんとか宿代に充てようとしたのだが、あまりの小こ汚ぎたなさにどの商店も相手にしてくれなかったのだ。

　しかも、そのときは時刻が夕方近く……。

　仕方なくそのまま路上で過ごしたのだが、あまりの寒さにろくに眠ねむれなかったという。

「ま、ままま、まずは、お金を手に入れましょう。クエストさえこなせば何とか……!!」

　凍こごえそうな声のノーリスに言われて、ルークが震える手で依頼書クエストを取りだす。

「お、おう。このままじゃ、色々やべぇしな……。一応、ギルドから仕事をいくつか持ってきたけど――こ、こここ、これとかどうだ？」

　どれどれ……？

「文無し」のカッシュ達は依頼書を覗のぞき込む。

【難易度Ａ：街かい道どう上のＡ級モンスター、オーガの駆く除じよ】

【難易度Ｃ：教会跡あと地ちのＣ級モンスター、スケルトンナイトの群れの掃そう討とう】

【難易度Ｄ：荒あれ地ちで目もく撃げきされたＤ級モンスター、オークの討伐】

【難易度Ｅ：畑を荒あらすＤ級モンスター、ゴブリンソルジャーの分隊の駆く逐ちく】

「な、なんだこれは?!　お、おおお、俺たちはＳランクだぞ、こんなクエストありえん!!」

「そーよ！　ルーク、アンタ馬鹿にしてんの!?」

　カッシュとメリッサは口から唾つばを飛ばしてルークを責め立てる。

「ま、まぁまぁ、二人とも落ち着いて。今は精せい魂こん尽つき果てておりますし、そこまで難しいクエストは無理ですよ。……ですから、まずはひとつ。近場の簡単な奴からやりましょう」

　カッシュを諫いさめるノーリスも顔色が悪く限界が近そうだ。

「ほら、とりあえず態勢を立て直すためです。ライオンはウサギを狩るのにも全力と言いますし――」

「ちっ……！　わかったよ」

　そういって、いくつかある依頼書を覗き込む。

「ケッ。討とう伐ばつ依い頼らいばっかじゃねーか！　しかも、やっすい依頼ばっかもってきやがってよー」

　ルークがギルドから持ってきたのは常時置かれている依頼ばかり――……とはいえ、危機的状じよう況きようだ。贅ぜい沢たくは言っていられない。だから、ブーブー文句こそいいつつ、依頼書を眺ながめて「あーでもないこーでもない」と相談する。

　そして一番報ほう酬しゆうが高いオーガのクエストをみて。

【難易度Ａ：街道上のＡ級モンスター、オーガの駆除】

「ま、まぁ。……オーガはなしだな」

「そ、そうね。オーガはなしよ。べ、別にビビってないんだからね！　え、Ｓランクのクエストがないんじゃしょうがないわね。……ないから、スケルトンナイトのこれ一択たくじゃない？」

　カッシュとメリッサは難易度Ｃの依頼をやろうというらしい。

「ほ、本気ですか？　し、Ｃ級とはいえ、……群れですよ！」

「そ、そうだぜ。ここはオークの討伐にしとかないか？」

　消極的なノーリスとルークを見て、目を三角に吊つり上げるカッシュ達。

「馬鹿をいうな！　たかだか、Ｃ級クエスト！　骨野や郎ろうぐらい、チョチョイのチョイよ！」

「そーよぉ！　私たち、Ｓランクパーティなんだからね！」

　やけに自信満々だが、本当にできるのか？

「だいたい、持ってきたのはお前だろうが！」

「そ、そりゃそうだが……」

　クエストを貰もらってきたのはあくまで昨日の話だ。

　ほぼ徹てつ夜やの状態になるなど誰だれが想像できようか……。

「ま、まぁ、ルークさん。とりあえず、やるだけやってみましょう」

「お、おう。たかだかスケルトン。雑ざ魚このアンデッドだし、Ｃ級の魔物だもんな……！」

　ノーリスとルークは、自分たちが思った以上に消しよう耗もうしていることを理解していた。

　魔ま法ほうが使えるかも怪あやしいうえ、ルークだって群れ相手に自分が活かつ躍やくする余地はない事をボソボソと語る。

「よーし、じゃ早さつ速そく行こうぜ。サクッと殲滅して、今日はＴボーンステーキだ！」

「キャハハ！　スケルトン退治でＴボーンステーキとか、カッシュってばシャレが利きいてるぅ！」

　あーーっはっはっは。

　と高笑いして、現場に向かうカッシュ達二人の背中を見つめてノーリスたちは顔を見合わせる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

「う～ん……。前衛はあの二人だし、アイツ等が自信あるならいいんじゃないかな？」

　魔法支し援えんの黒くろ魔ま術じゆつ師しノーリスと。

　全ぜん般ぱん支援の盗とう賊ぞくルーク。

　基本的に攻こう撃げきは前衛の聖騎士ホーリーナイトカッシュと、遊ゆう撃げき兼けんアタッカーの軽戦士メリッサの仕事だ。

　二人ができるというなら…………できるのだろう。多分――。

「ま…………最悪、怪け我がをするのはあの二人ですしね」

「そーだなー」

　割と他人事なノーリス達であった。

　そして、向かう先は王都郊外の廃はい教きよう会かい。

　ここには、定期的に地下墓所跡あとからアンデッドが湧わきだすのだ。

「どうだ？」

「んー……うじゃうじゃいるな」

　廃教会の塀へいによじ登ったルークが偵てい察さつ結果を報告し、地面にがりがりと簡単な要図を描いた。

「ここが教会の本ほん殿でんあと、墓所はその裏で――――その周辺の暗がりに二十匹はいるな」

「はは！　二十匹だぁ？――余よ裕ゆうだな!!」

「楽勝ね～！」

　基本的に日中は動きが鈍にぶるアンデッド。そして討伐対象はスケルトンナイト。多少は日光に対する耐たい性せいをもつアンデッドだが、雑魚はどこまでいっても雑魚。一応は、スケルトンの上位種――とはいえ、所しよ詮せんＣ級程度のスケルトンナイト。モンスターとしてはせいぜい雑魚に毛が生えた程度といわれる。群れになってようやくＢ級といったところだろうか。

「よ～し。じゃあ、カッシュとアタシで突撃でいいよね？」

「おーよ。聖騎士の本領発揮だぜ！　俺が聖なる武具とスキルで威い嚇かくしつつ、メリッサの遊ゆう撃げきで数を減らしながら敵を分散させる――」

　地面の落書きに、カッシュが作戦内容を加えていく。

「で、敵さんが固まったところをノーリスの火魔法で火か葬そうして、ルークがトドメを刺さす――――これでどうだ？」

　無難な作戦だろう。前衛が引き付け、後衛が火力支し援えん。そして、盗賊が速度をもって弱点を狩っていく――なかなかじゃないだろうか？

「ふむ……これなら、いけそうですね」

「なら、俺っちとノーリスはここで待機してるから、突撃を見届けたら順次援護を開始でいいかぃ？」

「おう、それでいい！」

　後衛の二人を残すと、カッシュは剣を抜ぬき出し、廃教会の正門に手をかけた。

「準備はいいか？」

　と、メリッサに。

「ろんのもちー♪」

　聖職者が施ほどこした聖なる封ふう印いんが一時的に解かれて四人は内部にスルリと入る。

「「ＧＯ！」」

　サッ!!

『コカカッカカ？』『コカァ?!』

　すると、途と端たんに反応を示す骸がい骨こつども。

「へへ、来た来た！」

「カッシュ、いくわよー」

　剣を抜いて自信満々の二人。それを背後から援護するルークたち。

「「突撃ぃ！」」

『『『コカカカカカカカカカッ』』』

　一気にスケルトンナイトに突撃するカッシュと、遊撃位置から援護するメリッサ。

　その様子を見て一いつ斉せいに襲おそい掛かかってきたスケルトンナイト！

　暗がりにいた個体も、苦手な陽光の中に突撃する。

「おーら、かかってこい！　一生眠らせてやるぜ」

「キャッハハ。太陽のもとに出てくるなんて、馬鹿ねー」

　はーっはっはっは!!

　そして、不敵に笑うカッシュ達たちは大だい胆たんにも真正面からそのまま突撃する。

「ぎゃはははははは！　クエスト報酬ぅぅぅうーー」

　と、突つっ込こんだはいいものの――ボッコォォォォオオオン!!

「ゲットぉぅううううう――――――……はぶぁぁああッッッッ!!」

　と、スケルトンナイトに大だい腿たい骨こつの剣で思いっきりぶん殴なぐられるカッシュ。

　ゴロンゴロンと派手に吹ふっ飛んでいく――。

「きゃははははは！　Ｓランクパーティの強さを見せてあげるわよ――――って、何やってるのよカッシュ！…………あ、あれ？」

　吹っ飛ぶカッシュを尻目に、一気に肉にく薄はくしたメリッサが両の手に構えた短たん剣けんでスケルトンナイトの懐ふところに突っ込むも、スルリと一いち撃げきを躱かわされる。

　そして、スケルトンナイトがユラリと構えると――――。

「へ？　え？……ちょ、ちょっと、タンマ――」

『コカ!!』

　ボッォココォォォォォッォオオオオン!!

「――――はぶらげらぁぁああ?!」

　そして、ぶっ飛ばされた。ついでに地面に転がるカッシュをオマケとばかりに……。

「「あーーーーーれーーーーーーー」」

　ギュルギュルと錐きりもみ状態で上空に舞まい上がる二人。

　それを見ていたノーリスとルークも仰ぎよう天てん――…………。

「か、カッシュさん？」

「めめめめ、メリッサ大丈夫か?!」

　ドッスーーーーーーーーン!!

「「あぎゃああああああ！　だ、大丈夫なわけあるかーーーーー！」」

　と、割と大丈夫そう……。
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　しかし、吹っ飛ばされた先で、スケルトンナイトに囲まれてボッコボコ。

「いだ、いだ!!」

「やめ、ぎゃ!!」

　ボッコボッコ!!

　ボッコォォオン！

「おいおいおい、ノーリス！　あれやばいんじゃないか？」

「え、えぇ、分かっています――――ほ、炎ほのおよ……むむむむ」

　魔ま力りよくを練り始めたノーリス。だが、遅ち々ちとして魔法が発現する様子がない。

「おい、早くしろよ！　二人とも死んじまうぞ!!」

「むむむ……うるさいですね！　集中できないでしょう!!」

　その間にも、ボッコボコ。

　もうボッコボコ!!

『『『コォアアアカッカカカカカカ』』』

　まるで笑っているかのように、剣の代わりに手に持つ大腿骨をカッシュとメリッサに振り下ろす。

「はべっ、げふっ」

「あびゃ、はびゃびゃー」

　スケルトンナイトは、ボロボロの鎧よろいを着て剣の代わりに仲間の大腿骨を握りしめただけのモンスターだ。

　それでも、武器を持っているだけ、普ふ通つうのスケルトンよりも強いのだが…………。

　……間ま違ちがってもＳランクの冒険者が苦戦するような相手ではない。

「おいおい。ど、どうなってんだ？　なんでカッシュがスケルトンナイトごときに……」

　しかも、陽光の下にいるアンデッドは通常よりも弱体化しているはず。

「し、知りませんよ…………。で、できた!!」

　ボボボッ！　と炎の呪印が中空に浮うかび上がる。ノーリスお得意の上級火魔法の発現だ！

「――――はぁっぁぁぁああ!!……『炎獄弾インフエルノ』!!」

　いぃぃぃぃっけぇっぇえええええええ！

　――ポヒュ…………。

「……おい、なんで『火球フアイアボール』だしてんだよ！」

「ち、ちがっ……！」

　たっぷり時間をかけて打ち出した魔法は範はん囲い魔法の『炎獄弾』ではなく、どうみても下級魔法の初歩中の初歩の『火球』だ。

　そして、フヨフヨと飛んでいった『炎獄弾』がゆっくりとカッシュ達を襲っているスケルトンナイトに向かっていく。

「ほ、ほら！　炎を凝ぎよう縮しゆくしたので、ち、ちちち、小さくても高威い力りよくなんですよ！」

「おいおい、ほんとかよ」

　フワリ、フワリ……。

　ぽしゅー……。

「ほら！　す、すごいでしょー!!」

「おー……す、すげぇわ。……お前の頭がすげぇわー。……あれを『炎獄弾』と言い張るお前の頭が――」

　ノーリスが打ち出した魔法は高威力どころか、『火球』にすら劣おとりそうな威力。

　地面にぶつかっても延えん焼しようすることもなく、煙けむりを吹いて消えた……が。

　――ギロッ。

「「ひ！」」

　魔法の着ちやく弾だんに気付いたのか、安あん全ぜん圏けんにいるはずのノーリス達を睨にらみつけるスケルトンナイト達。

『『『コカカカカカカ!!』』』

　そのまま一斉に向きを変えるとノーリス達目め掛がけて走り出した。

「うわ！　うわわわ！　こっち来た」

「だ、だだだだ、大丈夫です！　教会が作った封印が突とつ破ぱされるはずが……」

　ノーリスの希望的観測がどこまで当たるかはわからないが、突とつ進しんしてきたスケルトンナイトは廃教会を覆おおっている壁かべに激げき突とつすると、バチバチと聖なる封印によって青白い炎を放たれ焼かれる。だが、それでもひるまず、ノーリス達を捕つかまえようと手を伸ばす。

「ひぇぇ、に、逃げましょう！」

「さ、賛成――」

　その恐ろしい光景にノーリス達は完全に及および腰ごし、今にも逃げ出しそうであった。

「い、」

「今よ!!」

　その瞬しゆん間かんを待ちわびていたカッシュ達はスケルトンナイトの数が減ったことを感じ取り、一斉に起き上がる。全身をボッコボコに腫はらしていたが、今この瞬間は逃のがさない!!

「「逃にげ」るわ」

　ビュン!!　と、逃げ足だけはＳランクを発揮。

　あっという間に廃教会の壁を乗り越えると命からがら脱だつ出しゆつに成功した。

「お、おぉ！　無事でしたか！」

「あわわ、よかったよかった……」

　思わず逃げようとしていたノーリスとルークもカッシュ達を介かい抱ほうしに向かう。

「無事に見えるってのかよ！　畜ちく生しよう、さっさと助けに来いよ」

「そーよ！　いたたた……。何をグズグズしてたのよ！」

　理り不ふ尽じんな怒いかりを向けられたノーリス達は顔を見合わせ、

「ぼ、僕ぼくらにどうしろというのですか……。最初の作戦と違ちがう状況なんて打ち合わせもしてないというのに」

「そうだぜ。しかも、俺っちたち支援職に助けろったって無む茶ちやだろ？」

　一応魔法を打ったことは打った。

　それでスケルトンナイトの目を引き付けられたのだから結果的に助けたと言えるだろう。

「うるさいッ！　役立たずどもめ」

「そーよ、遅おそいのよ!!」

「「んなっ！」」

　さすがに言われっぱなしの二人も顔を引きつらせるが、それが不毛なことであるとわかっているのでグッと堪こらえる。

　その間にも……。

『『『コカカカカカカカカカカカカ!!』』』

　バチバチ!!　と、教会のアンデッド除よけの封印が青い炎をあげる。

「ひぃぃい！　ふ、封印が解けちまうぞ?!」

「に、逃げましょ!!」

「「「賛成！」」」

　そうして、命からがら教会跡から逃げ出したカッシュたち。

『『『コカぁぁぁあかか!!』』』

　滅め茶ちや苦く茶ちや怒おこったスケルトンナイトの声がいつまでも響ひびいていたとか……。

【難易度Ｃ：教会跡地のＣ級モンスター、スケルトンナイトの群れの掃討】

　×　失敗!!

※　※

　……それからも、カッシュ達は日ひ銭ぜにを稼かせぐため、なんとかクエストをこなそうと躍やつ起きになっていた。

「おい、そっちにオークがいったぞ！」

「任せて！」

　カッシュがオークを一匹ぴき追おい込むと、待ち伏ぶせしていたメリッサが飛び出す。

「死ねッ！　性欲豚ぶた!!」

　ブンッ！

　渾こん身しんの一撃がオークの急所を捉とらえる――――……プスッ。

「え？　あれ……。ぬ、抜けない……!!」

　だが、あろうことかメリッサの一撃はオークの分厚い脂し肪ぼうに包まれ急所に達しなかった。

「く、このぉぉ……！」

　ギリギリギリ……！　なんとか剣を押おし込もうとするも全然動かない。

「メリッサ何をやってる！　さっさと仕留めろ！」

　ようやくカッシュが援護に現れるも、未いまだ位置は遠い。

　そのうちに、メリッサが女だと気付いたオークがべロリと舌なめずりする。

「ひっ！　わ、私を攫さらうつもり?!」

　ガシリ！　と、剣ごと腕うでを掴つかまれ吊り上げられる。

「きゃーーーーーー！　助けてカッシューーー!!」

　犯おかされるぅぅぅうう！

　メリッサの悲鳴がフィールドに響き渡わたる。

　……たしかに、オークは雌めすが極きよく端たんに少ない種族で、繁はん殖しよくのために他種族を攫うことがままある。そして、人間の女性が攫われることもあるのだが――――……。

　じー……。

『…………ブヒ』

　ポイす。

「え？　あれ？　た、助かっ……た？」

　……え？　なんで？

　別にオークに攫われたかったわけではないが……何か馬鹿にされた気がして――――。

　メリッサが硬こう直ちよくしていると、

『ブヒ、ブヒ……』

　ヤレヤレと肩をすくめて首を振られる始末。

　それを、隠かくれた位置で見ていたルーク達が大笑いする。

「あは！　あははははは！　まさか、メリッサさん、オークに嫌きらわれました?!」

「ぎゃははははははは！　メリッサのやつ、オークの好みじゃないとさ！」

　ぎゃははははははははははははっは!!

　ぎゃーーーーはっはっはっは!!

「あ、あ。アンタらぁっぁああああ!!」

　ムッキー！　と怒いかり狂くるうメリッサだが、そこでカッシュが漸ようやく追いつく。

「無事か、メリッサ?!　よ、よくも、オークめぇっぇええ！」

　メリッサが負傷したと勘かん違ちがいしたカッシュが背後からオークに襲い掛かる。

　だが、オークに達したかと思ったその剣が呆あつ気けなく――ゴキィン！　と弾はじかれて、

「へぁ?!」

　オークの棍こん棒ぼうで弾かれた剣が明後日の方向に飛んでいく――――。

「あ、あれ？　な、なんで、オークごときに……」

　かつては地じ竜りゆうすら切り裂さいたこともあるカッシュの剣が、オークにすら通用していない。

　だが、さすがに今の一撃はそれなりに痛かったらしく、オークがプルプル震えている。

　そして――――――ギロリッ……！

「あ。さ、さーせん」

　ブモォォォォォォオオオオオオオオオオオオオ!!

「うわ！　オークが切れた！」

「ひぇぇぇ！　に、逃げた方がいいんじゃ……」

　ノーリスとルークは早々に見切りをつける。自分たちが戦力にならないことを知っているから、カッシュとメリッサがやられた時点でクエストは失敗だ！

「「逃げるが勝ちやでぇ！」」

　ダッ!!

「お、おい、お前ら！　ず、ずるいぞ！　って、うわわっ！　き、きたーーーーーー！」

「きゃああああああ!!――……って、私を素通りすんなーーーー!!」

　怒り狂ったオークは一いつ瞬しゆんメリッサを見たが、『ブヒッ』と胸のあたりを見て鼻で笑うと、また怒り狂ってカッシュ達を追いかける。

　そして、「「「うぎゃあーーーーー」」」という三人の悲鳴だけが響き、メリッサは一人寂さびしく帰る羽目になったとか……。

【難易度Ｄ：荒地で目撃されたＤ級モンスター、オークの討とう伐ばつ】

　×　失敗!!

※　※

　そしてついに……。

「ご、ゴブリンならさすがに、な！」

「そーそー。ま、まずは簡単なクエストからこなしていきましょう！」

　ルークとノーリスが、カッシュとメリッサを宥なだめすかしている。

「くそ……！　げ、ゲイルの野郎ぉ……！　俺おれたちに何しやがった！」

　――失敗続きはゲイルのせい！

「そうよ！　絶対ゲイルが原因よ――――。きっと何か呪のろいを掛けられたんだわ」

　ゲイルが何かしたから自分達はクエストを失敗している――と本気で思っているのだ……彼かれらは。

　そうして憤ふん慨がいするカッシュ達。完全な逆さか恨うらみだが、恨まずにはいられないらしい。

　カッシュとメリッサの二人に至っては、生活費のために装備を売りつくし、いまや中古も中古。初心者並の装備にグレードダウンしており、見た目も貧ひん相そうでボロボロだ。オマケに匂におう……。

「と、とりあえず、一度しっかりと稼いで、態勢を整えてからゲイルを追及しましょう」

「そ、そうだぜ？　どうせゲイルのことだ。アイツの無能っぷりなら、今いま頃ごろ本当に王都で露ろ店てんでもやってるかもよ！」

　ノーリスとルークの言うことはおおむね正しい。露店をしているかどうかといえば、すでにゲイルの姿は王都にはないのだが……。

　だが、行ゆく方えが分かったところで、今やゲイルを追うどころではない。

　クエストを連続で失敗している『牙狼の群れウルフパツク』に対する評価がだんだん厳しくなり、融ゆう資しはおろか、中古品の買い取りさえおぼつかない状態だ。

　それでも、なんとか心機一転！

　泣く泣く装備を「質しち入いれ」して宿屋に泊とまり、体調を整えて再戦することになった。

「ふん！　ゲイルめ……、今度会ったらギッタギタにしてやる」

「えぇ！　でも、その前にまずはゴブリンどもを血祭りにしちゃいましょう」

　本日のクエストは、

【難易度Ｅ：畑を荒らすＤ級モンスター、ゴブリンソルジャーの分隊の駆逐】

　Ｅランクとまではいかないが、Ｄ～Ｃランクの冒険者でも一人でこなすことができるクエストである。

　王都近きん傍ぼうの村に出しゆつ没ぼつする畑荒らしの迷めい惑わくモンスターを狩かるだけの簡単なお仕事です。

　それも、村人と共同でやるので、パーティのメンバーが少なくとも何とかなるはず……。

　村人がノーマルゴブリンを攻撃し、

　冒険者が武器を持ったゴブリンソルジャーを倒たおすというやつだ。

「「「「らくしょー、楽勝！」」」」

　四人はゲイルの悪口を言いながらも、意い気き揚よう々ようと楽なクエストをこなしてやるとばかりに現場に到とう着ちやくした。

　そして、

「いやー待っとったでよ、冒険者さん」

「これで助かるべー！　娘むすめっ子どももゴブリンさ怖こわくて、おちおち外も歩けんでのー」

　ペコペコ平へい伏ふくする村人をみて、途端に高圧的になる『牙狼の群れ』。

「おーおー。俺たちが来たからには安心だぜ！」

「そーよ！　なんたってＳランクパーティなんだからね！」

　ふふん、とない胸を張って偉えらそうなメリッサ。

　その、ない胸の上でＳランクの認にん識しき票ひようがキラリと光った。

「お、おぉ……。まさか、あげな安い報酬でＳランクの方が来てくれるとは――ありがたいこってす」

「ふん！　存分に感謝してくれ」

「そーそー。それに感謝は言葉じゃなく、飯とか行動で示してくれよー」

　ゲヘヘヘヘヘと、下品に笑うカッシュ達。

　彼らの中では、このクエストは確実に成功すると確信していたのだろう。

「助かりますだー。いつも農作業中に襲われて反はん撃げきする暇ひまもなかったんでさぁ」

「んだんだ！　ゴブリンてなぁ卑ひ怯きような連中だ！　だけんど、今回は違うべ」

「ありがてぇ、ありがてぇ、ありがてぇありがてぇ……！　よっし、村の衆も奮起するでー！　今日こそ、あのゴブリンどもを皆みな殺ごろしだー！」

「「「ＭＩ・ＮＡ・ＧＯ・ＲＯ・ＳＨＩだー！」」」

　ひゃっはーーー!!

「お、おう……」

「う、うん……」

　急にゾロゾロと出てきた村人の迫はく力りよくにちょっとビビるカッシュ。

　総勢五十人ほど。なんかクワとか鎌かまとか持っててヤル気満々……。っていうか殺る気？

「す、凄すごい迫力ね……」

　……おいおい、モヒカンおるぞ？　ほんとにゴブリンにビビってる村人か……？

「ひぇー……こりゃ、ゴブリンを迅じん速そくに退治しないと我々が殺されそうですねー」

「ま、まさかー」

　あはははは、と笑うも、村人たちの殺気が半はん端ぱなくてちょっと及び腰のカッシュ達。

「じ、実はお恥はずかしい限り、ゴブリンとまともに戦うのは初めてなんでさぁ。そんで冒ぼう険けん者しやギルドに依頼だしたんですわ」

「そーそー。オラたちは喧けん嘩かなんてずぶの素人しろうとだしなー」

「んだんだ！　冒険者さんが来てくれたなら百人力だべ!!」

　次々に現れては隊列を整え、好き放題に言っている。

　その様子を見て、カッシュ達は首をかしげる。

　全員筋骨隆りゆう々りゆうの労働者で、農具とはいえ鉄製品を持つと迫力満点。

（本当にゴブリンにビビってる村人か？）

　そこに――――……。

「来た！　ゴブリンが来たぞーーーー！」

　カンカンカン!!

カンカンカン!!

　村の外れの見張り台から警けい鐘しようが飛ぶ。

「お……！　へへへ。ゴブ公が来やがったぜ……！」

　ペローンと鎌を舐なめる村人Ａ。

「ひひ……！　俺のグレンカイザーαが血を欲ほつしているぜ……！」

　スリスリと、グレンカイザーαことクワに頬ほおずりする村人Ｂ。

「くけけけ！　ゴブリンのナオンちゃん女の子がいたら分かってるだろうな、てめぇら！」

「「「ゲヒヒヒヒヒヒヒ！」」」

　そういってゴブリンの雌を夢想して下品に笑う村人Ｃ～Ｚくらい。

　いや……。ナニする気だよお前ら……。

「…………え～っと、村間違えた？」

「ま、まさかーー…………」

「「あははははは……」」

　カッシュのドン引き顔に仲間もつられる。っていうか、この村ＹＡ・ＢＡ・Ｉッッ!!

　そして…………。

『『『ゴブゴブゴブゥゥウウウ！』』』

　バカなゴブリンの群れが村に襲い掛かった。

「ちっ……！　今はとにかく仕事だ――！　あーメリッサは離はなれるなよ」

「う、うん！」

　村人の目が怖くて、メリッサはカッシュの傍そばを離れない様にして戦せん闘とう開始。

　今回は、雑魚モンスターゴブリンということもあってノーリスもルークも最初から戦闘に参加。非力なノーリスであっても魔法を初戦から詠えい唱しようしておけば一撃くらいおみまいできるだろうし、杖つえで殴ってもゴブリンくらいなら追い払はらえる。それはルークとて同じ。

　短剣の一撃は十分にゴブリンを屠ほふるに足るし、久方ぶりに持った弓矢もあの大群ならどこに打っても当たるだろう。

「いけ！　ノーリス！　鼻先に魔法だ！　ルークも速射しろッ」

「「おぅ！」」

　パリパリと紫し電でんを走らせるノーリスの魔法。

　範囲魔法、『紫電乱槍エレキトリツクランス』だ！

「たぁぁあ！」

　パリパリパリ…………と、もはや想像通りの威力だが、曲がりなりにも魔法！

　それがゴブリンの集団に落下し、連中の数体が麻ま痺ひして動けなくなる。

「いいぞぉ！　やるじゃねーかノーリス」

「ふん！　次じ弾だんを打ちます――アナタもサッサと敵を仕止めなさい」

　言われるまでもないとばかりに、ルークが立て続けに矢を放つ。

　ザァァア！　と降り注ぐ矢の雨！

　数体のゴブリンが仰のけ反ぞり倒れる。

「いいぞいいぞー！　よし、メリッサ――――」

「うん！　フォーメーションＣよね」

　おう!!

　そしてカッシュ達の突撃が始まる――――……。

「おらおらー！　かかってこいやぁー！」

「ゴブリンなんてねー！　何体束になっても……」

　って、

『『『『『ゴブゴブゴブゥゥウウウウ!!』』』』』

　め、めっちゃ数多くない?!

　しかも、ノーリス達が倒した奴らも起き上がって、戦列に復帰。

　おいおい、一体も倒せてねぇぞ？

「しゃ、しゃあねえ！　打ってでるぞ！」

「援えん護ごしてよね!!」

　ダッと前に出るカッシュたち。

「うおおおおおおおおおおお！　って」

「たぁああああああああああ！　って」

　剣けんを抜き突っ込む二人を雲うん霞かのごとくゴブリンの群れが襲い掛かる。

　一体、二体、数体と倒していく！　ちぎっては投げ、ちぎっては投げ！

　さすがはＳランクパーティだぁぁあああああ！　と言いたいのだが……！

　が、しかし――――。

「ななななんだああ！　なんて数だよ！」

「ぎぇぇぇえ!!!　カッシュ援護して！　無理!?　もう、無理ぃぃい！　」

　そして、その群れに呑のみ込まれそうになる二人を、ノーリス達が必死で援護しているのだが――……。

「あわわわわ！　なんだ？　なんでゴブリンごときが倒せないんだ?!」

「ひぇぇえ!!　ま、魔法どころか、俺っちの矢も効いてねぇえ!!」

　援護も全くの役立たず。

「こ、この数は――――無理だ！」

「きゃあああああああ!!　撤てつ退たいよ、撤退！」

　うぎゃあああああああああ！

　ついに、悲鳴を上げる二人と後方にいたノーリス達も巻き込まれゴブリンにボッコボコにやられていく。

「ヒッ!?」

「いた！　いた！」

「痛いです！　痛い！」

「うわ！　やめろ――――そ、そんなの入らない！」

　ついにはゴブリンに囲まれ全員危あやうく絶体絶命かと思ったその時である。

「「「「ひゃっははあぁぁぁああああああ！」」」」

「な、なんだぁ？」

「きゅ、救きゆう援えんかしら？」

「な、なんでもいいから助けてー」

「っひっひー!!　って……アレはなんだよ!?」

　ドオン、ドォン!!

　ドドドドドドドド！

　無む茶ちや苦く茶ちやデッカイ農耕馬にまたがった村人が、まるでアイドリングのように農耕馬に足で地面を掻かかせたかと思うと、

「「「「ゴブリンは消毒だぁっぁあああああ！」」」」

　ズドドドドドドドドドドドドドドドド！

　と、モヒカンを先頭に、なんかトゲトゲの皮鎧をきた村人集団が一斉にゴブリンの群れに突っ込んだ。

　そして、

『『『『ゴブゴブゥゥゥゥウ?!』』』』

　ドカーーーーーーン！　とゴブリン集団をぶっ飛ばしたかと思うと、そのまま攻撃開始。

　あっという間にゴブリンを蹴け散ちらしてしまった。その後には、ボッコボコにされたカッシュ達がいて、顔面をパンパンに膨ふくらませていた。歯とか折れてるし……。

「ひ、ひぃ……た、助かったー」

「うええん、死ぬかと思ったー。ってゆーかー、な、なんでゴブリンにも勝てないのー？」

「うぐぐぐ……。ゲイルのしわざに決まってます……。なんて無様な」

「お、おい、そんなことより――――」

　ゴブリンを追い回していた村人たちだが、次し第だいにゴブリンを圧あつ倒とうしていき、続々と帰き還かんしつつあった。馬も村人たちもゴブリンの返り血で真っ赤だ。そして、朗ほがらかな笑え顔がおで生首をいくつもぶら下げている。

「いやー。ゴブリンの集団もたいしたことねぇな」

「隣となり村むらがさんざんやられたって聞いたからビビってたんだけどなー」

「ん～？　これで、なにもできなかった冒険者さんに報ほう酬しゆう払はらわにゃならんのか？」

「んだんだ。これくらいなら、オラ達でもできたべ」

　うんうん、と頷うなずくモヒカン集団。

　そして、ギロリとカッシュ達の方を一斉に振ふり向く。その殺気たるや――……。

「いや、その…………。ほ、ほら、仕事は仕事だし」

　あははははは、は、は――――。

　カッシュは引きつった笑い声で村長に話しかける。

「しんごと仕事だぁぁあ？　腰こし抜ぬかして泣き叫さけんでたやつが偉そうなごというでねぇ！」

「んだんだ！　おめぇらなんもしてなかったでねぇか！」

「そーだぞ！　Ｓランクだか、デスランクだか知らねぇが、働きもしねぇで報酬を寄こせたぁふてぇ野や郎ろうだ！」

　ムキッ！

　ムキムキィ!!

　村人たちが筋肉をアピールしながらカッシュ達に迫せまる。

「ひ、ひぃ！」

「キャーーーーーー！」

「か、カッシュさん、ここは――……」

「に、ににに、逃げようぜ!!」

「「「賛成!!」」」

　ゴブリンにすら歯が立たなかったカッシュ達に、村人に歯向かうなど思いもよらない事だった。結果、村人の怒ど号ごうにビビって逃とう走そう開始。

「んっだ！　逃がすかぼけぇぇ！」

「タマとったるでぇぇええええ！」

「ナオンちゃん女のコを捕まえろぉぉ！」

　ぎゃあああああああああああああ!!

　農耕馬で追つい撃げきを開始した村人たち。その迫力にちびりながらカッシュたちは命からがら王都の壁の中に逃げ込むことに成功した。

　そして、その足でギルドにすべてのクエストの失敗を報告しに行くのだった…………。

　その結果はもちろん――。

「まぁた失敗したんですか？　カッシュさん」

「あーあーあー！　うるせぇ、うるせぇ!!　いいからもっと簡単なクエストをよこせー！」

　ギルドでみっともなく騒さわぐものだからいい見せものだ。

　もはや、信用…………ゼロ!!







第６話「田舎のギルドとちびっ子ギルドマスター」







「ちょ、ちょっと！　本気でそれヤル気?!　ひ、一人でなんて……む、むむ、無茶よ！」

　慌あわてるモーラを尻しり目めに、クエストを剥はがしたゲイルは全く意に介かいさず、受付に向かう。

「大だい丈じよう夫ぶだって。だいたい一人は無茶だっていうなら、モーラが手伝ってくれるのかい？」

「う……。いや、その……。て、手伝ってあげたいけど、アンタもアタシも後衛職だし」

　ゴニョゴニョ

　なんだかんだで面めん倒どう見みのよさそうなモーラは心配してゲイルのあとをついてくる。

「はは。まぁ、見ててよ――こっち系のクエストなら俺の独どく擅せん場じようなんだよ」

　ニヤリと笑うゲイル。しかし、モーラは全く安心できない。いくら、規格外の呪じゆ具ぐ師しであるとわかっていても（本人は気づいていない）、出来ることと出来ないことがある。

　特に、アンデッドというのは厄やつ介かいなモンスターで、実態を持たないやつらを相手にするには神官職の浄じよう化か魔ま法ほうか神聖魔法――あるいは魔力が籠こもった武器が絶対に必要となるのだ。

　最低でも、銀製の武器。もし、それすらも手元になければ、アンデッドを相手にするには使い捨ての聖水が必要となるのだ。決して安い物ではない聖水を使わざるを得ないだけでも、中々出費が激しい魔ま物ものでもある。

　それを――……。

「って、ちょ――ちょっと、待ちなさいって！」

　あぁ、もう!!　と、モーラは一人でスタコラ先に行ってしまうゲイルを追いかける。

「はーい。冒険者さんはこちらですよー」

「あ、どーも」

　愛あい想そよく笑いかける職員を見て、同じくらいにこやかに話しかけるゲイル。

「んん？　あらあら。見かけない顔ねー。新人さんかしら？」

「あ、はい。王都から来ました――ちょっと河岸かしをコッチに変えようかと思って」

　そういって冒険者認にん識しき票ひようを出す。

「あらぁ！　それは嬉うれしいわー！　最近冒険者さんの数が少なくって困ってたんですぅ」

　ダークエルフらしいギルドの職員はそういってゲイルの手を握にぎりしめると上うわ目め遣づかいにニコリとほほ笑えむ。

　……う、可愛かわいい。

「コホンッ」

「おやおや～？　お仲間さんですかー？」

「なか……。いえ、ただの同行人です。同じく王都から来たモーラと申します。支し援えん術師をしておりますので、何かとギルドの御ご協きよう力りよくを仰あおぐとは思いますが、お見知りおきを……」

　そういって丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをするモーラを見て、少し感心するゲイル。

「まぁまぁまぁ！　支援術師さんですか！　嬉しいですー！　後衛職も引く手数多なんですよー……。それじゃあ、ゲイルさんは戦士？　いえ、軽装ですから盗とう賊ぞくさんですかー？」

　少し間延びするような話し方が特とく徴ちよう的てきなギルド職員は口に指をあてて考える仕草。

　その動作が一々可愛い……。

「ごほん、ごほん」

「あ。いえ、俺も後衛職です――……その、呪具師をしてます」

　じゅ、

「呪具師……ですか？」

　それを聞いたギルド職員が少し顔をこわばらせる。

　やはり、不ふ遇ぐう職と言われる呪具師はあまり歓かん迎げいされないのかもしれない。

「は、はい……。一応、支援が主任務で。その……少しは戦闘も」ゴニョゴニョ

　意気揚々と受付に向かったわりにしりすぼみになるゲイル。

　カッシュ達たちのせいで、邪じや険けんにされるのは苦手なのだ。

「あ、ゴメンなさーい。悪いって言ってるわけじゃないんですよー。その、呪具師さんは滅めつ多たに見かけないので、向いたお仕事有ったかなーって思っちゃいまして」テヘ。

　ペロリと舌を出して、コツンと軽く頭を叩たたく仕草。

　……可愛いな畜生。

「ゴホン、ゴホーン！」

「おっと、そ、それで――まずはこの辺に慣れるためにいくつかクエストをこなしながら、街や周辺の様子をみようかなーって、……これ、今受けられます？」

　もっともらしい説明をするゲイルに、ギルド職員がクエストを覗のぞき込こむ。

「え～っと……。これは『リッチ退治』ですね――塩しお漬づけになってたやつじゃないですか」

「え？　塩漬け？」

「はいー。この辺は聖職者も少なくて、ましてや地下墓所に降りていける程ほどのパーティを組めるような強い人がいないのでずっと放置されてるんです……。おかげで墓参りもできないし、アンデッドは湧わくしで困ってたんですぅ」

　へ、へぇー……。

「でもぉ……。できるんですか？　依い頼らい失敗は――」

「あ、はい。知ってます。１割の違約金でしたよね。大丈夫ですよ――アンデッド系のクエストはよくこなしてましたから」

　カッシュのやつがケチで、ゲイルにくれるはずの報酬をよくピンハネしていたから、ゲイルは解呪の札を作る内職のほかにアンデッド退治のクエストを一人でこなしていたのだ。

　もちろん、クエストだけじゃなく、呪具作製の材料集めも兼かねていたので一石二鳥ではあったのだけど。

「ほ、ホントですかー？　こう言ってはなんですが、そのーゲイルさんはお強そうに見えないんですけど？　あ、気を悪くしないでくださいねー」

　本当に悪気はないのだろう。

　冒険者が無む為いに命を落とさない様に止めるのもギルド職員の仕事なのだ。

「ちょっとアンタ……。ゲイルを見くびらないでほしいわね――こう見えて、」

「い、いいよ、モーラ。――はは。よく言われます。でも、本当に大丈夫ですよ」

　慌ててモーラを止めるゲイル。……なんか知らんけど、この人怒おこってる？

「はー……まぁ、そこまで言われるのでしたらこれ以上はお止めしませんが……先ほども言ったように、誰だれも達成できなかったので中で遭そう難なんされても、救助隊はだせませんよ？」

　そりゃそうだろう。

　救助隊が出せるなら、初めからそいつらがクエストを達成すればいいだけのこと。

「大丈夫です。さっそく明日から潜もぐりますね――――えっと、」

「あ、地図ですよねー？　あと、聖水やマジックアイテムは購こう入にゆうされますか？　うちで卸おろしてるものや、お店を紹しよう介かいできますけど……」

　そういって手て際ぎわよく、街の地図と、周辺の地図を用意してくれるギルド職員。

「あ、地図だけでいいです。じゃ、これ受けますね」

「はーい。わかりましたぁ。ですがくれぐれも気を付けてくださいね？　冒険者さんが少なくて困ってるのはほんとなんですぅ」

　ウルウルと涙なみだ目めになるギルド職員。

　ダークエルフ特有の褐かつ色しよくの肌はだと、同じ色の笹ささ耳みみがピコピコと動いている――――可愛い。

「ゴホンッ!!」

「………………モーラ、風邪かぜ？」

「違ちがうわよ……！」

　ジロッ。

　な、なんか睨にらまれましたけど……。なんでぇ？

「ほぇー。仲良しさんですねー。では、はい。これで受注完かん了りようです、討伐証明は――」

「リッチの下した顎あごですよね。大丈夫です。よく使ってますから」

　あはは。

「ふふふー。面おも白しろい事いう冒険者さんですね――それではよろしくお願いしますね。あ、」

　目を細めて笑うギルド職員がペコリと頭を下げる。

「最後に、申もうし遅おくれましたが――私、当ギルドのマスターをしている、ギムリーと申します。以後お見知りおきを」

　ペッコォォオ……！　と深いお辞儀。つられたゲイルもあわててお辞儀。

　この子、こう見えてギルドマスターであったらしい。……どう見ても普ふ通つうのダークエルフの少女だが、こんな田舎ではギルドマスターが受付も兼けん務むしているのだろう。

「それでは、お二人の今後の活かつ躍やくを祈き念ねんしておりますぅ」

「は、はい！　こちらこそよろしくお願いします」

　ニッコリ笑ったギムリーは滅め茶ちや苦く茶ちや可愛かった。

「ちっ……。鼻の下伸のばしちゃって」

　なぜか少し不ふ機き嫌げんなモーラがいた。……どうしたのこの子？

　そうして、農業都市の冒険者ギルドであいさつを済ませ、素材の換かん金きんやら、パーティ募ぼ集しゆうの登録を済ませると、ゲイル達は建物をでた。

「またのお越こしをお待ちしておりますねー」

　ブンブンと手を振るギムリーに見送られながら、ゲイルたちはギルドを後にした。

　そして、幾いく分ぶん日が傾かたむいた空を見上げつつ……。

　サァァァア……。

　農業都市を流れるさわやかな風――。

　のどかな風景が広がる農業都市に一瞬目を奪うばわれた。

「わぁ……」

「綺き麗れい……」

　ゲイルもモーラもそれぞれの目に映る農業都市の美しい姿に顔をほころばせる。半ば逃げるようにして農業都市に来た二人だが、その選せん択たくは間ま違ちがいではなかったと思った。

　そして、ここから始まる新しい生活に心を躍おどらせる。

「……さて、明日から農業都市での冒険者生活だー」

　わーい

「アンタってば、意外と暢のん気きよね――――……生活基き盤ばん築くのも楽じゃないわよ？」

　無む邪じや気きに喜ぶゲイルに対して、モーラは一瞬で素の顔に戻もどると、ジト目でゲイルを睨む。

「ん？　そうかな？　てへへ」

　結構慣れてるんだけど……。ほら、雑用だけは万ばん能のうだし。

「褒ほめてないわよ、まったく……。と、とりあえず、明日はアタシも行くから。……そ、その、し、心配だからじゃないわよ！　アンタが危なっかしい気がするからセーブ役としてよ、セーブ役！」

　え？

「あ、うん……。それを心配って言うと思うんだけど――――まぁ、モーラがいてくれるなら心強いかな？　さすがに初めてのダンジョンは少し不安だしね」

「な、なななん?!　し、心配だなんて！　し、してないわよ！…………それに、普通は初めてのダンジョンっていうか、アンデッド戦に臨のぞむ人間はもっと緊きん張ちようしてるわよ」

　だって、アンデッドって気味悪いからねー、とモーラは言うが、ゲイルにはよくわからない。アンデッドは素す晴ばらしい素材なのだ。呪具には欠かせないので、最近売ってばかりのそれを補ほ充じゆうできるいい機会だ。

「ふふ……。農業都市、楽しみかもしれないなー」

　よーしやるぞー！　おー！

　一人でフンスと気合を入れているとモーラが追いかけてくる。

「ちょ、待ちなさいよ！　宿、一いつ緒しよなんだからー。一人でサクサクいかないでよー」

「はいはい」

　そうやって意気揚々と宿に向かうゲイルと、慌てて後をおうモーラであった。

　その後姿を見ているものが一人――――。

「あれが呪具師…………？　まさか、本当に？　だけど、アイツ。……並の呪具師じゃないわよね」

　鋭するどい瞳ひとみでゲイルを注視している――ギルドマスターのギムリーがぽつりと呟つぶやいていたが、それを聞きとめるものは誰もいなかった…………。

　そして、次の日――――。

「あーよく寝ねた」

「……アンタ寝過すぎよ!!」

　農業都市の宿でぐっすり眠ねむったゲイルとそこそこ眠れたモーラは示し合わせて宿を出た。

「いや～。なんか、百草もぐさっていうの？　布ふ団とんの下のクッションがいい香りでさー」

「あ、わかる。……なんか枕まくらも良い奴やつだったわね？――蕎そ麦ば殻がら入りとか言ってたかしら」

「そーそー！　それそれ！　そして、シーツもお日様の匂いがしてさー」

「ふふ。寝しん具ぐだけでゲイルってば幸せそうねー」

　クスクスと上品に笑うモーラと、先日よりも随ずい分ぶん打ち解けている気がする。

「そりゃあなー。カッシュ達といるときはあんましゆっくり寝る時間もなかったし」

「あー…………」

　雑用と内職の日々を思い出し少し顔が曇くもるゲイル。

「ま、もう――そういうことは忘れちゃいなさいよ」

「そうだな。……ここは思った以上にいいところっぽいし、第二の冒険者生活はここでエンジョイしてもいいかもなー」

「ん。そこは同感ねー。食事も美お味いしいし、気候もいい――――人もなんだか穏おだやかよね」

「そーそー！　宿のオバチャンなんか弁当まで作ってくれたぜ」

「んね～。朝食も美味しかったー」

　二人でキャッキャと会話しながらダンジョンに向かって進む。

　特に打ち合わせもなく、まるで、…………デート気分だ。

「あーわかるわかる！　ザワークラウト滅め茶ちや苦く茶ちやうまいし、ソーセージもすっげぇ肉々しかった！」

「あのスモークした奴よね！　超美味しかった！　パンも柔やわらかいし」

「うんうん！　白パンなんて貴族が食べるものと思ってたよ」

「ねー。ここじゃ、農のう閑かん期き以外は皆みなアレ食べてるんですって」

「「いーなー！」」

　ケラケラと笑いながら、農業都市の郊こう外がいへと向かう。

　その途と中ちゆう、新しい冒険者というか、新入りが珍めずらしいのか、街の人々の視線を時々感じるが、敵意なんかは全く感じない。やはり、ギムリーの言う通り、都市全体で冒険者の数も少ないのか、農地へ向かう街の人々以外は人通りも少なく、武装した衛兵のほかに、剣や槍を持っているものはほんのわずかだった。

「……平和ねー」

「ん～。でも、クエストはいっぱいあったぞ？　多分、冒険者がいなくて困ってるのは本当なんだろうな」

　農業都市というだけに、街の周辺は広大な農地に囲まれていた。

　平地がどこまでも続き、起き伏ふくと言えば丘おか程度。その丘も転作を行っているのか、農地と放牧地でモザイク状になっていた。

「多分、街が広すぎていくら人手があっても追いつかないんだと思う」

「あー……なるほど」

　確かに地平線いっぱいまで農地だ。

　人々は都市だけでなく、周辺に点在する農村にも住んでいるらしい。農業都市はそういった農家の人々が交易の拠きよ点てんや、加工品を作る際により集まってできた都市だという。言ってみれば巨きよ大だいな田舎の集合体が農業都市『ファームエッジ』なのだろう。

「こりゃ、当分仕事にはあぶれなさそうだなー」

「アタシは組めそうなパーティがいるといいんだけどねー」

　後衛職同士でパーティを組むのは無理があるので、モーラと組むのは今日限りだろう。

　それを思うと少し寂さびしくはあるが同じ宿にいることだし、広いとは言っても田舎も田舎。

　どこに行っても会う顔ぶれは近しいらしいので、きっといつでも会える。

「じゃ、まずは景気づけに今日のクエストをサクサク完了しちゃいますかね」

「あー……そうだった。そーだったわ――今日はアンデッド退治なのよねー」

　途と端たんにどんよりとするモーラ。昨日早々に宿に戻って飯を食って寝てしまったゲイルだが、モーラは何かと準備をしていたらしく、背はい嚢のうや腰こし回まわりのベルトなどの余積にたくさんのマジックアイテムを準備している。

　聖水、魔まよけのお香こう、それに銀のナイフか――――……。

「モーラは心しん配ぱい性しようだなー」

「な！　ななな！　こ、これは普通の準備よ！」

　ゲイルの視線を感じて慌てて腰回りを隠かくすようにするが、まったく隠せていない。

「大丈夫だって。ホントにアンデッド系は俺おれの得意分野なんだぜ？」

　だって、素材ですもの。

　ゲイルからすればモンスターというよりも、動く素材ですものー。

　よく採取して使ってますもの～骨なだけにボーン！　と、ね。

「はー……。余計に心配だわ。……何かあったら逃にげるわよ？」

「うん。そうしてくれると助かるかな。さすがに俺みたいな後衛職が殿しんがりをするのは無理だし……」

「アンタも一緒に逃げるの!!」

「あはは」

　無茶苦茶不安そうな顔のモーラに苦く笑しようしつつ、何だかんだで農業都市郊外の集団墓地――――地下墓所に到とう着ちやくしたゲイル。

「おー……。いー景色！」

「……どこがよッ！」

　二人の眼前に広がる墓地。一昔前には墓はか守もりもいたらしいが、今は無人となり閑かん散さんとしている。さらに、その小屋は何ものかに荒あらされたのか、ドアが破は壊かいされ中が風雨にさらされて滅茶苦茶だ。そして、小高い丘全体が墓所だというそこは、やや低めの白い漆しつ喰くいの壁かべに囲まれた巨大墓所となっていた。

「うわー……これは酷ひどいわね」

　微かすかに漂ただよう腐ふ臭しゆう。……たまらず鼻を押さえるモーラ。

「犬に掘ほり返されたのかしら？」

　じっと目を凝こらせば白骨や腐ふ乱らん死体が散らばっているのが見えた。それが墓所から湧きだしたものの成れの果てか、はたまた町の住民が慌てて埋まい葬そうしたものかはわからない。

「ん～？　多分アンデッドのせいかな？　ほら、足あし跡あと残ってるし」

　ゲイルは何気なく骨を拾ってポ～イ。

「ちょ！　罰ばち当あたりなことやめなさいよ！　ここって相当古い墓所みたいよ？」

　元々地下のダンジョンを再利用して作った墓所らしいのだが、大昔にダンジョンのボスを倒たおして以来、平和的に墓所として利用していたのだとか。

　しかし、時を経るに従い、安置した遺体が起き上がり……、徐じよ々じよにダンジョン化が進行して、ついにはリッチやらグールやらが徘はい徊かいするダンジョンに変へん貌ぼうしてしまったという。

　……そこにこれから入ろうというのだ。

「そう？　まさに、これから入るんならそんなこと言ってられないと思うけど？」

「人への尊厳ってもんがあるでしょ!!」

　遺体を粗そ末まつに扱あつかうゲイルに呆あきれながら、散らばる骨や死体に軽く祈いのりを捧ささげるモーラ。

「モーラって信心深いんだね」

「……アンタに欠けつ如じよしてるのはそーゆーとこ！」

　モーラが祈りを捧げたくなるほど、雑に葬ほうむられている死体の数々。ダンジョン化以来、まともに墓参りも遺体の安置もできなくなり、街の人々は困りに困り果てているのだとか。

「じゃ、いくわよ」

「はいはい。……あ、」

　モーラが祈り終えた一組の白骨死体を見たゲイルは、

「……それアンデッドだぞ。今は日光で休きゆう眠みんしているけど、夜になったら動くかもしれないからね」

「[image: ]！」

　敷しき地ちに入ってすぐのところ。祈りをささげたばかりの白骨がカタカタと動き、モーラは飛び上がってゲイルにしがみつく。

「お、おおおお、驚おどろかせないでよ！」

「いや、驚かすとかじゃなくて、ほんとにアンデッドなんだよ」

　ホ～ラ――と言って、落ちている頭ず蓋がい骨こつをひょいっと拾い上げると、

『コ、カッカッカカカカ…………』

　と口をパクパクとあけているじゃないですか!!

「ひぃ!!」

　パッカーーーーーーーーーン！

　モーラのストレートがジャストミート……。

「モーラさんやい？……さっき尊厳がどうとか言ってなかった？」

　見事に真っ二つに割れた骸がい骨こつを投げ捨てて肩かたをすくめるゲイル。

「う、ううう、うっさいし!!　ア、アンデッドは別!!　モンスターじゃないの!!」

「ご、ゴメン……」

　そんなに大声で怒らなくても――と、バツが悪そうに頭を掻き、崩くずれ去ったスケルトンを放置するゲイル。

「もぉ、やだぁ……」

　既すでに涙目のモーラ。

「だ、大丈夫だよ。もっと進化した奴なら日光の下でも動くんだけどさ。……幸いにもこの墓所はダンジョン化してまだ日が浅いみたいだし、多分浅層には下級のアンデッドしかいないよ」

「全然、慰なぐさめになってない！」

「大丈夫、大丈夫」と、ズンズン歩いていくゲイル。

「ちょ、ちょっと置いていかないでよ！」

　墓所に一人放置されそうになって慌ててゲイルの後を追うモーラ。

「ごめんよ。下級の素材はあまり使えないから、一気に奥おくまで行くからね」

「だ、誰も素材の話してないんだけど……！」

　どこかずれたゲイルの態度に顔を青くしたモーラがおっかなビックリついていく。

　そして、丘の頂上に到とう達たつすると、

「ここが入口か。内部の地図があるから楽勝だね」

「いや、ちょっと……。もっとほら、聖水かけたりとかしないの？」

　暗い口を開ける墓所にダンジヨンの入口を、ビクビクとしながらモーラが覗き込んでいる。

「聖水？……なんで？　もったいないじゃん。はい、ランタン」

「いや、ちょ――――」

　そういうが早いか、スルリと墓所に潜り込んだゲイル。まったく警けい戒かいも何もない。

「さーて素材♪　素材♪」

　鼻歌でも歌いださんばかりにズンズンとそりゃもうズンズンと――。

　それをモーラが呆あつ気けに取られてみているが、構うことはない。もちろん、モーラが迷っているのは「ついていっていいのかなー」……と言う感情からくるものだ。

「う……。もう入ってるし――……ど、どうしようかな」

　逡しゆん巡じゆんするうちにゲイルの姿は消えていた。

　すると……。

　ひゅぅ～～～～～…………。

　ザザザァァァ――――――。

　小高い墓所の丘の上に風が吹く。

　ビクッ…………！

「う、うそ……？　なんか、さらに気味が悪く――……って、ちょっとぉぉぉお!!　ねぇぇえ、ゲイルぅぅう！」

　振り返った先は死体の散らばる気味の悪い無人地帯で、そこを一人で引き返すのも滅め茶ちや苦く茶ちや怖こわかったので、

「ま、待ってってばぁ!!　おいてかないで!!」

　ランタンを灯ともすと、聖水も銀のナイフもカバンに入ったまま、手元に用意する暇ひまもなくあっという間に墓所を下りて行ってしまった。

「ん～♪　ふっふっふっふ～♪」

　そして、ゆっくりと墓所の中を見物しつつ鼻歌を歌っていたゲイルに追いつくと、ぜいぜいと肩で息をしつつ、

「ちょ、ちょっと待ちなさいよー！　ああ、もう!!」

「ん？　どうしたの？　そんなに慌てて……。別に墓所は逃げないよ？」

「アタシが逃げたいの!!」

　……覚かく悟ごを決めてゲイルについていくのだった。そして、薄うす暗ぐらい地下墓所を歩く二人。

　かつーん、こつーん

　恐おそる恐る階層を下っていくと、徐々に下がっていく気温にブルリと震ふるえるモーラ。

「ぅぅ……。寒いぃぃ……。か、帰りたいぃぃー」

「なら、無理して来なくても――」

「う、うるさいわね!!　アンタ一人にするなんて薄はく情じような真ま似ねできるわけ――」

　キィキィキィ……！

「きゃッ!!」

「うわ!?　び、ビックリしたぁぁあ！」

　突とつ然ぜんの大声に飛び上がるゲイル。

　そして、モーラはと言えば耳元をパタパタと飛び去って行った蝙蝠こうもりに驚き、ゲイルにしがみつき、軽いパニックを起こしていた。

「で、でた！　でたぁぁああ！」

「ちょ、ちょっとモーラ近いよ。それに「きゃッ！」って？　あと、これじゃ歩けないよ。なんか腕うでに、」

　むにゅ

「ち、違うから!!　ちょ、ちょっと蝙蝠が苦手なだけで――」

「いや、なんも言ってないよ？」

　なんか一人で否定して、一人で騒いでいるモーラ。

（なんなの？　さっきから何をブルブル震えているんだか――……）

　…………あ、もしかして。

「モーラさんや？…………ＹＯＵユーはアンデッドが苦手だったりする子？　普ふ段だんは気き丈じようだけど、実はゴーストやスケルトンとか……怖こわいのとかが、実は弱点だったり――」

　んな?!

「ち、ちちちちちちちち、違うし!!　違うわよ！　違くてぇぇええ！」

　いや、そんな力いっぱい否定せんでも。

「アンデッドなんてよゆーだしぃ？　ってゆーかぁ、アンデッドなんて、何体現れようが、千切っては投げ千切っては投げ――」

『コカカカカカカカカ！』

　突とつ如じよ、わき道からスケルトン出現。

　武器なし、防具なしの裸はだかスケルトン――雑ざ魚こだ……。

「きゃああああああああああああああああああああああ!!　白いぃぃぃいいいいい!!」

「うぉわ?!」

　なになになに!?　誰？　何の声!?

「ぎゃああああ！　ぎゃああああ!!　でたーーーー!!　でーーーーたーーーーーー！」

　モーラだ。モーラの悲鳴だ!!

　どこから出しているのかわからないほどの大声量！

　そのうえ、後衛専門の支援術師とは思えないほどの力強さでゲイルにしがみつく。

　……しがみつく??

　――ミリミリミリ!!

「って、耳ぃい！」

　いたたたたた!!　耳！　耳ぃぃい！

「きゃあああ！　きゃあああああ!!　きゃあああああああ!!」

「う、うるさい!!　耳!!　耳引っ張りながら叫さけばないで!!」

　っていうか――……。

　ミリリリリぃぃい！

「いだだだだだだだ!!　いだい、いだい！　耳、耳!!　耳がちぎれるから!!　引っ張んなし！――あと、ランタン投げないで!!」

　ガチャーン、パリン。

　ぼわぁぁ!!

『コッカカカカカアアアァア!!』

「ぎゃああ!!　ぎゃああああああああああああああ!!　いやぁぁああ、白いぃぃい！　白骨が動いとるぅぅううう！」

　いだいいだいだいだいだいだい!!

「千切れる千切れる!!　耳が千切れる！　いだだだだだだあ！」

『コカカカカカカ♪』

「ぎゃああああああああああああああああああああああ!!　こっち来んじゃねーーー！」

「いだいだいだいだいだいだいだいだい!!」

　パニックを起こしたモーラによってゲイルはボッコボコにされた挙句、突つき飛ばされ、安置されている棺ひつぎの山に突っ込む。

「うぎゃあああ！　いってぇぇえ！」

　パッカァァァアアン♪

『コカァアア?!』

　さらには、スケルトンも巻き込み倒してしまうが、パニックは収まらない。

　そのうえ、投げつけたランタンが棺の中身に命中して、ボワァァァア!!　と、燃え上がる。……なにせ、棺の中は乾かわいた死体だ。そりゃあ～、よく燃える。

「あち！　あち!!　あっちぃぃいい!!」

　ゲイルは受け身も取れずに頭から死体の山に突っ込み、全身火だるまに！

　二人で、中の死体をブチ撒まけた挙句、ボロボロの死体の衣服に延えん焼しようして――――もう、なにがなにやら！　もう、どえらいことに……！

　もう、もう、もう！

　もうぅぅぅうう!!

　――ぎゃあああああああああああああああああああああ!!!

　閑かん話わ休きゆう題だい。

「……――――で、ちょっとは落ち着いた？」

　散々騒さわぎまくったモーラは、いま床ゆかの上に正座してゲイルの説教を受けている。

「は、はい。ご、ごめん」

「ごめん、なさい――でしょ？　置いてくよ？」

「はい！　ごめんなさい!!　もう、なんでもッ！　アタシをなんでも好きにしていいから、どうか置いていかないでくださいぃ!!」

　はやッ！　つーか、そこまで言ってない――……けど。――ゴクリ。す、好きに……。

「……触さわったら殺すからね」

「あ、はい」

　何もしませんよーだ。ぴゅるる～♪

　……っていうか、なんでも好きにしていい言うたやん!!

「――で、モーラは、そのー。……アンデッドが苦手なの？」

「う、うん。……ゴメン」

　いや、謝あやまらなくてもいいんだけど――。

「苦手なら、無理についてこなくてもよかったんだけど……」

　邪じや魔まだし。

「だ、だって、……一人でリッチ討とう伐ばつだなんて、心配だったから――」

　もじもじ。

　顔を赤らめて言うモーラにゲイルは苦笑する。

「うぐ……！」

（ちょ、ちょっと可愛いな）

　ポリポリ

「だ、大だい丈じよう夫ぶだって言っただろ？　ほら、俺はアンデッドとは相あい性しようがいいんだって――――なんたって呪具師だからな」

　そういって、転がっているスケルトンの下顎とアバラをいくつか回収する。

　これは討伐証明になるし、その他の素材も……安いが呪具の材料になる。

「ほ、ほんとにゴメン……。アンデッドはどうも怖くて……」

　おいおい……。

「はぁ……。ホントそれでよくついて行くなんて言ったよ――ま、」

　手を差し伸べ「――心配してくれてありがとう」と、そう言うと、モーラを立たせる。

「じゃ、悪いけど我が慢まんしてついてこれる？　怖かったら目をつぶってていいから」

「え、いや、それじゃ迷っちゃうし――」

　ちょい、ちょい。

　ゲイルは羽織っているマントの裾すそを示す。

「掴つかんでていいから。ゆっくりついてきて」

「う、うん……ありがと」

　そう言って本当にマントの裾を掴むモーラ。その様子に、ポリポリと頬ほおを掻かくゲイルは、

「…………冗じよう談だんだったんだけどな」（ボソッ）

「なんか言った？」

「いんや。……じゃあ先に行こう」

「う、うん！」

　本当にマントの裾を掴んだままモーラは歩き始めた。

　正直、マントが突っ張って歩き難にくいんだけど……。

　そして、さらに階層を下るゲイルたち。気温は下がり続け、息が白くなる。どうやら、彷徨さまよえる魂たましいの密度がかなり濃こくなってきたようだ。

『コカカカカカカカカ！』

『あぅあー……』

　すると、予想通りの展開が目の間に。

　……おーおー。

（出る出る!!　こりゃ、素材採取に苦労しなさそうだ）

　思った以上に、かなりの高Ｌｖアンデッドのお出ましだ。

「きゃ！　な、なんかいるよね？　なんかいるよね!?」

　んーんー。いるいるぅ！

　モーラが目をつぶったままゲイルにしがみ付いてブルブル震える。

「あー……だから、しがみ付かないでよ。大丈夫、なんもいないよ――」

　３秒後には、ね。

『『コカカカカカカカぁぁあ』』

『『あぅあああああー……』』

「ちょ！　ぜ、絶対なんかいるよね?!　め、目ぇあけていい？　いいよね？」

「やめといたほうがいいよ」

　絶対叫ぶだろうし――。ま、あと２秒待ってよ。

「あけていい？　あけていい？」

　いや、なんでやねん？

「あけるわよ?!　ねぇ、目ぇあけるわよ！」

　いや、だから……。

　なんで自ら怖いというものを見ようとするのか、わからない。

　ゲイルは耳元でうるさいモーラを無視して、出現したアンデッドを見定める。

『『ぅぅ……あー……』』

　――ふむ……。まだまだ浅層なのに、ダークスケルトンにグールローマーか。

　しげしげとアンデッドを眺ながめるゲイル。

　どいつも中級以上のモンスター。自然発生するアンデッドとしてはかなりの高Ｌｖだ。

「ふふ。……こりゃ、この地下墓所は期待できるな」

「へ？　期待？」

　うっすらと目を開けようとするモーラの瞼まぶたを軽く押さえると、

「……なんでもないよ」

　どうやらかなりの長期間放置されていたらしい。あるいは、強力なアンデッドが湧わきやすい墓所なのかもしれない。

　通常なら中層～深層に行かなければ出現しないアンデッドが出現している。

「め、目ぇ、あけるからね!!」

　んー。なんでこの子はそんなに自分から怖い思いをしたがるかね？

　ゲイルには理解できなかったが、

（※　注：アンデッドが怖いという意味も含ふくめて、二重の意味で　※）

「ほい、――――【解呪デイスペル】」

　モーラが我慢できないとばかりに目を開けようとしたので、すかさず手をかざして【解呪】。

　本来直接触ふれて解呪するのがセオリーだが、慣れてくれば多少は射程が伸ばせるのだ。

『『コカァァ…………』』

『『あぁうー……』』

　すると、解呪を食くらったアンデッドたちがボロボロと崩れ落ちていく。

「え？　今なにかいた――？」

　呪具師の得とく意い技、解呪のスキルの前にただの死体に戻るアンデッドたち。

　あとには、アンデッドの素材だけが残されており、彼かれらが動き回っていた形けい跡せきなどどこにも残っていなかった。

「ん？　さぁ??」

　しれッ

「ちょ、ちょっと……。い、今いたよね？　あと、今なんかしたよね？」
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「ん～。目ぇ開けちゃって――大丈夫なの？」

　うっすらと目を開けていたモーラだったが、何もいないとわかるやいなや今度は目を大きく見開いてパチクリ。

「い、今アンタ……【解呪】でアンデッド倒さなかった？」

「あ？　見えてた？　うん。そうだよ。簡単でしょ？」

　か、簡単って……。

「アンタ――自分が何言ってるかわかってるの?!」

「ん？」

　モーラは額を押さえながら、

「か、解呪って、呪いを解く技よね？　アンデッドに効くなんて聞いたことないわよ」

「そう？　でも、ほら――――神官とか、よく……」

「あれは退魔ターンアンデツド！　それか、神聖魔ま法ほうで浄じよう化かするのが神官の仕事なの!!」

　なぜかムキになるモーラにゲイルはたじたじ。

「あ、あーうん……。あれなー。……たしかにあれは、あんまりよくないね」

「はぁ?!」

　ゲイルは地面の素材を回収しながら、アンデッドの残ざん骸がいに軽く手を合わせる。

「よ、良くないってどういう意味よ……」

　訝いぶかしむモーラに何と言って説明すればよいか――。

「んー。ほら、アンデッドを動かしているのって、何か知ってる？」

「へ？　あ、アンデッドを動かすもの？」

　ふと、考え込こむモーラは、

「魔ま力りよくとか……怨おん念ねんとか？　そ、そーいうの??」

「そそ。大体そんな感じだね。とくに墓所のアンデッドはその傾けい向こうが多くてさ」

　そう言いつつも手は止めず、ドス黒く染まったスケルトンの下した顎あごや、彼が着ていた衣服の残骸。ついでに、グールからは体液なんかも採取している。

　どれもこれも、呪具師業界？……では、『呪布』とか『呪液』なんて呼んでいたりする。

　呪じゆ符ふを書いたり、呪具や付呪に使うなど応用の利きく代しろ物ものだ。

　匂においはちょっとばかり……ひどい。

「で……？　それが神官の仕事と何の関係が？」

　触れるのも悍おぞましいそれらを、森でキノコでも採るかのようにヒョイヒョイと回収していくゲイルに若じやつ干かん引きつつ、モーラは質問を重ねる。

「なんていうか、ほら。浄化とか退魔って、アンデッドは凄すごく嫌きらうでしょ？　あと聖水とかも」

「そ、そりゃー。アンデッドだし」

　コイツ何言ってんだ？　と言いたげな顔のモーラに苦笑いを返しつつ。

「いやさ。……あれって、アンデッドからしたら怨念を抱かかえてこの世に顕けん現げんしてるのに、急に上から目線で『帰れ馬鹿もん！』とか『神の御み心こころを知れぇ！』とか、そういう風に頭ごなしに怒おこられているようなものでさ」

「…………は、はぁ？」

　よくわかっていないモーラ。

「う、うーん……。その、うまく言えないんだけど、ほら。子供のころとか頭ごなしに注意されるとイラッてくるでしょ？」

「まぁ、誰だれでもそうじゃない？」

　ゲイルの言葉に、モーラも、少女時代に頭ごなしに「女のくせに！」なんて感じで怒ど鳴なられたことを思い出す。

　……確かに、あれはイラつく。

「だから、さ。アンデッドが、こう――――恨うらみを抱えているなら、話を聞いてあげればいいんだよ」

「は、話?!　アンデッドと!?」

　だが、ゲイルの言っていることはそんなたとえ話には当てはまらない。

　なにせ、相手はアンデッドだ……。この世の生きとし生けるものを憎にくむ、現世うつしよの敵だ。

「いや、たとえ話だよ？　なんていうか、アンデッドもそんな大層な恨みを抱えているってわけでもないんだよ」

「いや、たとえがおかしいからぁ!!」

　モーラの常識が崩れそうになってきたが、ゲイルは構うことなくつらつらと自説を述べる。

「例えば――……」

　お腹なかがすいて死んじゃったから、腹いっぱい食べたい、とか。

　病気が苦しい、早く楽になりたい――とか。

　たま～に、恋こい人びとがほしい。死んでも死にきれない、とか。

「まぁ、そういう他た愛あいのないものばっかりだよ？」

「へ、へー」

「あとは、稀まれに強い怨念もあるけどね、」

　一族の恨みを晴らしたい――とか。

　拷ごう問もんの果てに殺されて――とか。

　親に刺さされた――なんてのもあるけど……。

「でも、大体は日常の一幕でしかないんだ。怨念なんてのはね――」

「はぁ？…………それが？」

　何を言っとるんだコイツは？　という顔で見るモーラに気付くこともなくゲイルは続ける。

「だから、ただ頷うなずいてあげればみんな満足して成じよう仏ぶつするよ？」

　こんな風にね。

　そういって、ゲイルが近くに安置されていた棺をコンコンッと叩たたく。すると――。

『コカカカカカカカカカカ!!』

　バッカーーーーーーーン！　と、ノックに応じて棺が開く！　そこに現れたのは……。

「ぎゃああああああああああああ!!　黒いぃぃぃいい!!!」

　棺を破って現れたのは、黒い瘴しよう気きをまとった騎き士し装しよう束ぞくの骸骨！

　まるで呪いが白骨にしみ込んだような姿をした禍まが々まがしい漆しつ黒こくの骸骨は、窪くぼんだ眼がん窩かに青い炎ほのおを灯して叫ぶ。

「だ、だだだだだだだ、ダーク――――……」

　通つう称しよう、ダークボーンナイト。

　そいつが雄おたけびを上げて襲おそい掛かかってきたのだ。ギルド等級ではＢ級相当の強敵で、後衛に相手ができるようなモンスターではない！

　が、しかし……！

「モーラぁ、近いって、もー」

　抱だきつくモーラに参った表情のゲイル。彼かの女じよの豊満な双そう丘きゆうがグイグイと押おし付けられゲイルとの間で潰つぶれている。だが、ゲイルはそれでも慌あわてず騒がず、

「ほい、解呪――――」

　――チョン。

『コカァァ――』ボッロォォォオ……。

　ゲイルが指で軽く、その暗黒の頭蓋骨に触れると、解呪の魔ま法ほう陣じんがダークボーンナイトを包む。すると、一いつ瞬しゆんだけ人の身を取り戻もどしたかのように見えた骸がい骨こつ騎き士し。

『――■■……■ぅ……』

　それは金きん髪ぱつの青年で、美しい容姿をしていた。

　だが、ゲイルと視線を合わせると、スゥと満足したような顔で目を閉じ――……消えた。

「へ？」

　ガラガラガラ……！

　音を立てて崩れ落ちる黒い骸骨。

「って感じ」

「……………………いや、分かんないわよ!!」

　え？　え？　え？

「今のって、Ｂ級モンスターじゃん!!　接近されたらリッチよりも厄やつ介かいな敵じゃん!!」

「ん？　あーうん。らしいね」

　らしいねって……。

「それよりも、見えたでしょ？……彼は、婚こん約やく者しやに別れを告げることができずに、それが心残りだったみたいだね」

「へ？　は？　アンタ何言って――」

「いや。なんとなくだよ。なんとなく。呪具とか作ってると、そういう微び妙みようなアンデッドとかの心の機き微びが読めるようになるんだ」

　何でもないように言うと、一人でウンウンと納なつ得とくしているゲイル。

　だが、

「いや、読めるわけないじゃん……!!」

　何言ってんの?!

「えー?!　そ、そういわれてもね。だ、だからさ。こう――神官みたいに、『こらー!!』っていう浄化もあるんだろうけど、」

「『えー?!』じゃないわよ！　こっちが、『えー!?』よ……！」

　ちなみに、えー？　ではない。えーーーーーーーー!?　だ。

「そんな大げさな……。適当に話を聞いてあげればいいんだよ。『まじまじー』とか『わかるぅ』とか言っとけば、みんな満足するから」

　あははははは。

　苦笑いをしながら、ガラガラと、黒い骨をかき集めるゲイル。……さっき、心が通じたように見えた骨も素材らしい。

「……いや、アハハじゃないわよ。それはさすがにアンデッドに謝ってあげて」

　マジ本気で。

「そーいわれてもね」

　ポリポリ

「……ま。これが俺おれなりのアンデッド退治さ。ぶっちゃけ、聖職者が浄化するよりも良質な素材が採れるから、呪具作製にはもってこいなんだよ」

　そりゃそうだ。神聖魔法で溶とかした素材に呪いの残ざん滓しなどあるはずもなし……。

「うう。実際に目の前で見てるからねー。そうなんだ……、解呪ってそんなことも――って、」

　アンデッド＝不死の強敵、という常識がガラガラと崩れ去っていくモーラ。

　もちろん、それはゲイル限定なのだろうけど……。

「あ、あれ？」

　ふと、抱えていた頭から手を放すモーラは、「もしかしてこれってすごくない？」と、ハタと気づく。そして、その大きな目でゲイルの顔をまじまじと見ると、

「な、なに？」

「いやいや……！　ゲイルってば、もしかして……」

　ゴクリ。

「あ、アンデッドって、ほぼ楽勝だったり？」

「へ？　んー。今のところ、ただの素材にしか見えないなー」

　ズルッ!!

「アンタは!!」

　ほんと!!

「アンタはぁぁああああ!!」

　アンデッドに無む双そうとか……！

　アンデッドが素材とか……！

　アンデッドは楽勝とか――――――！

「え？　え？　え？　ど、どうしたの?!」

「ど、どうしたもこうしたもあるかッッ!!　謝れ！　今すぐ全聖職者に謝れぇぇぇえ！」

「えー……急に何言ってんのこの子？」

　突如、奇き行こうと奇き声せいを繰くり広ひろげるモーラを見て訝いぶかしむゲイル。

　……だって、アンデッドなんて楽勝じゃん。

　解呪したら、みんな満足――ウィンウィンじゃん？

「んな簡単な問題じゃないわよ!!」

（やばい。こいつの考え方がやばい……）

　と、モーラが頭を抱える。

「さっきから忙いそがしいね、モーラは」

　……誰のせいよ!!　あーもう!!

「いたたた……頭痛が痛い」

「はは！　冷気が冷えるのかな？」

　ゴンッ!!

「茶ちや化かすんじゃないわよッ」

「あだ!?　な、なにすんだよ！」

「なにすんだ。じゃないわよ!!　アンタがなにしてんのよ!!」

　シレッと、この世の理を無視しているゲイルに割と本気でモーラは拳げん骨こつをくれてやった。

　だってそうでしょ……？

　呪具師を極きわめると、アンデッドが雑魚になるとか――――……こりゃ、教会が知ったらどえらいことになるなー。

「こりゃ、とんでもない呪具師がいたものね……」

　モーラは頭痛の痛い頭を抱えるのだった。

※　※

　そして、モーラの深い悩なやみなど知ったことではないとばかりに、ゲイルが鼻歌交じりで到とう着ちやくした場所――。

　墓所最深部……。

　そこは、魔ま素そが澱よどみ、ダンジョンと墓所の陰いん鬱うつな空気が集まる場所。

　日も当たらず、澱おりのように溜たまりに溜まった呪いが渦うず巻まくそこは、大量の白骨と、安置されて以来――虫やネズミに食いあらされた干ひからびた遺体で埋うめ尽つくされていた。もちろん、そのうちの半数以上は起き上がり、うつろな表情で地下空間をうろついている。

『うーあー…………』

『コカ、コカカ……』

　アンデッドの中でも上位種のスケルトンナイトに、グールシューター。

　さらにはあの世と繋つながったのか、ダンジョンと化した深部から湧わきだした、正しよう真しん正しよう銘めいの魔ま物ものであるダークファントムに死蝕鬼ワイトもいる。

『ロォォォオ……！』

『グガァァァ……！』

　うじゃうじゃ、うじゃうじゃ……。

　奴やつらの纏まとう瘴気と、ユラユラと揺ゆれる青い炎のような霊れい魂こんで明るいくらいだ。

「う、うわ……。み、見ちゃった」

「おいおい、目ぇつぶってなくて大丈夫か？……デッカイ声出さないでくれよ」

　ブルブルと震えるモーラはゲイルのマントの裾を掴んで離はなさない。

　それでも、潜もぐった当初に比べれば多少は落ち着いている。

「も、もう、大丈夫よ！　慣れたわ！」

　声ぇえ!!

（……嘘うそつけッ、全然慣れとらんやないかい！）

　モーラの態度に呆れるゲイルであったが、

「しーしー！　もうー、声大きいよ！」

※　注：お前もな　※

　……結構似た者同士であったらしい。と、それはともかくとして――アンデッドから隠かくれつつ様子を窺うかがうゲイル達たち。最深部にあたるそこは広いホールのようになっており、死体の山と、アンデッドで溢あふれかえっていた。

「んー………………」

　そこをジッと見つめるゲイルだが――。

「ど、どうしたのよ？　う、うふふ。アンタビビってるの？……やっぱり、ほんとはアンデッドが怖いんでしょー」

　ちょっと意い趣しゆ返しをするようにモーラが意地悪を言うが、

「ん？　別に？」

　本気で何とも思っていない顔で答えるゲイル。

「う……。じゃ、ど、どーしたのよ？　なんでさっさと――」

「いやー、だってリッチいないじゃん」

「…………あ。ホントだ。――って、そんな『チキン売り切れじゃん』みたいに軽く言わないでよ！」

　納得しつつも、すかさず突っ込みを入れるモーラ。すっかり、この役目が板についてきた様子――本人は全力で否定するだろうけど。とはいえ、モーラにとっては悪いことでもない。

　討伐対象のリッチが最深部にいないのだ。ならば、ここは諦あきらめて帰き還かんの一手しかないだろう。つまり、この恐ろしい墓所からすぐにでも脱だつ出しゆつできるということ――うんうん、これで一安心……。

（あー……助かった）

　……モーラは、これでやっと地上に戻れるとばかりにホッと息をついた。

　リッチがいないんじゃクエスト達成は不可能。さすがにいないなら出直すしかない。

「じゃ、じゃあいったん引き返しましょ？　あ、アタシ寒くって……」

　ブルブル。

　地下の低温のせいばかりではないだろう。

　ゲイルがあまりにもサクサクと鼻歌交じりに最深部までいくからモーラとしては心構えも何もなかったのだ。

「ん？　コート使う？」

「い、いいわよ！　それより早く帰りましょ！」

　ゲインがクソださい、センスの欠片かけらもないコートを差し出そうとするのを固辞してモーラは帰還しようと主張したのだが、

「お！　み～っけ」

　ゲイルの緊きん張ちよう感のない声が墓所にシンと響ひびいた。

「え」

　その声に嫌いやな予感を覚えたモーラ。恐おそる恐るホールを覗のぞき込むと……。

　……ソイツは現れた。

『ロォォォォ……』

　ボロボロのローブを纏い、禍々しいオーラを放つ杖つえを手に持ち、王おう冠かんを被かぶった浮うかぶ骸がい骨こつ……。

「う、嘘。……み、みっけ――って、アンタ。……あ、あれは」

　モーラとしてはいない方がありがたかったのに……。

　だけどそんなにうまくいくはずもなく――彼女にとっては最悪の形となって現れる。

「あ、あれは……！」

　リッチがいなければ、引き返してくれると思ったのに――――。

　リッチがいなければ――――――……!!　なのにッ！

『ロォォォォオオオオオオオ…………！』

　モーラの目に飛び込んだアンデッドの姿。そいつは、リッチに似ているがリッチではない。……あえて言うならそれよりも上位種で。そのリッチのような骸骨が悍ましい声をあげていた！

　…………そう。リッチよりも上位種。災害指定種ともいわれる――そいつの名は、

「そ、そそそそそ――ソーサラー?!　あ、あれって、ソーサラーじゃないの！」

　心臓を鷲わし掴づかみにするような凍こごえる死者の叫びがモーラを直ちよく撃げきした！

「……だね♪」

　場ば違ちがいにもほほ笑えむゲイルにイラッと顔を引きつらせるモーラ。空気の読めないこのクソボケをぶん殴なぐろうとするのも無理はない。なぜなら……よりにもよってリッチどころか、リッチの上位種であるソーサラーがそこにいたのだ！

「――だね♪　にこぉ……じゃないわよ！　ばか！　バカバカバカ！　じょ、冗談じゃないわよッ！　アンタ、マジでバッカじゃないの?!　バカなの？　死ぬの?!　災害クラスのアンデッドじゃないの！　ゲイルそこどいて、アイツ殺せない！」

　軽く……いや、激しくパニックに陥おちいったモーラは、今日何度目かになる理り不ふ尽じんなガックンガックン！　をゲイルにくらわせていた。

「あばばばば！　服が破れるからやめめめめめ、」

　ガックンガックン！　と激しく揺さぶられるゲイルの頭に叩き込むと言わんばかりに、叫ぶ

　ソーサラーはアンデッドの最上位種。一体でも地上に出現すればアンデッドの軍勢を築き、人類に死の厄やく災さいをばらまくといわれるほど。

「――……討伐には神しん殿でんの大だい僧そう正じようクラスが必要な化け物よ!!」

「化け物？　災害ぃぃ……??　そうだっけ？」

「そうよ!!……っていうか、そうなの!!　アンタねぇ、教会とかいかないの?!」

　アンデッド根絶を標ひよう榜ぼうする教会では、その最上位種たるソーサラーの脅きよう威いをいつも喧けん伝でんしているほど。

「え。いかない」

「あっそ――――って、ばかーーーーーーー!!」







[image: ]







　それはそれは、モーラは激高し、

「ちょっとは神様とかに感謝しなさいよ!!　だいたい普ふ通つうは行くでしょ?!　休日とかいつも何してんのよ！」

「え？　呪具作ってるけど？　あと、解呪の札作りの内職とか――」

　こともなげにいうゲイル。

「ばか！　ばか!!　そーいうことしてると、教会に目ぇつけられるわよ！　だいたい解呪の札って、……アンタ、それ教会にばれたら大目玉よ!!」

「へ？　なんで？」

「なんでって、…………アンタ!!――そりゃあ……」

　教会の資金源にもなっている『解呪の祝福』。それは呪いに侵おかされた人々を救うための秘術。……金貨を支し払はらうことで、呪いから解放されるという教会の神秘をよりにもよって内職感覚でほいほいやっちゃうのって――。

「も、もう、信じられない！　っていうか、今どういう状じよう況きようかわかってるの?!　災害クラスのアンデッドがいるんだから、まずはギルドに報告して、教会から大僧正クラスを――――――って、あ…………」

　しーーーーーーーーん

「………………モーラ、声大きいって」

　あと、身体を揺さぶるから、ブルンブルンとオパイが凄いことになっとる。

　しかし、自身の姿を省かえりみる前にゲイルに詰め寄っていたモーラはツツーと冷ひや汗あせを流す。

　そして、ゾクゾクしちゃう背後の気配に、ギギギギギと振ふり返れば――……。

『『『………………』』』

　一いつ斉せいに振り向くアンデッド軍団。その目が闇やみの中でギラリと光る……。

　い、

「いやぁぁあああああああああああああああああああああああああああ!!」

　ちょ！　でかい!!　声がでかい!!　あと、何か顔に当たってるものがデカい!!

「も、モーラ！　は、離れて……！　く、苦しいって！」

　ガバチョとゲイルに抱き着くモーラ。

「無理無理無理無理無理!!　いやぁぁあああああああ!!　死んじゃうぅぅぅうう!!」

「し、死ぬ……！　死ぬ死ぬ！　俺が死ぬぅ……ギブ、ギブギブギブ!!　い、息が……」

　そして、ギブミー酸素ぉ……。あ、あかん。……ちょ、なんか川が見えてきた……。

「ぷはぁ！　窒ちつ息そくさせる気かぁ!!」

　なんとか這はい出したゲイルだが、肝かん心じんのモーラは恐きよう慌こう状態。

「に、にににににににに――」

「にに？　ににんがし２×２＝４？」

「そうそう、にさんがろく２×３＝６――――って、ばかーーーーーーーーー！」

　もう、ばか!!

「アンタばか!!　信じられない！　もう、ばか！　超ちようバカ!!」

「いや、そんなバカバカ言わなくても……」

　ゲインは口をとがらせて拗すねた表情。

「いーえ、馬鹿よ！　それもただのバカじゃなくて、大馬鹿よぉぉおおお!!」

「言い過ぎじゃね?!　俺が何したっての?!」

「馬鹿に馬鹿って言って何が悪いのよ!!　あーーーー、こっち来たぁっぁあああ!!」

　いや、そりゃ来るよ。そんだけ騒さわいで、そんだけブルンブルンとしてれば……。

『『『『コカカカカカカカカ』』』』

『『『『ウガォォオオアアア』』』』

「いやぁっぁあああ!!　白いぃぃぃ！　黒いぃぃぃい！　なんか燃えてるぅぅうう!!」

　ドドォォォォオオ!!　と津つ波なみのように押し寄せるアンデッドたち。

　モーラの目にはこの世の終わりに見えたことだろう。

「もうやだ！　死んじゃう！　こんなところでアンデッドに殺されてあああああああああ」

「いや、うるさいって。――ほい、【解呪】【解呪】っと。おまけの【解呪】。……あと、モーラ。バカバカ言い過ぎ！」

　ボロォォォォォオオオ……！

　ゲイルの手から解呪のスキルがポンポン連射され、次々にアンデッド軍団を溶かしていく。

「馬鹿は馬鹿でしょ！　ソーサラーがいるなんて聞いてないわよ！　っていうか、話しながら【解呪】してんじゃないわよ、まだ人が話して、って………………え？」

『ロォォォォ…………ォォォオオ――――――』

　ボロボロボロボロ――――――ボロォ……。

「ちょ、え？　ちょ……」

　ボロボローと、崩くずれていくアンデッドたち。

　あまりにも何気ないゲイルの【解呪】のせいで、その瞬しゆん間かんすら見えなかった。

「う、うそ……？　え？　じょ、ジョーク？」

「何言ってんの？」

　最後まで形を保っていたソーサラーであったが、禍々しい瘴気が霧む散さんしていき――ついには、フッと……天を仰あおいで動きを止めた。

『――ぁ■■■……■』

　あとはただ静かに床ゆかに落ちると、一瞬だけ、どこかの国の貴族のような面おも影かげを見せ、そのまま満足した空気を放ちながら崩れていった。

「ちょ……え？　ちょぇ?!」

　ガラガラガラガラガラガラ……!!

　そして、あれほどの大群が、あっという間に消え失うせ、ガラガラと遺体の山に還っていく――――。

「ま、マジのすけ？」

　モーラが口をパカー……。

　そして、

「う、ううううう、うそぉぉお!?　ご、五十体はいたよね?!」

「え？　そうだっけ？　数えてないけど――リッチも奥おくのほうにいたっぽいよ。やったね」

　いや……「やったね」ってアンタ――。

　アンデッド軍団を一瞬で殲せん滅めつしたというのに、ゲイルは全くいつも通り。

　それどころか、屍しかばねの山をみて徐じよ々じよにホクホク顔。

「やー。大量大量！　クエストも完かん遂すいしたし、素材たっぷりだし！　今日はいい日だな」

「…………アタシは今日で人生終わるかと思ったわよ」

　だってソーサラーが出現したもん。

「大げさだなーモーラは」

　腰こしに手を当て、むっちゃどや顔のゲイル。……殴りたい。

「[image: ][image: ]？」

　大げさぁ？　今日はいい日だぁ??　……何言ってんのコイツ。

「ソーサラーくらい結構いるじゃん」

「いないわよ!!」

　いるか!!　いてたまるもんですか!!

「ん？　そう??　古い墓所とか、大きな墓所の深部には割といるよ？　素材としてたまに狩かるし」

「いやいやアンタ――！」

　だから何言ってんのコイツ！

「たまに狩るし」じゃないわよ！　そんな居酒屋にいくし、みたいなノリで言うなし！

「つーか、」

　アンデッド殲滅を標榜している教会の教えをなめんな、こら!!

「――ソーサラーが墓所から出てきたら大災害なんですけどぉぉぉお!!」

　はー……。

　はー……。

　はぁ…………。

「…………あー」

　なんか疲つかれたと、天てん井じようを仰ぐモーラ。嘘ではないってわかるだけに怖こわい……。教会がソーサラーの出現なんて知ったら、大おお騒さわぎになって、神しん殿でん騎き士し団だんを編成し、討とう伐ばつ隊を組んで倒たおすクラスのモンスターを、本当の本気で素材としか見ていないのが怖い!!

「ん？　疲れた？　いいよ、休んでて。ちゃっちゃと素材回収しちゃうから」

「あーそぉ」

　……つーか。

「アンタさぁ、もしかして各地の墓所とかたまにいってたりする？」

「ん？　素材回収のこと？」

　あ、これは行ってるのね。……なるほどー。

　………こいつってば、案外、人知れず大災害を未然に防いでいるんじゃ??

「じゃ、素材回収して帰ろうぜ」

　――……うん。

「…………やっぱ、アンタってば、規格外だわ」

　精神的に疲れ果てたモーラは、ガックリと肩かたを落としたとかなんとか……。

　そして、素材の回収が終わった二人は、墓所の出口に差し掛かっていた。

かーかー……！

　階層を登り、すっかり日も暮れた頃ころ。

　カラスがなく墓所入口にゲイルとモーラが顔を出した。

「ん～……空気がうまい!!」

「あー……ダメ。アタシ、二度と墓所には入らないわ」

　ノビノビしたゲイルと、ゲッソリしたモーラ。

　彼女は顔面蒼そう白はくで口元をハンカチで押さえていた。

「そんな大げさな。日帰りコースじゃん」

「ソーサラー退治して日帰りコースとか、アンタ頭おかしい発言だからね、それ」

　うっぷ……。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？　おんぶする？」

「おねが――――――って、いいわよッ！　何考えてるのよ、いやらしいわねー！」

　キュッと自身を抱きしめるモーラ。かえってふくよかな体が強調されるが……。

「……い、いや？　そういうの狙ねらってないんだけど――ま、いいや」

　本気でクタクタそうなモーラに気を使っただけなんだけどね。

「ったく、油断も隙すきもない。だいたいアンタのほうがおかしいのよ？　臭においやら――気味が悪いやら……。よくそんな平気な顔してられるわね」

　神経を疑うわよ、と続けるモーラにゲイルは首をかしげる。

「そんなに嫌かなー？」

　墓所はゲイルにとっては気楽な素材回収場所。少々カビ臭くさくて暗いのが難点だけど、安全安心、楽しいピクニック気分だ。持ち主不明の副ふく葬そう品ひんもあるし、ダンジョン化すれば宝箱だってリポップする。それになんたって、アンデッド素材!!

「へへ」

　その回収した素材で呪具をたくさん作れると思うと、それだけでウキウキする。

　しかも、今回は大量だ。リッチはもちろんだが、グールシューターにダークスケルトン、そして、ソーサラー！　それらの素材をぎっしりと回収してきた。ギルドに納める討伐証明と、換かん金きん素材以外はほぼ自分で使用するのだ。地産地消……すばらしい。

「なによ、気持ち悪いわねー」

「いや～。久しぶりの新しん鮮せんな素材なんだもん。これで呪具がたっぷり作れるかと思うと――うへへ」

　ニヤニヤ笑うゲイルは、素材以外にも、ドロップアイテムのゲットで二重でうまうまだ。

　入手したソーサラーの杖と同時にドロップした大たい剣けんを見て、頬ほお擦ずりせんばかり。

「呆あきれた……。子供みたいに喜んじゃって、まぁ」

　それは骨から作られたと思おぼしき質素な形の剣で、禍々しいオーラを放っている。

　普通なら触ふれるのもためらうような外観だが、ゲイルはといえば、どうやって呪具に加工しようか今から楽しみでしようがない様子。頭の中は、完成したらきっと素す晴ばらしい呪具製の武器になるだろうとか。もしかするとこの町で商売していくうえで目玉商品になるかもしれない――くらいに考えているらしい。

「――くぅ……♪　呪具師は、この瞬間がほんっと楽しいんだ！」

　うひひひ……！

　髑髏どくろと腐ふ臭しゆうが漂ただようアイテムを眺ながめて楽しそうなゲイル。

　……ちょっとトリップしていて気持ち悪い。

「アンタってば――……」

　さすがにあきれた様子のモーラ。

　骨とか腐ふ肉にくなどのそれアンデツド素材を、今も丁てい寧ねいに丁寧に袋ふくろの上から撫なでるゲイルをみてドン引き。しかし、

「くすッ」

　まったく……。

「……アンタってば、ほ～んと呪具が好きなのねー」

「え？　そりゃあ、楽しいし――――へへ。カッコいいじゃーん！」

　ばばーん！

　そういって、ぶら下げているお気に入りのネックレスを見せ、今日ドロップしたてのソーサラーの杖と剣を手にもってポージングする。…………ふ、決まった！

「…………センスは壊かい滅めつ的てきだけどね」

「な?!」

　し、失礼な！　この良さがわからないとは……。

「ったく、ほんとこのセンスが分かる人、中々いないよなー」

　ドロップ品をいそいそと荷物にしまうと、

　クルクルとネックレスを指でもてあそびつつ、スチャッと手に収めた。

「……いやいや。それをセンスとかいう時点でズレてるからね？　アンタ」

「ふん。世間がずれてるんだよッ！」

「あー。そうー」

　肩をすくめるモーラをジト目でみつつ、王都での日々に思いをはせるゲイル。

　そういう意味では、王都で出会ったあの少女は中々見どころがある。

（……思えば、露ろ店てんで商売するのは楽しかったなー）

　王都にはロクな思い出がないけど、最後にカッシュに言われるままに商売をして路銀を稼かせいだのは唯ゆい一いつのいい思い出だ。

　そういえば、あの少女が初めてゲイルの装そう飾しよく品ひんの良さを分かってくれたっけ――。

　うんうん。

（……よーし、呪具の在庫ができたら、また露店でもしようかな？）

　うっし！　そうと決まったらさっそく今夜あたりに何か作ろうかなー。ソーサラーの剣とか加工しちゃって――……あとは、呪じゆ符ふをたっくさん♪　アクセサリーもいいな～。

　そして、それを露店で売って、ウシシシシ……！

「ふふん……きっとそのうち世間が追いつくさッ」

　そういって、輝かがやく瞳ひとみで、希望と愛に満ちた目で虚こ空くうを見つめるゲイル――。

　キラキラキラ……！

「いやいや、ないない。それは一生ないから」

　モーラは完全否定。

「むむぅッ！」

　ちょっとムクれるゲイルに、モーラは肩をすくめた。

「ま、そこがいいとこなんでしょうね」

「どういう意味だよ？……多分、褒ほめてないよね？」

　う～ん、と伸のびをしたモーラと並んで歩くが、夕日の逆光で彼女の表情がよめない。

「どうかしらねー。ふふ」

「ちぇ、わからねぇ奴――」

　さほど付き合いが長いでもない二人。同じパーティーから追放された男と、数日で脱だつ退たいした女。

　……共通点はそれくらいだ。

「でも、ちょっとは楽しかったわよ」

「は？　よく言うよ――ビビッて泣きべそかいてたくせに」

「な?!　泣きべそなんてかいてないわよ!!」

　夕日で顔を赤くしたモーラ。さらに真っ赤になったのは気のせいか？

「いや、泣いてたよ？　それに、俺の服の裾すそモーラに引っ張られてビロンビロ――」

「ちょ!!　人聞きの悪いこと言わないでよ！」

　むきー！　と怒おこったモーラがゲイルをポカポカ叩たたく。

「あはは。冗じよう談だんさ」

「冗談じゃなかった！　冗談じゃないわよ！」

　あははははは！

「ごめん、ごめん。…………でも、なんだかんだで感謝してるよ」

「へ??」

　モーラにはわからないかもしれないが……本心だ。

　照れた顔を隠すようにして、ゲイルは軽く下を向くと、ボソボソと話し始める。

「……パーティを追い出されて、流れるようにして農業都市に来たけど――。一人だったらもっと、寂さびしくて辛つらかったかも」

　たとえ、お金があっても、

　たとえ、農業都市がいいところであっても――。

「誰だれかと笑いあえるってのは……うれしいことなんだなって。……全部。全部、モーラのおかげさ」

　ド直球。

「ちょ……。恥はずかしんですけどぉ！」

　モーラはフードを引っ張り出してすっぽり顔を隠してしまう。

「こ、こっちこそ。ありがとうよ……。アイツ等のせいで王都に居づらくなったし……」

　ごにょごにょ

「ん？　なに？　聞こえないよ？」

「なんでもないわよ！　そ、それより報ほう酬しゆうはどうするのよ?!」

　顔を真っ赤にしたモーラが思いっきり話題を逸らす。

　ゲイルはといえば、

「ん？　山分けでしょ？」

　ずるぅ……！

　思いっきりモーラがズッコケた。

「うわ?!　大丈夫かよ？　肩貸すぜ――」

「いらないわよ！……っていうか、アタシなんもしてないんですけどぉぉお!!」

　無理やり同行して、足引っ張りまくって報酬を折半??　バカですか?!

「あーもう！　全部あんたのもんよ！」

「そ、そうはいかないだろ？」

　ゲイルは食い下がるけど、モーラがやったことといえば素材回収とゲイルが持ち切れなかった荷物を持つくらい。それも全然量が違ちがう……。

「いやいや。パーティなら役割分担ってのがあるし、今回の墓所探たん索さくだって、そこは……ほら――」

　えっと……。

　ゲイル。攻こう撃げき、防ぼう御ぎよ、デバフ、斥せつ候こう、先導、素材回収担当。

　モーラ。…………お色気担当？

「――あれ？　あ、」

　ほんとだ。ゲイルがほとんどやってる。

「でしょ？…………って、お色気担当ってなんじゃい!!」

　ムキー！　モーラがユッサユサと揺らしながら怒いかり狂くるう――……うん、パイ乙おつカイデ～。

「だいたい、荷物もアンタがほとんど持ってるじゃん!!」

　どーーーーーーん。と、モーラの軽く10倍は超える荷物を担かついでいる。中には、ソーサラーやグールの素材……。白骨なんかがぎっしり――。衛兵に尋じん問もんされたらちょっと言い訳できない怪あやしい荷物。

　……それ以前に、改めてみると、ゲイルが持っている荷物の量がちょっとおかしい。

　モーラは支し援えん職しよくなので、もちろんパワーには自信がない……。ゆえに、ちょっとした袋を担ぐのがやっとなんだけど――。ゲイルは、その……なんていうか――。

「……アンタ、それ、どんだけ持ってるのよ?!　上級のポーターだってそんなに持てないからね！」

　絶対基準がおかしいから！

「大げさだなー。これくらいなら普通じゃないの？　あと、これのおかげかな――」

　そういって、服の裾に隠している呪具をサラリと示す。

「な、なにそれ？」

　髑髏と毒々しい茨いばらが巻き付いたブレスレット、なんかドクンドクンと脈打っているようにも見える――……いわずもがな呪具である。

「うッげ……！　気ぃん持ち悪ッ！　アンタ、マジでそういうのやめたほうがいいわよ」

「し、失敬な!!　見た目最高、効果最適！　お気に入りの一つなんだからな!!」

　口元を押さえて俯うつむくモーラを見て、プンプン怒り出すゲイル。

「――いや。だって……」

　ないわー。……そのデザインはないわー。見た目、最低だわー。

「時代が追い付いていないんだよ!!」

「一生追いつかないわよ!!」

　追いついてたまるか！

　……だが、センスはともかく、その付ふ与よ効果がこれまたすごいらしい。

　聞いて驚おどろけッ――……そして、聞いたら驚いた！

　かくかくしかじか

「――……はぁっぁああ?!　【持ち物運搬容量増大インベントリアツプ】【筋力増強パワーアシスト】【疲労軽減リラクゼーシヨン】の付与効果付きぃぃいいい?!」

　――当然、呪のろい込こみ。

「うん。荷物運び用に作ったんだよ」

「……い、いやいやいやいや!!　つ、作ったんだよ――って、」

　アンタ……。アンタってば――。

　頭を抱かかえるモーラ。ゲイルはちっともわかっていないが、…………これ、とんでもない性能の代しろ物ものだ。言っちゃあなんだけど、多分戦争の概がい念ねんすら変えそうな代物で――……。

「あ、あのねぇ……。アンタって、本物の魔ま道どう具ぐ見たことある？　店とかにおいてる――」

「あるよ！　あーいうのって、センス最悪だよね」

　いや、そこじゃねーから!!　だよねって言われても、頷うなずきづらいわッ！　あと、センスの話とかしてないから!!……そもそも、そんなに狙って作れるようなマジックアイテムが早々あってたまるかっつーの！

　っていうか、

「――あのね?!　魔道具の付与効果ってのはね、普通は一つなの!!　ひーとーつ！　それも、せいぜい能力が１割も上じよう昇しようすれば御おんの字じよ?!」

「だよねー。装そう飾しよくにこだわりすぎ、もっとこう――……」

　いや、だからぁ……！

「装飾とかじゃなくてぇぇえ！　付与効果が二つ以上もついていて。性能がぶっ飛んでいるものは――アーティファクト伝説級アイテムっていうの!!」

「ははっ。国宝とかのあれでしょ？　あははー。アレとかクッソださいよねー」

「だーーーっ、かーーーーらーーーー!!　誰だあれがセンスの話してるのよ!!」

　あははー……じゃないわよ!!

「あーもう！　アンタってばホンット規格外よね!!」

　とにかく色々!!　特に、センスと理解力ぅぅうう!!

「はは、モーラは大げさだなー。付与効果とかどうでもいいじゃん。そんなの工く夫ふう次し第だいでいくらでも組み合わせ出来るんだから――まぁ、呪われるけどね」――だって呪具だしぃ。

　あっけらかんとしたゲイルに、割れそうなくらいの頭痛を覚えるモーラ。

「――どーでもいいじゃん、ってアンタ……」

　謝あやまれ。今すぐ、全国の魔道具職人に謝れ！

（あーもう……常識がどんどん崩れていくわ）

　付与効果がすごいのもあるが、そのすさまじさをゲイルが全く理解していないことに頭を抱える。だいたい、工夫次第でいくらでも作れたら誰も大金を出してまで魔道具を買わないっつーの。

「はー。アンタの基準に付き合ってると魔道具が玩具おもちやに見えてくるわね……」

　確かに、呪われた品には凄すさまじい付与効果があるのは知られている。だが、呪われるというリスクが大き過ぎるのだ。一度装備すると外せないし、外すには特とく殊しゆなスキルが必要となる。……また、付与効果に対する対価も大きい。攻こう撃げき力りよく上昇の代わりに、陽に弱くなったり、狂きよう気きにおかされたりと様々だ。

　しかし、呪具職人の手によって、それがコントロールできるとすればどうだろうか??

　呪いを消せば付与効果も消えるのが呪具というものだが……………あえて、呪いを残したまま呪具を作り、あまつさえ、その強弱をコントロールできるとすれば？　さらには付与効果さえ自由自在ならばどうなるか――……。

「玩具？……ん～？　これくらいでいいなら、いくらでも作れるけど？」

「これくらいって……はぁ」

　これくらい、というのは自ら作ったアーティファクト級のブレスレット（【持ち物運搬インベントリ容量増大アツプ】【筋力増強パワーアシスト】【疲労軽減リラクゼーシヨン】付き）のことらしい。

「――……アンタってば、もしかして世界の根幹を揺ゆるがす、すごい職人かも」

「だろぉ!!　へっへー。いつ見ても完ぺきなデザインだもんな」

　うん。デザインの話してないから。

「…………やっぱ、ないわー」

　ニコッ

「おぉい！　上げて落とすなよ！」

　うん。あのセンスはない。多分、一生ゲイルの時代は来ない――――――。

　…………そう。

　あの呪具のセンスである限り、世界はゲイルに気づかない。

「……呪具師ゲイル、か――――」

　足を止めたモーラは、大量の荷物を抱え喜々として街に向かうゲイルの後姿を見つめる。

「ふふっ。面おも白しろい奴やつ」

　ニコリとほほ笑んだモーラは、ちょっとだけゲイルに興味を持った。

　少なくとも、これからもたまにはパーティを組んでもいいかな、と思うほどには――。

※　※

　カランカラ～ン♪

「はーい、冒ぼう険けん者しやギルドにようこ、……そ？」

　夕方遅おそくに帰き還かんしたゲイルたちは人ひと影かげのまばらな街を抜け、一路冒険者ギルドの戸を潜くぐった。

　涼すずやかなカウベルが鳴り響き、田舎いなかのギルドの奥からダークエルフの少女ギムリーが、とととと♪　と走り出てくる。

「あれれー？」

　しかし、ゲイルたちの顔を認めた途と端たん、怪け訝げんな顔で出で迎むかえられた。

「あ、どうも」

「ただいまー」

「え～っと、ゲイル様ご一行ですよね？　似ている他人とかじゃないですよね？」

　まじまじとゲイルとモーラの顔を見つめるギムリーに、

「はぁぁあッ？　ゲイルはともかく、アタシみたいな美人がそんなにホイホイいてたまりますか!!」

「いや、自分で美人とか言うなですしー」

　シレッと毒を吐はくダークエルフと、自惚うぬぼれがひど～いきょぬー支し援えん術師。

　って、

「それが帰ってきた冒険者に言う言葉ぁ?!」

「あははー。難易度Ｂのクエストを受けて日帰りするような冒険者は一昨日きやがれですよ。あと、デカイ奴は敵ですぅ」

「好きでデカいんじゃないわよ――って、何言わせるのよ!!」

　ムッキーと、激高するモーラと、飄ひよう々ひようとしたギムリー。

　帰ってきて早々やかましいことこの上ない。

「いやいや、モーラ落ち着いて――」

「あー！　そのセンスのない格好は間ま違ちがいなく、ゲイルさんですね？　おかえりなさ」

「――誰のセンスがないんじゃぁぁあああああ!!」

　……この間０．５秒。

「ひゃああああ?!　沸ふつ点てん低ッ!!」

　激高するゲイルにギムリーがしりもちをつく。

「お、落ち着きなさいよゲイル」

「これがおちつけるか!!　俺おれのどこがセンス悪――」

「いや、そこはアタシも否定できない」

　く……！

「あぅー。ごめんなさい。てっきり数日はダンジョンに籠こもると思っていたのですが、まさか一日で音を上げて帰ってくるとは思わなくて……」

「音をあげ――……いやいや、クリアしたからぁ!!」

「……あははー。寝ね言ごとは寝て言えですぅ」

「「く……！」」

　このギルドマスター口悪いな?!

「クリアしたっつーの！　ほら、ゲイル！」

　ＧＯゲイル！　ＧＯ!!

「え？　あ、うん――」

「え、えっと～……。当ギルドは、ド田舎のギルドではありますが、そのぉ……虚きよ偽ぎ申しん告こくには厳しく対処せざるを得ませんよぉ」

　ダークエルフ族特有の笹ささ耳みみをペターンと下げたギムリーは申し訳なさそうにゲイルの顔を上目づかいで見上げる。

　う……。可愛かわいい。

「ゴホンッ！　虚きよ偽ぎなんかじゃないわよ、ちゃんと査定して」

「で、ですがー……リッチの討伐がそんな朝にでて、夕方に終わるとはとても――」

　プリプリ怒るモーラに言われるがままに、閑かん散さんとしたギルドのカウンターの上にドロップ品を並べていく。

「あーはいはい。そのへんのスケルトンでも狩って来たんでしょうけど、リッチはもっと――……え？」

　ゴン、

「ぶ、ブラックスケルトン？……いえ――これは、だ、ダークスケルトンナイト?!」

　次に、

　ゴン、ゴン!!

「ぐ、グールシュータぁあああ?!」

　さらに、

　ゴンゴン、ゴロロロロ――――――……。

「わ、わ、わ」

　Ｂ級以上のモンスター素材がゴロゴロと、

　そして、見たこともない上位種アンデッドの首までもが――。

「そ、そそそそ、それはぁぁああ！　り、りりりり、りっ」

　リッチの首が……ひーふーみー……。え～??

「リッチは一体でいいんですぅ！　っていうか、えええ？　そんなにいたのぉ?!」

　カウンターの上に積みあげられる討伐証明の数々。そして、素材素材、たまに副葬品！

　っていうか、ギルドのカウンターにズラリと並ぶ頭ず蓋がい骨こつの列はやばい。……やばぁい！

「あとこれと、これと――」

「わ、わー、わーーーー！　ストップ！　ゲイルさん、ストップぅうう!!」

　ギュ～とゲイルの足にしがみつき、袋から取り出されるドロップ品の山を止める。

「わかりましたわかりましたー！　疑って御ご免めんなさーい」

　素す直なおにペコリと頭を下げるギムリーに、

「ふふん、どうよ」

　でっかい胸を張るモーラ。ブルルンと揺れる――お～……。

「ちッ」

「ギムリーさん、舌打ちしないで」

「でっかい奴は敵です」

「……デカ――って、なんでモーラが偉えらそうなんだよ？」

　狩ったのはゲイルだからね？

「いいじゃない！」

「いや、まぁ……いいけど」

　ちょっと釈しやく然ぜんとしないものの、

「す、すごいですー」

　はわわわ、と目を回すギムリーをみて、してやったりのどや顔のモーラ。

「ふ、ファントムスウォーム霊魂群体に、ワイトまで……わ、こ、ここここ、これって――」

　最後に、カラーン！　と、冠かんむり付きの頭蓋骨がカウンターの上に。

　リッチの上位種――――――アンデッドの王、

「そ、ソーサラー?!…………ですぅ？」

「いえす」

　ふふん、とモーラがのけぞり、胸がすごいことになっている。

　ボタンぱっつんぱっつんだよ?!

　っていうか。……いやさ、だからなんでモーラが偉そうなんだよ。……いいけどさー。

「う～んと、これで全部かな？　ひーふーみーの、リッチは合計三体いたよ。アンデッドの数は、最下層で百体程ほどはいたから、かなりダンジョン化が進んでいたみたいだね」

「そーよ。……何がリッチよ！　ゲイルがいなかったら全ぜん滅めつしててもおかしくはないわ！」

「ひぇぇぇ……。ひゃ、百……?!　しかも、リッチだけじゃなく。ま、まさかソーサラーが湧わくほどのダンジョンだったなんて……」

　ギムリーは震ふるえる手で討伐証明を一つ一つ確かく認にんしている。そして、慌あわてて頭を下げると、

「も、申し訳ございませんー。当ギルドの不ふ手て際ぎわですぅ……！」

「事実は事実よ。それより、アンタわかってるの？　何が『リッチの討伐』よ！……これって、ギルドの情報が間違っていたのよ?!　少しでも状じよう況きようが違えば、アタシたちが全滅していてもおかしくはなかったんだからね！」

　ややきつい口調で詰きつ問もんするモーラ。対するギムリーはたじたじだ。

　……ちょっとかわいそうな気もするけど、モーラの言うことももっともだ。

　ギルドの情報は非常に重要で正確でなければならない。当然、受け手である冒険者はその情報を信しん頼らいしてクエストに挑いどむのだから、いざ情報が全く違っていれば大ピンチに陥おちいりかねない。

　炎ほのお系モンスター討伐の依い頼らいを受けて「対策」をしていった先で、じつは氷系モンスターしかいなかったー……な～んてことになれば、どうなるかお分かりいただけるだろう。

「す、すみません……。ウチは弱小ギルドで、あまり冒険者さんがいないんですぅ……。おかげで情報の精度はその――ゴニョゴニョ」

　耳をペターンと下げたままギムリーが恐きよう縮しゆくする。

「い、いいのよ。分かってくれればそれで――」

　それを見て多少は溜飲が下がったのか、ギムリーを解放するとモーラは不ふ機き嫌げんそうにそっぽを向く。一方でモーラも言い過ぎたことを後こう悔かいしているのか頭を掻かきつつ、

「……ま、まぁいいわ。今回はほとんどゲイルが狩ったようなものだしね。……今回の件は、ゲイルの気分次し第だいよ」

「へ？　俺？」

　いきなり振ふられてもなー。

　……ポリポリ。

　ソーサラーや他のアンデッド素材がたくさん採れてホクホクなんだよねー。……とは言いづらい雰ふん囲い気き。

　ちょっと涙なみだぐむギムリーをチラリとみれば、そんな様子も可愛くてゲイルは苦笑い。

「ま、まぁ……その――買い取りとか査定に色を付けてくれればそれで？」

「ももも、もちろんですぅ!!　通常の１割増しで買取させていただきますぅ！」

「１割ぃ……?!」

　ジトぉ、としたモーラの視線を受けて、ギムリーの笑え顔がおが凍こおる。

「あ、う…………」

「せめて、３割でしょ！」

　ずい！　と胸圧で迫せまるモーラに胸熱……。胸だけに。

　……って、脅きよう迫はくしとるやん?!

「あぅあぅあぅ……に、２割増しで――」

　ギムリーが懐ふところから出した算そろ盤ばんを必死に弾はじいて、なんとか妥だ協きようの数字をあげると、

「ふん、いいわ」

　パチン！

　交こう渉しよう成立とばかりに、モーラがギムリーの手のひらを自分のと合わせる。

「ありがとうございますー！」

「い～え。次もよろしくね、小さなギルドマスターさん」

「…………いや、だからなんでモーラが――」

　ま、いいけどね。

　ポリポリ。

「すみません……。まだまだギルドの業務に不慣れなもので……」

　しょんぼりしたギムリーは、今度こそ素直にゲイルに謝る。

　心なしか笹耳が、さらにぺた～んと……。

（なんか、可哀かわいそうだな）

「いいよ、いいよ。墓所に深くまで潜るパーティはあんまりいないしね」

　墓所は不衛生で光が届かず、何より不気味だ。副葬品が高価な王家の墓ならいざ知らず――集団墓地に好んで入る奴はまぁふつうはいない。どっかの呪具師を除いて――。

「はい、そうなんですぅ。墓はか堀ほり人にんの言葉を鵜うのみにした私のミスですねー。ごめんなさい」

　目を白黒させたのち、しゅ～んと縮こまったギムリーを見て、ゲイルの庇護欲が掻き立てられる。思わず頭を撫でたくなるのを必死にこらえつつ、

「い、いや。大したことないですよ。墓所は俺の得意フィールドですし、たまには巡じゆん回かいにいきますよ。なははー」

　素材も採りたいしね、というゲイルの本音つき。

「ほ、ほんとですかぁ!?　嬉うれしいですー」

　ピョンピョン飛とび跳はねゲイルに密着するギムリーに顔を赤くするゲイル。

（この子、こう見えてこのギルドのマスターなんだよね……。こんなに評価してもらえたの初めてかも）

　……う。しかも、腕うでに何か柔やわらかいものが――――――……あ、なんもないわ。

「ありますぅ!!」

　ピョンピョン！

「当ててんのよ」を地でやりたいギムリーだが、ないものはない……。

「あーるーのー!!」

「いや、ないわよ。って、離はなれなさいよ、こら!!」

　ギムリーの首根っこを掴つかんでゲイルから引き離すモーラ。

　プラーンと猫ねこのように吊つり下げられるギムリーは、モーラを振り払はらうと、口を尖とがらせる。

「むぅー。ゲイルさんが失礼なこと考えてましたー」

「か、考えてないよ……」

　うん、考えてない。ちっぱい失敗したな～なんて考えてない。

「ごほんごほん！　それより、査定してくれないかしら！」

「あ、はーい。今すぐー」

　そういって慌てて査定準備に入るギムリーをホッコリしながらゲイルが眺めていると、

「ゲイル。あんたってば、ああいう小さい子が好きなの？」

「へ??」

　突とつ然ぜん不ふ名めい誉よ極きわまりない、断じて違うと言わざるを得ないセリフをぶつけられ――目を丸まあるくしたゲイル。

「い、いいいい、いきなりなんだよ?!」

「いや、きょどり過ぎ――」

　違う。断じて違う……！

「だって、あの子にやたらと甘あまいし、鼻の下伸ばしてるし……」

「の、伸ばしてないし――」

　慌てて口元を押おさえるゲイル。

「ま、いーーーーーーーーけどねー」

　ふーんだ、とそっぽを向いてしまったモーラ。

「なに拗すねてんだよ」

「すねてないッ！」

　――いや、拗ねとるやん……。

「いっとくけどねー。あの子、アンタが思ってるような歳としじゃないわよ――多分、１００」

　バィィィイイン――――――……！

　モーラが何か言いかけたところで、突とつ如じよ壁かべに突つき立った金属製のペン。……めちゃくちゃすさまじい勢いで投げつけられたためかいまだにビョインビョインと振しん動どうしている。

「ちょ……」

「ぺ、ペン？」

　グッサリと壁に突き立ったそれを見て顔を青くするゲイルたち。

「あー……ごめんなさいですぅ。手が滑すべって――」

　そこにいけしゃあしゃあとギムリーが駆かけつけてきた。

　………………いや、滑ったとかいうレベルじゃないよね？

「滑ったんですぅ」

「いや、その――」

「滑っ・た・ん・で・すぅ！」

　ニッコォ。

「「あ、はい」」

　ゲイルたちが頷くと顔を輝かせるギムリーさん。

「えへへ――たくさんの素材換かん金きんありがとうございます」

　にこぉ、と笑ったギムリーの顔に影かげが差しているように見えてモーラが口角をひくつかせる。

「へ、へぇ…………。いい度胸してんじゃーん」

「あははー。女性の歳を明あけ透すけに言う人ほどじゃないですけどー」

　あはは、うふふ、と何やら周囲の気温が急激に下がる。

「お、俺帰っていいかな？　あはは」

「そうねー。アタシはちょ～～っと、このダークなエルフさんにお話があるしぃ」

「そーですかぁ？　じゃーゲイルさんの報酬は後日お支し払はらいしますねー。あと、ダークエルフです。『な』はいらないですぅ」

　おーーーっほっほっほ。

　あーーーっはっはっは。

　何やらバチバチと火花が飛び散る空間から震えながら逃にげ出すゲイルであった。

「墓所より、こえーよ!!」

　最初から最後まで、女の子二人に主導権を握にぎられ続けたゲイルであった。

　ち～ん♪

　結局、なんだかんだと色々あったけど、農業都市初のクエストとしては悪くない成果であった。大量のアンデッド素材と副ふく葬そう品ひんなどのドロップ品を２割増しで換金すると、

「じゃ、山分けで」

「ん。……わかった、ありがたくいただくわね」

　モーラと報酬を分けて意い気き揚よう々ようと宿に引き上げるゲイルたちであった。

※　※

　ゲイルたちが宿に引き上げて数時間後――。

「……ギムリー様」

「あら？　珍めずらしいわね、どうしたの？」

　そのころ、大量のドロップ品を仕分けしていたギムリーがモノクル片眼鏡をはずしながら声がした方をチラリとみる。

　そこに、いつもの飄々としたギルドマスターの顔はない。

　先ほどまで見せていた幼げな姿とは打って変わってどこか妖よう艶えんな雰囲気だ。

「……はっ。少々お耳に入れたいことがありまして」

　そういって、声がスススと近づく。

　しかし、死角を巧たくみに伝っているのかギムリーにもその姿は見えない。

「小こ噺ばなしかしら？　いいわ、話してちょうだい――ちょうど閉店したところだから」

　そういって、クイッとギルドの入り口を示すと、確かにスイングドアは閉められており、外には「ＣＬＯＳＥＤ」の看板が掲かかげられていた。

　冒険者が少ないギムリーのギルドでは、客がいない夜は閉店することが多かった。

「はい、実は王都で――」

　ごにょごにょ、ごにょごにょ。

　薄うす暗ぐらいギルドに低い声が響ひびき、そのたびにギムリーの笹耳がピクピクと反応していた。

　よからぬ話か、よき話か――……いずれにしても田舎のギルドの暗がりで話す話がただの天気の話であろうはずがない。

「へぇ……暗殺未遂かー」

　キラリと薄暗いギルドの奥おくでギムリーの瞳ひとみが怪しく光る。

「カーラ姫ひめは無事なのね？」

「はい。なんでも、即そく死し耐性のアーティファクトを事前に装備していたらしく……。教会が用意したとも、強力な呪具だともいわれております」

「即死耐性……？　それって天使の盾たてじゃないのよね？」

「はい。教会の聖遺物が移送された情報はありません」

「とすると、未知のアーティファクト……強力な呪具、か。興味深いわね――で、暗殺チームの所属は？」

「不明です。ですが、手口からして軍関係者かと」

　ギムリーの質問によどみなく答えていく陰かげ。

　それは、王国でも秘ひ匿とくされているはずの最新情報だ。

「……軍。ということは帝てい国こくの特殊部隊かしら？　ふふふ、面白いわね。どうやら単純な暗殺未遂事件じゃなさそう」

「はい。詳しよう細さいは後日……」

「えぇ、お願い。どうやら我らの悲願にも関係がありそうね――……他に面白い話は？」

「……今回は、以上です」

「ふ～ん。なかなか興味深いわね。…………いいわ、追加の調査をお願い」

　チャリンと、小こ袋ぶくろに入った金貨が影のほうに投なげ込まれると、

「はっ、仰おおせのままに」

　そういうと再び死角を伝って声が遠ざかっていく。

　それを確認することもなく、ギムリーはドロップ品の仕分けの手を止めずに薄うすく笑った。

「ふふ。帝国も思い切った手に出たわね――……王国の中でも、王位継けい承しよう権けんの高いカーラ姫を狙ねらった帝国の暗殺者。……お家騒そう動どうかしら？」

　くすくすくす。

　ダークエルフの少女は闇やみに沈しずむギルドの奥で笑う。

　クスクスと、昼間に見せる姿とはまた違った雰囲気で妖艶に笑う――。

「王国と帝国――……そして、即死耐性を付与する正体不明の呪具ね」

　……ん？　呪具っていえば、

「――呪具……呪具。呪具師の――ゲイル……といったかしら？　あの青年」

　ちょうど手にしたソーサラーの討とう伐ばつ証明をジッと見つめると、

「そういえば……。うまく隠かくしていたみたいだけど、あの呪具師――恐おそろしい量の呪具を身に着けていたわね」

※　注：隠していません　※

　ふと笑えみを深くし声を落とすと独りごちるギムリー。

　ギルド内には、山積みになったドロップ品や少々匂におうアンデッド素材。

　そして、明らかに普ふ通つうとは違ちがう禍まが々まがしいオーラを放つ、アンデッドの王からドロップした品の数々――。
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「あれほどの呪具を身に着けて平気でいるなんて――。そのうえ、ソーサラーを支援術師と二人で下す人間、か……」

　ふと、先ほどの影が報告した内容と呪具師の単語が一いつ致ちしたことに、思いを馳はせるギムリー。

　……まさか、ね？

　呪具師ゲイル……。

「呪いを弄もてあそび、アンデッドをものともしない男――――」

　ふと、闇の中で山積みになったアンデッド素材を見上げ、

「うふふふふ。実に興味深いわねー。気になる男だわ」

　そう。

　呪具師、か…………。

　呪具師。

　呪具師…………。

　呪われし我らダークエルフ。

　一族の悲願……。

「…………っていうか、仕事終わらにゃーーーーーーーーい!!」

　仕分け作業が全然進まないので薄暗いギルドの奥で小さな影が泣き声を上げていたとかいなかったとか――。

　ぴえんー!!

　山積みのドロップ品の麓ふもとでダークエルフの少女は一人泣く――。

※　※

　そして、所変わって王都にて。

　ゲイルが農業都市で大稼かせぎしているとはつゆほども知らぬカッシュ達は嘆なげいていた。

「あー……畜ちく生しよう！」

　バリバリと頭をかきむしるカッシュに、ボロボロの格好になった三人。

　彼かれらはやつれた表情で王都をうろついていた。

「ゲイルの野や郎ろう！　見つけたらただじゃおかねぇ!!」

　毒づくカッシュには現状の打開策などあろうはずもなく、今はゲイルに対する逆さか恨うらみのようなもので動いているのみ。

「ねー。どーすんのよこれからー」

「[image: ]!?　どーするだと?!　そんなもん、まずはゲイルを」

「……それはいいけど、もう時間も時間だし今日の宿とかさー」

　さすがに連日風ふ呂ろに入れないので匂いが気になるメリッサ。

　だが、そんな悠ゆう長ちような様子のメリッサにカッシュの短い堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れる。

「宿だと?!　ふざけるなこのくそアマ！　呑のん気きに宿なんかとっている場合じゃねぇだろうが！」

　噛かみつかんばかりにメリッサをにらむカッシュ。

「まぁまぁ……落ち着いてください、二人とも」

　メリッサをにらむカッシュを諫いさめるのは同じくボロボロの格好のノーリスだ。

「やかましい！」

「私は落ち着いてるわよー」

　そこに、

「いやまぁ……メリッサの言う通りだぜ？　実際問題、どーすんだ――カッシュさんよー」

　やつれ果て、ヒゲだらけになったルークがややもすればトゲのたちそうな言い方をする。

「何だその口の利きき方かたはぁ！……チッ！　どいつもこいつも！　決まってるだろうが!!」

　はー……まただ。

　そんな風に、カッシュを除くパーティメンバーがゲンナリとする。

「――ゲイルの野郎を見つけてボッコボコにして、俺おれ達にかけた呪のろいを解かせる!!」

　そう息巻いた。

「いや……。しかしですねー」

　ノーリスはどういったものかと頭を悩なやませる。

　実際、最初はノーリスもゲイルの呪いが原因だと考えていたのだ。それゆえに、解呪を試みようとして装備を売り払って教会に駆け込こんだ。

　すると――――。

「呪われてませんよ？」

　と、すげなく神官に告げられてしまったのだ。

　それどころか、

「いやー綺き麗れいさっぱりですね。呪いの残ざん滓しすらありません」

　そういってニコニコと笑い、敬けい虔けんな信者の鏡ともいえるといい、カッシュ達に祝福までしてくれた。

　……お金は取られたけど。

　――結局、詳くわしく話を聞いてみれば、確かに呪いの痕こん跡せきはあったらしい。

　しかも、かなり強力な呪いであり、効果こそ知らないが、よくそれで今まで無事だったと逆に心配されたのだ。聞けば、モーラが加入し、ゲイルを追い出したあの日を境にカッシュ達は呪いとは無む縁えんのキレイ（教会曰いわく）な状態になったんだとか……。

「――ということがあったじゃないですか。つまり、今の我々の状態は……」

　ノーリスは顔を歪ゆがめるも、事実を見つめなければならない。

「……元からこの程度の実力だったのですよ」

「な!!　そ、そんなわけあるか！」

　カッシュは認めない。史上最速でＳランクに到とう達たつしたとギルドで言われたばかりなのだ。

　簡単に認めるわけには行かないのだろう。ノーリスだって本音では認めたくない。

　まさか、自分が並程度……いや、並以下の魔ま術じゆつ師しだったなんて……。

　いや、それよりもさらに下かもしれない。高速詠えい唱しようもできず、魔ま力りよくの量もさほどではない。しかも、高位の魔術はどれも発動すらしてくれなくなってしまった。

　今はせいぜい下級魔ま法ほうをいくつか使えるだけ……。

「いいから、もっと目を皿にしてゲイルを捜せッ！　アイツさえ見つければ……！」

　ギラギラと目を充じゆう血けつさせながらカッシュはゲイルを捜せと言う。

　カッシュ曰く、クズ同然のゲイルは困こん窮きゆうして乞こ食じき同然の生活をしているはずだと――。

　だから、王都の表通りよりも裏路地を捜したほうが見つかるというのだが、

「けッ……！　やってらんねーよ。俺っちはそろそろ抜ぬけさせてもらうぜ」

　ルークはいい加減うんざりといった様子だ。解呪費用と日々の生活のため、装備の大半を売り払ってしまったため、乞食同然の恰好をしている。

　ゲイルよりも、むしろ、今のカッシュ達の方が裏路地にむいているだろう。

「な、なんだと！　おい！　そんな勝手が――――」

　ガシリとルークの首根っこを掴んでぶら下げた時にはルークは路地から抜け出していた。

　しかし、そこで何かを見つけたのか、ルークはピタリと足を止めた。

「お！　どうしたどうした？　ルーク、もう諦あきらめたのか？」

「……………………諦めなくてよかったかも」

　そういって、ぶら下げられたままクルリとカッシュに振り向く。

「はぁ？……何言ってんだオメェ」

　訝いぶかしむカッシュに、

「へへ。見ろよ、カッシュ。…………あれあれ」

　ニヤリと笑うルークがクイクイと指さす先。

　そこには、王都の表通りの目立つ所にデカデカと張られたお触ふれの紙。

「あん？　あれがどうかし――――――なッ?!」

　目を細めてお触れを確認していたカッシュが目をクワッ!!　と見開く。そして、ルークを放り捨てると、表通りに行き、そのお触れをビリリと剥はがして穴が開くほど見つめる。

「な、なにかしら？」

「さ、さぁ……どうやら、よほど重要なことが書かれているみたいですが――」

　首をかしげるメリッサとノーリスに、ルークが笑いながら言う。

「へへ。カッシュの言うこともあながち間違いではなかったかもだぜ？」

「「はぁ？」」

　ますます分からない。

「――つまりよぉ……」

「くくく。そうとも――――どうやら、俺たちに運が向いてきたようだ」

　バンッ!!

　ノーリス達たちにもよく見えるようにお触れの紙を見せつける。

　それは似顔絵をドデカク描かき、人物の特とく徴ちようを書いたモノで――――……。

　王国の重じゆう鎮ちんが直々にとある人物を捜そう索さくしているという「お触れ」であった。

　そう。その人物こそ――――――……！

「こ、ここここ……」

　驚おどろきすぎて鶏にわとりのようになるメリッサ。

「ま、まままま……」

　理解が追いつかないせいか、ついにママを求めるノーリス。……って、ちゃうわ!!

「こ、これって、」

「ま、まさか、」

　全員がゴクリと唾つばを飲のみ込み、次の瞬しゆん間かん――ニヤァと顔を歪める。

　その視線に先には――。

　バァン……！　（デッカイゲイルの似顔絵）

『発　王国府、

この者を捜索中。

生死問わず――……。

王国府に連れてきたものには褒ほう賞しようあり。

また、有力な情報を持ってきたものにも金きん一いつ封ぷうあり。

情報求む。

もし本人が確認したならば速すみやかに王国府に名乗り出ること。

王国府、最高責任者――グルマン・ド・グルカン４世――――』

　確かに、そう書かれていたのだ！

　――くっくっく……。

　くははははははははははは！

　高笑いするカッシュに釣つられて三人も破顔する。

　そして、叫さけぶ！

「「「「ゲイルがお尋たずね者ものになっとるぅぅうう!!」」」」

　ぎゃーーーーっはっはっはっは！

　朝のシャキッとした空気のなかに、締しまりのない四人組の笑い声が響く。

「いーひっひっひ！　見ろよ見ろよ！」

「こ、これは！　や、やっぱりね！」

　カッシュとメリッサが嫌いやらしく笑う。

　すると、

「うけけけ！　これは……どうやら僕ぼくらにも運が向いてきたようですね！」

「へへへ。俺おれっちはこうなると思ってたぜ、ざまぁみろだぜ！」

　ゲヘヘヘヘと下品に笑うノーリスとルーク。

　四人の手の手配書らしきものには、下手クソな似顔絵とデッカク書かれている生死不問で捜索中との覚書。

　さらには、特徴まで、

※　特徴　※

　ダサい恰好

　センスのない呪具を売っている露ろ店てん商しよう

　とっぽい青年

　冒ぼう険けん者しやを兼けん務むしている可能性あり

　身長、見た目の特徴――ｅｔｃ

「ぎゃははははははは！　センスのない呪具って！　そんなの一人しかいね～よぉ！」

「うふふふ！　ほんとに露店商してたのね、アイツ!!」

「くっくっく！　この下へ手た糞くそな似顔絵!!　あははははは！」

「ど、ドンピシャだぜ！　下手だけどわかるぜ。こんなアホ面づら……アイツっきゃないねぇ！」

　似顔絵も、身体的特徴も覚書に書かれた特徴のそのすべてが一致！

　そう――……。カッシュ達が眺ながめているそれによれば……王国府が血ち眼まなこになって捜しているのがゲイルなのは間ま違ちがいない。

「やっ～～～ぱり、何かやらかすと思ってたぜ！」

「ほーんと！　絶対やらかしてるわね！」

　ニヤニヤと笑うカッシュ達。

「これは、運が向いてきましたね。ゲイル一人を王国府に突き出せば褒賞！　しかも、生死不問――!!」

「ぎひひひひ。何やったか知らんが、王国に目を付けられるとはなー。追い出して正解だったぜ！」

　うんうん。

「違いない」と感かん慨がい深ぶかげに頷うなずくカッシュ達。

「ひひひ！　しかも、情報だけでも金一封か!!　こりゃついてるぜ！　まさか金一封だけってことはないよな?!」

「それよりも。も、もし捕つかまえたり、……あるいは首をもっていけば――――」

　ゴクリ。

「た、大金?!」

「しかも、王家の覚えがめでたくなるんじゃない?!」

　ドキドキ……。

「い、行くぞ!!」

「え、えぇ！　善は急げよ！」

「王国府はまだ開いてませんが、構うもんですか！　僕は門番を叩たたき起こしてでも情報を持っていきますよ！」

「へへ。情報どころか、俺っちらは元仲間――――こりゃ、金一封どころじゃねーぞ！」

　ギャーハハハハハハハ!!

　実に楽しそうに笑いながらカッシュ達は朝の王都を駆け抜け、王国と民草の折せつ衝しよう機関である王国府に駆け込むのであった。

※　※

　そして、カッシュ達が向かった先――王国府よりもさらに奥。聳そびえ立つ尖せん塔とうが美しい白はく亜あの城があった。

　これこそ王国が誇ほこる城で、まさに一国の首都に見合う威い容ようの大だい宮きゆう殿でん。しかし、その白亜の城に似つかわしくない声を張り上げて騒そう々ぞうしく廊ろう下かを走る人ひと影かげが一つ……――。

「姫ぇぇえ！……カーラ姫ッ！　姫さまぁぁあ!!」

　そう。カーラ姫お付きの騎き士し、ビビアンである。彼かの女じよのデッカイ声が王城に響き渡わたった。

「姫！　姫ぇぇええ！　カーラ姫はどちらであるか!!」

　隙すきのない武装に所作、そして美人――だが、今は見る影もない。

　怒いかりに目を吊り上げたビビアンは各部屋を蹴けり壊こわさんばかりに走り回っている。

「ったく！　どこ行ったのよ！」

　カツカツカツ!!

　あちこち捜し回ってさすがに疲つかれた様子。大理石の床ゆかを叩く靴くつ音おとが彼女のいら立ちを表していた。

「あーもう!!　せっかく、姫が捜索している男の新情報が入ったというのに……！　まったくッ！」

　ただでさえ忙いそがしいビビアンは、業務に忙ぼう殺さつされていた。

　カーラ暗殺未遂事件に、

　護衛計画の見直し、

　そこに、カーラ姫直々に「呪具を売った青年の捜索」までもが言いつけられていたのだ。

　……正直いってキャパオーバーである。なのに、余計な業務である「青年の捜索」の新情報が舞まい込んできたのだ。こんな余計なクソ仕事、一刻も早く終わらせたいビビアンは、こうしてカーラを捜しているわけだが……。

「カーラ姫ぇっぇええ！　カーラぁぁぁああああ！」

（あんのガキぃぃぃい……！）

　今の時間は家庭教師からお作法を習っているはずだろうが！

　しかし、カーラはお作法の先生、メリンダ夫人から逃とう亡ぼうし、いずこかに隠れていた。

　そして、その捜索も当然、護衛騎士ビビアンの仕事……。

「もう！　いい加減にしてください！　城のほとんどを捜しましたよ、姫ぇぇぇ！」

　広い城内を行ったり来たり。姫が隠れそうなところを重点的に捜索するも空から振ぶり――。最後に、「まぁ、さすがに自分の部屋にはいないだろうなー」と思いつつ、それでも、念のため彼女の部屋を捜索しようとビビアンは向かっていた。

「姫ぇぇえええ！　ひぃぃめぇぇｌ　どこにいかれましたかーーーー!!　ったく、あのアマぁ……！　ぶっこ」

　――ガチャ。

「おう、ごら！　誰だれがアマじゃ！」

　カーラの自室の扉とびらが開くと、額に青筋を浮うかべたカーラが顔を出す。

「さーせん……って、いたぁぁああッッ!!」

「げ、みつかった！」

　バターーン!!

　すかさず、ガチャリと扉を閉めて引っ込むカーラ姫。

　ガチャ！　扉を内側から施せ錠じようされた気配もあるが時間稼ぎにもならないだろう。

「……ちょ――」

　しーーーーーーーーん。

「………………いやいやいや、『ゲ、みつかった！』じゃねーっつの!!　しかも、シレッと鍵かぎかけるな!!」

　一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくしちゃったビビアンではあるが、気を取り直してカーラの自室に乗り込もうとする！

　まさか、自室に隠れているとは！

　くっそ～「裏をかかれたか！」と頭を抱かかえるビビアン。

　だが、ここで諦めるはずがない！

　――おらぁぁあああ!!　と、気合一いつ閃せん！　戦場に臨のぞむ勢いで、

「やぁっっっっと、みつけましたぞ！　姫ぇぇえ！」

　ドンドンドンドンドン!!

　叩き壊さんばかりに扉をぶっ叩く！

「ごら！　あけろぉぉおお！　姫ぇぇぇええ!!」

　ガンガンガンガンガン!!

「（ちょちょちょ、壊す気?!　ちょぉぉお）」

　室内から姫のくぐもった声。

　ガチャ!!

「ちょ、ちょちょ、なに?!　なんなの?!　ちょっと～！　開いてるわよ!!　ノックくらいしなさいよ!!」

「今やっとるわぁぁああ！　見て、聞いて、慄おののけ!!」

　ガンガンガンガン!!

「それはノックじゃない！　破は壊かいよ！　破壊！　アンタ、破城槌パイルバンカーで攻こう城じよう戦でもする気かってーーーの!!」

　あと、慄おののかせるな!!

　――カチャン、……ガチャ。

「なんなのよー……」

　……ブスゥと口をとがらせるカーラ。渋しぶ々しぶ、顔を出したのはいいけど、中でゴミ山――もとい、高こう尚しようなインテリアに囲まれたカーラが不ふ機き嫌げんそうな顔でビビアンを睨んでいた。

「で、なに？　何の用？　アタシ忙しいんだけど～？」

　ゴロゴロしながら、ゲイルから買った指輪を眺めているカーラ。

「忙しい奴やつはゴロゴロしねぇよ」

「[image: ]?!　なんつった今？」

「ナンモー？」

　しれー。

「アンタ、口の利き方ぁ！」

「それより姫……『何よ？』ではありませんぞ！　どうして授業をサボってゴミ部屋に？」

「げ、バレてる――――……って、お前今ゴミ部屋つったよな?!」

　ギロリ。

「……そーいうのいいですから。それよりも、例の件――――有力情報です」

「いや。そ、そーいうのとか、それよりもって――おまッ！…………それ、お前から言うのおかしいからな!!　色々もろもろで。今のとこ、ツーアウトやぞッ！」

「あーあー！　う～るせぇッつーの！」

　ぎゃーぎゃーぎゃー!!

「……ま、まぁいいわ。か、寛かん大だいな私わたくしですからね」

　額に浮き出た青筋を誤魔化しきれていないが、カーラ姫は怒ど気きを何とか収める。

「よくねぇよ……。部屋に隠れてるんじゃねーよ……」ボソッ

　――お、おまッ?!

「なんか言ったぁぁああ?!」

「いーえー。何なあんもー。……あ、そんなことより、お作法の先生が激おこでしたぞ？　ほら、あのメリンダ夫人が」

「そんなこと、とか、マジでお前――……え？　今、メリンダって言った？　か、彼女はまずいわね……。も、もう帰った？　よね？」

　作法の先生であり、侯こう爵しやく夫人でもあるメリンダには、カーラだけでなく、王国中の淑しゆく女じよは頭が上がらないのだ。

「さぁ？　自分は、彼女に部屋で待つように言い置いて、姫の捜索に参りました――」

　ガック～ン!!

「そこは気を利かせて、帰らせなさいよ!!」

「知りませんよ、そんなこと」

　く……！

　無礼極きわまりない護衛騎士に対し、カーラはギリリと人知れず歯ぎしりをする。だが、我が慢まん我慢……！

　――ひっひっふーひっひっふー

「…………はぁ～、もういいわ。メリンダにはあとで謝あやまっとくから――――で、なによ？　アンタがわざわざ捜しに来たのはそんな理由で？」

　ガックリと疲れたカーラ姫は、ソファーに深く沈み込む。

「いや。そうではなく、例の件です」

「例の件…………??　はて――」

　――ポクポクポク、ちーん♪

　何もわからんといった顔で、ポカーンとしたカーラ姫。

「………………なんだっけ？」

「ぶん殴なぐりますよ。――青年の捜索の件に決まってるじゃないですか」

　顔面に思わずパンチを叩き込みたくなるのを、グッとこらえるビビアン。

「あーあれね!!　えへへ。ゴメン――――――……って、なんつったぁああ?!」

「なーんも？」

「うそつけ!!　ぶん殴る言うたやろうがい！……もう、お前は心の声を少しは抑えろっつーーーのよ!!」

「さーせん」

「だ・か・ら、口の利き方ぁっぁあああああ！」

　ふー……！　ふー……！

「………………で、どーなったの？」

　さすが王族。切り替かえが早い。

「ハッ！――実は先ほどのことではありますが、かの者を知っているという者たちが王国府を通じて申し出ておりまして、」

「えー。またガセネタじゃないの？」

　以前は、褒賞目当てのガセネタばかりであったのだ。

「……どうでしょうね。……私見ではありますが、有力情報だと思います――ただ、」

　ん？

「……ただ？　ただって何よ？」

　いまいち煮にえ切らないビビアンの様子を訝しがるカーラ姫。

「いえ――その。素行があまりよろしくない連中のようでして」

「……はぁ？　それが問題なのかしら？　情報はアンタの見立てでは有力なんでしょう？」

　情報の確度に、素行不良も優良もないだろうに。

「えぇ、もちろんですよ。身元が不確かな連中の情報なんてあてにはできませんからね！」

「そりゃあ、さすがに、アタシだって聞き取っただけの情報を鵜う呑のみにはしないわよ、アタシだってね」

　大したことないと首を振ふっている。

「とはいえ。……はぁ、その――例の青年は露店商人とのことでしたが……。情報提供者が、あーその……」

「その……？」

　何を言い淀よどんでいるのだろうか？　口さがないビビアンにしては珍しく躊躇する。

　そんなとんでもない凄すご腕うでや有名人であるはずないし……。

「――――――連中、Ｓランクの冒険者なのです」

※　※

　Ｓランク……??

「――ってなに？」

　カッカッカッとヒールの音もカン高く、ビビアンを従えたカーラ姫は王城を行く。

　向かう先は部外者用の応接室。手にはクリップボードにまとめられた羊皮紙の書類が数枚。

「ハッ。冒険者の等級でありますよ。連中の背後関係の調査は、ざっくりとではありますが確かく認にん済みです――こちらを」

　ビビアンが渡す追加の書類にサッと目を通すカーラ姫。授業をさぼったり、趣しゆ味みの悪いインテリアを集めるだけのポンコツ王女かと思いきや、なかなか頭は切れるらしい。

「ふ～ん……」

　パラパラと書類をめくりつつ、歩みを止めることなく要点を目で追っていくカーラ。

「…………カッシュ。カッシュ・ビルボア――冒険者ギルド所属の【聖騎士ホーリーナイト】。で、こいつらは何者なの？」

「つい最近、冒険者ギルドでＳになった……つまり、トップクラスの男です。冒険者としては、中々の腕うで前まえを持つようですね。また、他に三名の仲間がおり、彼らもともに数日前にＳランクへの昇しよう任にんを果たしております」

　へぇ……。Ｓランクねー。

「Ｓランクがどれほどかはよくわからないけど。またガセネタじゃないのー？」

　カーラにはＳランクがどれほどすごいのかいまいちピンと来てはいなかったが、名めい称しようの仰ぎよう々ぎようしさからそこそこのランクであると当たりを付けていた。

「調査済みです。……確かに数日前まで、連中は姫ひめ様さまの言う人相の男と行動を共にしていたという、証言があります」

「ほんとぉ？」

　カーラは懐かい疑ぎ的てきだ。いくらギルドで高名な冒険者だからと言って平民には違いない。信用するにはいささか材料が乏とぼしい――。

「で、なに？　そのぉー……Ｓランク？ってのは、すごいの？」

「…………さて。大半の冒険者は乞食と変わりませんよ」

「……こ、乞食って――アンタ口くつち悪ッ！」

　興味なさげなビビアンにカーラも呆あきれ顔がお。

「まぁ。Ｓランクなどの一部の冒険者なら多少は――といったところでしょうか。所しよ詮せんは騎士にも王宮魔術師にもなれなかったゴロツキ集団ですよ」

　ペッと反へ吐どでも吐はき掛かけんばかりのビビアンにカーラはジト目を向ける。

「アンタ、冒険者に恨うらみでもあんの？」

「別に？……まぁ、そのあたりは、一度お会いしたほうが分かるかと思います」

　ん～??

「??…………まぁ、もとよりそのつもりだけど――って、」

　カーラ姫は首をかしげながら、書類の束をビビアンに返すと、一度居住まいを正して応接室の前に立つ。

　いつの間にか、情報提供者であるカッシュたちが待つという部屋の前に来ていた。

　――いたのだが……。

「気を付けぇぇぇえ!!」

　ガガガガガガガガン!!

「え？」

　突とつ如じよ、軍ぐん靴かを打ち鳴らす音に廊下が包まれる。

「へ？　え？　へ？　なにこれ？」

「……カーラ殿でん下かにぃぃぃぃいい――――」

　カーラが到とう着ちやくしたとみるや否いなや、声を上げる下士官が出で迎むかえる。

　そのわきには、完全武装の兵士たちが待ち構えているではないか！

「ちょ、ちょちょ、なになになに?!……こわっ!!」

「――敬礼ッ!!」

　バババババババババッ！

　息の合った敬礼を受けてドン引くカーラ。

　儀ぎ礼れいならともかく、城内で、しかも応接室の前で受ける態勢ではない……。

「ちょ……！　なに?!　怖こわい怖い！　なんなのよ?!」

　しかも、その護衛の兵士たちは完全武装で、さらには、応接室に隣となり合う部屋にも、いつでも突とつ入にゆうできるように近衛クラスが十人も控ひかえているという物ぶつ騒そうな体制だ。

「ご苦労」

　と、ビビアンは全く動じず、兵士たちに敬礼の手を下ろさせると、どこか満足気に、ドヤ顔をしている。

　一方、腕うでを胸に掲かかげて最敬礼する近衛兵たち。彼等はそのまま直立不動――――。

　物々しいこと、この上ない……。

「………………いや。ちょっと、どういうことよ？　説明して。な、なんで城の中に。近衛兵が一コ分隊も詰つめてるのよ？」

　ジト目でビビアンを睨むカーラ姫。あまりの物々しさに少し腰こしが引けている。

「は？……そりゃあ、アンタ――相手は腐くさってもＳランクです。用心のためと考えてください」

　アンタって、おまッ!!

「だいたい、姫様。先日の件を忘れたんですか？　城の中とはいえ油断できますまい。ましてや、うさん臭くさい冒険者ですぞ？」

　――………………あーなるほど。暗殺者の一件はカーラにも堪こたえた。……だけど、

「だからって、完全武装の近衛ってちょっとやり過ぎじゃ――……」

「とんでもない！　もっと人員を増やしたいくらいです」

「おーーーーーーげさなーーー」

　やれやれと肩かたをすくめるカーラ。しかし、ビビアンはいたって真面目だ。

（……でも、そっか。腐ってもＳランクってことね――――……）

「ま、まぁいいわ」

　先日も、帝てい国こく使者に化けた暗殺者騒さわぎがあったばかりだしね。冒険者なら更さらに化けやすいだろう。

　少し大げさにも見えるが、相手の実力を勘かん案あんすれば納なつ得とくできなくもない。

「……けど、アンタも同席しなさいよ」

「無論です。姫が仕事を丸投げ――――……コホン、ご下知ゆえ、最後まで見届けます」

　ふふん、となぜか胸を張るビビアン。

　鎧よろいの下からでもブルンと震ふるえる胸部装そう甲こうがすごい……。

「丸投げって……――おま、さっきから口の利き方ぁぁぁあ！」

　コイツはすぐに調子に乗りやがる！　しかも「おっと、テヘヘ」みたいなリアクション。

「むぐぐぐ……。アンタをぶん殴りたいッ」

　さすがにイラァと来たカーラであったが、近衛兵たちの眼前である。

　しかも彼らが扉を開け始めてしまったので、客人の前で無様な姿を晒さらすこともできずに超ちよう高速で顔に微び笑しようを浮かべた。

「こほんッ」

　ニッコォォオ！

「……お勤めご苦労様」

「はっ！　光栄であります」

　うん……王族たるもの、いついかなる時も表情くらい作れるというもの――。だけど、その情報提供者とやらとの面会前だというのに、さっそくモチベーションがガタ落ちだ。

　……ビビアンめぇ。

「――――てめぇ、後で覚えとけよ」

　じっとりとした視線をビビアンに向けるのを忘れない。

「んっん～！　で、では、まずは面会してみましょう」

「……チッ」

　ビビアンが咳せき払ばらいし、カーラは舌打ちすると、部屋の前についていた護衛兵が重々しく扉を開け、口上を述べる。

「カーラ様の、お成ーーーーーりーーーーーー！」

　ゴッゴゴゴン…………。

※　※

　ギィィィィイイイ……。

　重じゆう厚こうな音を立て豪ごう奢しやな扉が開いていく。

　その扉が開ききったのを確認した後、たっぷり３秒間時間を置き、カーラは入室した。

　しゃなり、しゃなり、と上品に歩くカーラ。ふかふかの絨じゆう毯たんは超高こう級きゆうで足音一つしない。

　そして、この高貴な空間にあっては冒険者ごときなら平ひれ伏ふしてしかるべき――……。

　って、

「…………………[image: ]？」

　だが、カーラが目にしたものは果たして。

　そして、彼女が室内に入って開口一番――――。

「な、何、こいつ等……」

　ギャハハハハハハハハ！

うひゃはははははははは！

　入室してきたカーラのほうを見ようともしないばかりか、粗そ野やな雰ふん囲い気きの冒険者風の男女がゲラゲラと笑い転げている。

　しかも………………なんか、めっちゃくつろいでるし。

「おいおい！　なんだよ、この絨毯?!　役所にしては金掛けすぎだろぉ?!　税金の無む駄だ、ゼーキンのぉ！」

　ギャハハハハハハハハハハ！

「カッシュ、カッシュ！　見てみてー。この蝋ろう燭そく……蜜みつ蝋ろうだよ?!　ねね、貰もらっていいよね？　貰っちゃおーよー」

　きゃはははははははははは！

「下品ですよ、メリッサさん。備品は持ち出しちゃだめですよー。この茶ちや菓が子しならいくらでもどーぞ。あーうま!!」

　ウヒャハハハハハハハハハ！

「いいじゃねーか。俺たちは貴重な情報提供者様だぜ？　蝋燭の一本や二本、かまやしねーよ。俺はこの銀の燭しよく台だいをかっぱらってやったぜ、ギヒヒヒヒ」

　ヒャーハッハッハッハッハ！

ゲラゲラゲラゲラゲラゲラ！

げひひひひひひひひひひひひ！

「あー…………部屋間違った？　ここって、動物園よね？」

「いえ、ここです。あってます」

　シレッと答えるビビアンに、引きつった笑えみを返すカーラ。

　そのまま、ギギギギギギギ、と首の油が切れた人形のようにゆっくりカッシュ達を振り向く――。

「えーっと……」

　……一言でいってチンピラ。それも最低クラスのクズ。

「ホントにこいつ等？　なんか臭くさいんだけど」

「いえすＹＥＳ。臭いのは同感です」

　鼻をつまみながらコクリと頷くビビアン。

　部屋に漂ただよう獣けもの臭しゆういに、下げ卑びた笑い声――……。

　そしてなにより、カーラが入室してきてもチラリとも視線を向けない無礼者ども――。

　そう。……そんな連中が王宮の豪ごう華かな応接室で馬鹿笑いをしているのだ。

　ギャ～～ッハッハッハッハハハ！

うひゃひゃひゃひゃひゃひゃ!!

　あろうことか、王族を目の前にしてめっちゃくつろいだ体勢で――。

　……ソファの上とかでボヨンボヨンと跳はねているわ、土足でテーブルに足をのせるわ。オマケに茶菓子を食い散らかしてやがる……。

「あー…………」

　二の句が継つげなくなっているカーラの目の前で、

「ギャハハハハハハハハ！　おい、メリッサ、それくれよ」

「やーよー。あ、おいしー！」

　ボリボリ、バリバリ。

「おや、ルークさん、こっちのチップスいけますよ」

「お、いいじゃねーか。ムッチャムッチャ」

　クッチャクッチャ。

「えー…………」

　せめて、口を閉じて食え。

　さっそく、ぴくぴくと口角が引きつるのを感じるカーラではあったが、

「……み、皆みな様さま、大変長らくお待たせしました。私わたくし、当件を預かる――」

　鋼鉄の自制心を発揮してにこやかな笑みを浮かべた。……だが、

「あー……まったく、茶の一つも出さねぇで、待たい遇ぐうわりぃよなー」

「ほんっとよ、こっちは貴重な情報提供者だってのに」

「まぁまぁ、もう少しの辛しん抱ぼうですよ。ゲイルの情報を売るだけで金一封。有力な情報なら更に高額になるっていうんですから」

「ぎゃはははははは！　楽勝過ぎて笑いが止まらねーなー」

　ひゃーっはっはっはは！

いーっひひひっひひ!!

　近衛兵たちにカーラの入場を告げられていたというのに、こっちを見もしない。

　それどころか、完全に無視して茶菓子をカッ食くらっている。

　本来、客人に準備されているもので、別にいいっちゃいいんだけどね――……。

「……あーーーーー。ビビアンさんや、こいつ等……殺してもいいんだっけ～？」

　語ご尾びが震えるカーラ。相当来てます――。

　ピクピクと表情筋がひきつるカーラであったが、グッと堪える。

　さすが王族……！　そこにしびれるぅ！

「いいですけど、まずは話を」――ええんかい！

　ほっほ～う……。こいつ等から話を聞けとな？

　この、生まれついての無礼者どもから、王国の息女――カーラ・ド・グルカンが?!

「いえす――――ブフッ」

　をい。

「お前、今笑っただろ？」

「笑ってません……！」

　シレッと目をそらすビビアン。

「……おい、目ぇ見て話せや」

「ヤです」

　露ろ骨こつに目をそらすビビアンにカーラは青筋を立てながらも、王族のド根こん性じようをフル動員して笑え顔がおを作る。

「ちっ……」――後で覚えとけよ、マジで。

　ひっひっふー。ひっひっふ～～。………………うん、落ち着いた。

　コホンっ……。すぅ――。

「み、みなさ～～～～～ん♪　カーラで～～す。ご注目くださいませぇ」

　カーラは王族のプライドを捨て、にこやかに――……。

「ブハッ!!」

　吹ふき出すビビアン。必死で笑いをこらえているようで肩がプルプル震えている。

　…………あとで、マジでぶっ殺す。

　そう、殺意をフツフツと滾たぎらせていたところに、クルリと振り返るリーダー格の男。

　薄うす汚よごれた雰囲気のまま、よたりをつけてカーラを下から掬い上げるように見ると、

「おぅぅ……！　お～ぃ、ようやく来たか！　おっせぇぇえええんだよー!!」

　ペッ、と茶菓子の欠片かけらを吐き出しつつ、頭目であるカッシュがカーラに向き直った。

「そーよ!!　貴重な情報提供者をいつまで待たせる気よ!!」

　ついでに調子に乗るクソ女冒険者メリツサ。

「…………は[image: ]？」

　直後、ピキッ、とカーラの表情が凍こおる。

「あはははー……。私にむかって、随ずい分ぶんなお口ですことー」

　精せい一いつ杯ぱい精一杯我が慢まんして笑顔を作り、かな～～～～～～～り下した手てに出たはずなんだけどなーと。

　ビキビキ!!　と額に無数の青筋が浮いていく。

　だが、そんなカーラの様子にカッシュ達たちが気付くはずもない。

「んっだ、てめぇ？　小こ娘むすめが、何十分も待たせやがってよ～」

「そーだそーだ！　迷めい惑わく料りよう、はーらーえー！」

　ビキビキビキビキッ！

　ほほう？　王族相手に迷惑料と来ましたよ?!

「う、うふふの、うふふふ……。お、落ち着くのよ、カーラ。これはレタス。アレはカボチャ。こいつらは野菜だと思えばそんなに腹が立つことも――……」

　仕方ないとばかりに笑顔を作って正面に向き直ると、

「え～～っと、カッシュさんでしたね？　私わたくしは――」

「[image: ][image: ]ん!?……カッシュ、さん――だぁ?!」

　ダァン!!

　目の前でふんぞり返っている剣けん士し風の男。足を豪奢なテーブルにのっけて、限界までのけぞる。

「おうおうおうおう、もっぺんいってみろや、お～～～～ぅ？」

「は？　え？」

　――は??

　確か、聖騎士のカッシュ・ビルボアだろう。間ま違ちがったかな？　とカーラは目を泳がせる。

「は、はい。カッシュ……さん。ですよね？」

「おいおいおいおいおいおいおいおいおいお～～～い。違う違う違う違う違～～～～う！」

「は？　え？　何か……？」

　ええ～？……何が違ったのだろうか？　もしや、隣となりの盗とう賊ぞく風の男か魔ま法ほう使つかい風の男のほうがカッシュだったのだろうか？……どうみても聖騎士という風ふう貌ぼうではないけれど――。

　……う、う～ん??　カーラは事前情報を思い出しながら首を傾かしげる。

「これだからよー。おいお～い、俺おれらを誰だと思ってんだ？　木こっ端ぱ役人よぉ～」

　こ……。こ――――?!　木っ端ぁ??

「は、はぁぁあ？　こ、木っ端、役人……？　わ、私わたくしが……？」

「ブフゥッ……！」

　ジロッ!!

「しーん」

　ビビアンさん。顔をそむけてますけど、絶対笑ってますよね？

「……笑ってません」

「嘘うそつけ」

　って、

「おいおい、どっち向いてんだ？　[image: ][image: ]ん?!　きっちょう貴重～～～～～な時間を割さいて出向いてやったのに、なんだこの対応はぁぁあ?!」

　ダァン！　さらに足をテーブルに置き顎あごをそらして超ちよう上から目線でカーラを見ると、

「わかってんのか、あああんん?!　こっちは貴重な情報提供者さまだぞ！　そ・れ・に・よ」

　チャリーン！　と、テーブルに雑に投げられる何かの金きん属ぞく片へん。

　そこには大きく「Ｓ」と刻まれているが、

「おうおう。目ん玉かっぽじって、よ～～～～く見ろッ。……俺たちはなぁ、Ｓランク冒ぼう険けん者しや・さ・ま、だぞ！　あ?!　わかってんのか？　[image: ]?!」

「は、はぁ……そうですねー」

　興味なさそうに認識票ドツクタグを見つめるカーラの態度が気にくわなかったのか、ビキス！　と顔に青筋を浮かべるカッシュ。

「……そ・う・で・す・ね、だ～～～～?!　っかぁ……これだから、物の価値を知らねぇ低能の小娘はよー」

「は、はぁ……。そーですかー。低能ですかー。……では、この低能な小娘にわかるように教えてくださいー」

　もはや怒いかりを通り越こして哀あわれみすら覚えるカーラは、さらにへりくだる。

　なんか段々顔がにやけて来た。

「ばーーーか、だったら、カッシュ・さ・ま。だろ？　あぁん?!　小娘の木っ端役人とは人間の出来が違うんだよ！　わかったかぁあ!!」

「は、はぁ……。『小娘のぉ』『木っ端』ですかー」

　――ほっほ～～～ぅ。言うねぇ、カッシュさんとやらー。

（だんだん、楽しくなってきちゃったわー、あはは～）

　……もはや怒りを通り越して、すぅーと顔から表情が消えるカーラさん。

　人間、怒りの限界を超こえるとこうなるんだなーと、ちょっと冷静に自分を見ているカーラがいたとかいなかったとか……。

「……んっだ。その顔はぁ！　わかってねぇようだから、教育してやるぜ――――ほら、『カッ・シュ・さ・ま』……ハイ復唱」

　えー。言うのぉ？

「………………………カッシュサマー」

　渋々。しれー、と棒読みになるカーラ姫。

「ブフフッ……！」

　それを見て、聞いて、体をくの字に曲げて笑いをこらえているビビアン。

　…………あとで、マジで覚えとけよ。

「あぁ～ん？　聞ッこえねぇなー。ハイやり直し」

　パァンッ！　と、すかさずカッシュ達の合いの手が入る。

「……かっしゅさまー」

　――カーラの瞳ひとみからハイライトが消える。

「お、いいんじゃね？　なんか、情報提供したくなってきたねー」

　したくなってきたー♪

「いえい、いえぇ～い」

「やんややんや！」

「いいぞいいぞ～」

　ひゅーひゅー♪　と、囃はやし立てるカッシュと愉ゆ快かいな仲間たち。

「はい、もう一度ー」

「「「は～い、もういっかい♪♪」」」

　ぱぁん♪

　パァン♪

「カッシュ様っぁぁんー♪」

　パァン♪　「はぁい」

　パァン♪　「はぁい」

　カッシュの仲間たちもノリノリで緩い挑発的な拍手を入れての盛り上げ、万ばん歳ざい！

　……………………………カーラ、ニッコリ！

「はぁい」パァン♪

「はぁい」パァン♪

　パァン♪

パァン♪

パァン♪

「「「は～い、アンコーールぅ♪♪」」」

　アンコールぅ！

「カッシュ様～♪♪」

　いえーーーーーーーい!!　パチパチパチパチパチ！

「おーおー、よく言えましたにぇ～♪」

「「「言・え・ま・し・た、にぇ！　ぎゃ～ははははははは」」」

　カッシュ達もニコニコ。ニヤニヤ。……ゲラゲラゲラゲラ!!

　もちろんビビアン、ニッコリ。近衛兵たちもフルフェイスの奥おくで、ニッッ～～～～コリ。

　みんなニコニコ平和なひと時…………………………。

　――だぁん！

　そこに、テーブルの上に両足をのせていたカッシュが、ついにテーブルの上に立ち上がり、両ポケットに手を突つっ込こんで、偉えらそうにカーラを見下ろした。

「……いいね、いいねぇ～！　よーく、わかって来たじゃねーか！　おぅ?!」

「…………………………えぇ、よ～～～くわかってきました」

　ニコッ。

「クケケケ。それでいいんだよ！　俺はなぁ、この町の冒険者のトップだ!!　そして、そのカッシュ様率いる『牙狼の群れウルフパツク』にタメ口利けるのは、王族くらいなもんだぜ、ぎゃーはははははははは！」

「はー……王族くらいですかー」

　ほっほ～～ぅ。

「おーよ！　王様や王女様くらいなら、まぁ、膝ひざついて話してやってもいいけどよー。王国府の木っ端役人相手なら――ま、話ができるだけでもありがたく思いな」

　そういって、ピンッ、と王国府が出しているお触れの紙をテーブルに放り投げた。

「……ほら、このお触れの紙の有力情報持ってきてやったぜ！　まずは礼を言ってもらおうか」

　――ダンダンダン！　テーブルの上を悠ゆう々ゆうと歩き、カーラの前に立つとヌゥォォオンと見下ろし、足でお触れの紙を蹴けり寄よ越こす。

「おらぁぁ！　さっさと金きん一いつ封ぷうと謝礼をよこせぇ！　Ｓランク冒険者さまが、わ～ざわざ足を運んでやったんだぞ」

　ふんぞり返りのピーク！　カッシュさん的には、きんもちぃぃぃいいいいい♪　瞬しゆん間かんだ。

　ま……。その、ね。

「あーそー……」

　クルクルと横回転するお触れの紙が、テーブルの上を滑すべりカーラの前まで。

　それをトン！　と指先で止めると、

「ん～～っとぉ、」

　ガラリと空気を変えたカーラは、

「…………あぁのぉさぁー。カッ・シュ・さ・ん・さぁー」

　両手指を組んで、その上に顎をのせると、上品に笑って言う。

「だーーーかーーーーーらーーーーーー！　カッシュ様だっつってんだろうが!!」

「カッ・シュ・さん」

　わざと「さん」を強調してにこやかに言うカーラ。目は…………まったく笑っていない。

「だから、この小娘の木っ端役人がぁ!!　カッシュ様だっ！……つってん――――――」

　…………こほん。

「カッシュさん。……そういえば、まだ名乗ってませんでしたね――……」

「あ？　名前だぁ?!」

　カッシュが余計なことを言おうとするのを手で制して口を開くカーラは、

「――――――　私わたくし、」

　そっ、と席をたって一歩引き、スカートの端はしをもって優雅に一礼カーテシー。

　……パチンッと指を弾はじく。すると――。

「……だから、木っ端役人の名前なんざ――」

　ザッザッザ！――ドンッッッ！

「「「捧げぇぇぇえープレゼエエツエエン……剣ッソード」」」

　ガチャキッ!!

「ひぇ?!」「「「ひょぇ?!」」」

　驚おどろくカッシュ達をしり目に、カーラが合図すると同時に近衛兵たちが抜ばつ刀とう！　旗手はカーラ姫、その背後にたち――バサァ!!　と室内用の短旗を捧げ持った。

　儀礼用栄えい誉よ隊列――旗手中央。

　それは王国の紋もん章しようを象かたどっており、ちょうど背後には肖しよう像ぞう画がが飾られていた。

　ついで、ガシャ!!　と、近衛兵たちがワザとらしく剣の切っ先をぶつけて強調した先には、王族の肖像画がズラリ――。

「な、ななななななに？　なんなの?!」

「び、びびびびい、ビックリした～?!」

「……兵隊の栄誉礼？　っていうか、あの顔どこかで――」

「お、おい。あれ…………もしかして」

　タラリと冷ひや汗あせを流したルークとノーリスが壁かべの肖像画を指さす。その中の一つ。

　美び貌ぼうの王女の御ご尊そん顔がんが……ががががががが。

「え？」

「あ？」

「う？」

「お？」

　壁に飾かざられた肖像画とカーラの顔へ、視線を行ったり来たりするカッシュたち。

　徐じよ々じよにポカーンと口を開けだす４バカの前には、優雅に一礼したカーラの姿があった。

「――……カーラ・ド・グルカンと申します。以後お見知りおきを」

　ニコッ。

　きれいな笑顔にあいまいに頷うなずくカッシュたち――。

　ごくり。

「あ、あ、あ、あ、あー……」

　やけに大きくのどが鳴り、カッシュが何か言おうとして口を開くも――。




　しーーーーーーーーーーーーーーーーーん。




　カ、

「…………か、カーラ……しゃん？」

「いえす」

　静かに頷くカーラに、ブルリと震えるカッシュ。

　その後、つつー……とさり気なく一歩下がる。

「お、王女さ・んの……――い、いえ！　王女様の?!」

「おふこーす」

　瞑めい目もくし、そうだと首しゆ肯こうするカーラ。

　それを見るまでもなく、そ～っと、テーブルから下りるカッシュ。

「こ、この国の――……？」

「一応、王女してまッす」

　そーっと片かた膝ひざをつくカッシュ。

　ダラダラと冷や汗をながしつつ、小刻みに震えながら上うわ目め遣づかいでカーラの様子を窺うかがうと、

「か、かかかか、カッシュ・ビルボアと、もう、もももも、申します……！」

「………………ヨロシク、にぇ？」

　クリリと眼を見開いたまま、ニコリと首を傾げるようにカッシュを見つめる。

　すー……と、自然な動作で頭を垂れるカッシュは顔面蒼そう白はく。

「あーう……え～……ほ、本日はお日ひ柄がらもよく」

　……んふ♪

「…………ＹＯＵたち曰いわく、王族くらい――のカーラでっす」

　よーーーろーーーしーーーくーーーニェ？

　ニッコォォォオ……！

　指の上に乗せた顎が限界まで傾けられて、邪じや悪あくにほほ笑む。

　その笑みを見た瞬間、カッシュ達がピシリと凍り付き、油の切れた人形のように、ギギギギギと、仲間全員が部屋を見み渡わたす。周囲は、完全武装の近衛兵だらけ。

　逃にげ場ばなんてねーーーーー。

　ギギギギギギギ

　す、

「す？」

「「「「すんまっせんしたぁっぁあああああああ!!」」」」

　ぺっこぉぉぉおおお!!　と、それはそれは見事な土下座を決めた４馬鹿がいたとかいなかったとか――――。その後は、実に話がスムーズに進んだ。

「も、ももももも、申し訳ありません！　この馬鹿どもが大変失礼をしましてぇ！」

　カッシュがあからさまにメリッサたちを指さして、平身低頭平ひら謝あやまりする。

「ちょ?!　アンタ、そりゃないでしょ！」

「えぇぇ?!　いきなり仲間を売るつもりですか?!」

「おいおい、それでもリーダーかよ……！」

　仲間から非難轟ごう々ごう。カーラは黒いニコニコ顔のまま、

「いや、この馬鹿ども――って、アンタが主に一番馬鹿だからね？　一番態度悪いからね」

「ははー！　も、もうしわけもー！」

　リーダーの威い厳げんもクソも、ましてやＳランク冒険者の面おも影かげなど微み塵じんもない様子でペコペコ謝るカッシュ達にカーラはあきれ返っていた。

　盛せい大だいにため息をついた後居住まいを正し、カッシュを正面から見み据すえると、

「あー……で、さー。話が進まないから、本題に戻もどるけど、」

「お、おう！」

「………………『おう』？」

　若じやつ干かん調子に乗りそうな気配を感じて、すかさず調教。

「……は、はい！」

「ん。せやな。そこは『はい！』やな。そら敬語つこうたほうがええと思うで。……あと、いつまで土下座してるつもりなん？」

「は、はぃぃぃ！　すんませんー！」

「「「ごめんなさいぃぃぃい！」」」

　器用にビョ～ンと飛び跳ね、三角座すわりに直る４馬鹿ども。……せめて正座にしろや。

「……いや。普ふ通つうに椅い子すに座っていいから」

「さ、ささ、さーせん！」

「「「さーせんッしたぁぁ！」」」

　そして、やたらと返事だけはイイ。Ｓランク冒険者は皆みなこうなのだろうか？

「で…………。本題」

　ギロリ！

　カーラの目力にビクリと後ずさる４馬鹿どもに、カーラはカッシュが投げ寄越したお触れの紙の向きをつつーと変えてから連中に見える様に示す。

「………………アンタら、彼を知っているんですって？」

　そう聞いた瞬間のカッシュ達の表情の変わりようと言ったらまた――……。

　ダラダラ汗を流していた連中が、ニチャァと表情を変えるのだからひどく気持ち悪い。

「へ、へへへへへ。も、もちろんでございますぅ」

「ほんとぉ？」

「ももも、もちろんでございますぅ！」

　ジトーと睨にらむカーラ。だってコイツ等の所業を見るに信用しろというほうが難しい。

「ふ～ん……。じゃあ、特とく徴ちようを言ってみてよ」

「へ、へい！　まずは、黒くろ髪かみ、黒目の中肉中背！」

　そんな人間腐くさるほど居るわッ。

「あ、あとぉ！　服装がダサい!!」

　ッ!!　おっとー……！　これは近い。メリッサの発言にピクリと眉まゆを動かすカーラ。

「続けて」

「は、はい、はい！　あー……そうですね。え～っと、あ！　アクセサリーもダサいはずです！　壊かい滅めつ的てきなセンスで――」

「それはない」

「え？」

　ピシャリと締めるカーラの発言にノーリスが硬こう直ちよくする。

「い、いや……その――」

　しどろもどろになるノーリスにカッシュ達が脇わきからゲシゲシと蹴りをいれる。

　一国の王女に無礼を働いた後なのだ。機き嫌げんを損そこねれば首を刎はねられてもおかしくはない――。

「ま、ままま、まってくれ！　奴やつの名はゲイル！　も、元仲間で呪具師の男なんだ！　ほ、ホラこれ見てくれよ！」

　慌あわてた様子で懐ふところから取り出したのは解呪の呪じゆ符ふ。ゲイルが内職でシコシコ作っていたものらしい。

　……どうやら、手て癖くせの悪いルークが数枚ほどくすねていたらしい。

「むぅ……？」

　それを見てハタと動きを止めるカーラ。

　そういえば、露ろ店てんにこんな感じの呪符が並んでいた気がする。

「これは……。ふむ、確かに間違いありませんね」

　何かに気付いたビビアンはカーラに向き直る。

「ん？　どゆこと？」

「姫ひめ。奴の捜そう索さく中に判明したことですが、たしかにその男――呪具師の男は、露店販はん売ばいの際に、これと同じ呪符をオマケとして配布していたようです」

「え？　そうなの？　私貰ってないけど……？」

　ムスッとしたカーラであったが、

「それはきっと、閉店前だったからではないですか？　あるいは姫が急ぎ過ぎてもらい忘れたか――」

「あー……そういえば、そうだったかも――って、アンタたちが急せかすからでしょ！」

「勝手に城を抜ぬけ出して何て言い草ですか――……はぁ。おい、ルークといったな？　これは本当にその男――ゲイルのもので間違いないな？　お前自身が露店で何か買ってオマケでもらったわけではないな?!」

「ち、違う違う！　こ、これは正しよう真しん正しよう銘めい、ゲイルからくすねた――……あー貰ったものだ！　ほ、ほかにもいくつかあるぞ！」

　そういってルークが道具袋ぶくろから取り出したいくつかの呪具を見てカッシュ達はドン引き。

「る、ルークお前……」

「おえー。よくそんなもの持ち歩いてたわね……。最近の不運ってそれのせいなんじゃ？」

　ダークスケルトンの犬歯の指輪

　肉食スライムのパレットナイフ

　魔ま女じよ粉末のネックレス

　……ｅｔｃ。

　アンデッド素材から作られたものだが、どれもこれも金歯であったり、宝石の結けつ晶しようであったりとちょっとした価値のあるものばかりだ。

　見た目が骨だったり、明らかにモンスターの死体の一部を加工したものであるという点を除のぞけば――。

　誰だれもかれもが気味悪そうに見ているが、反対にカーラは目を輝かがやかせていた。

「す、素す敵てきング……！」

「「「「……素敵ングぅ?!」」」」

　食い入るようにそれらを見つめるカーラは言った。

「――こほん。なるほど……。これはどうやらある程度真実のようですね」

「「「「いやいや！　全部ほんと、全部ほんとですからー！」」」」

　必死でアピールするカッシュ達をガン無視しつつ、指輪やナイフをうっとりと見つめるカーラ。

「……いいでしょう。――ビビアン。彼等に報ほう酬しゆうを。それと――」

「え？　ま、マジでですか？……姫、まさかそのクソダサイ品に心惹ひかれているだけではありませんよね？」

「ち、ちがうわよー」

「……目ぇ見て話せや」

「うっさいわね！　私がいいと言ったらいいの！　えー、カッシュといったわね？」

　ビビアンのツッコミを全力でごまかしつつ話を進めるカーラ。

「は、はぃぃい！」

　机に額をゴリゴリ押おし付けるカッシュに、金貨が詰つまった袋を投なげ渡わたす。

　それをそっと開いて「おぉぉぉ……」と目を輝かせるカッシュ達に言葉を投げた。

「……彼に御礼をしなければならないの。そう、御礼をね。……わかるわね？」

　意味深に言うカーラに対し、カッシュは高速首肯でブンブン首を振ふる。

「おおおおおお、お任せください！　このカッシュ・ビルボア――一命に替えましても！」

　バシン！　と時計の針のようにピシリと立つと近衛騎き士しのように最敬礼して見せる。

　そうして追加の報酬を前金として受け取り、カッシュ達は城下に散っていった。

　カーラの言葉を盛大に勘かん違ちがいしたまま……。

　そう。カーラは別に意味深なことを含ふくめていったわけではない。

　ただ本当に「ゲイルに御礼がしたい」という言葉通りの意味だったのだ。

　だが、その言葉を額面通りに受け止めたものはこの場にはほとんどいなかったのだ――。

※　※

「へ、へへへ！　やったぜ！　依い頼らい料りようＧＥＴだぜぇ！」

「あは！　やったわね、カッシュ！」

　王国府から晴れ晴れとした顔で姿を見せたカッシュ達。

　連中ときたら、さっきまで仲間同士でギャーギャー言い合っていたのが嘘のように、目を＄マークにした４馬鹿がウハウハ顔だ。

　カーラから貰もらった報酬と前金を見て、わかりやすいくらい現金にはしゃいでいた。

　無一文から、突とつ然ぜんの大金だ。気持ちはわからなくもないが……。

「では、さっそくゲイルさんを捜しに行くとしましょうか。……なーに、すぐに見つかりますよ」

「そーそー。あの糞ふんみたいなセンスの呪具師なんて他にいるかよ。簡単かんたん。……間ま抜ぬけ面のダサい恰かつ好こうの男を捜せばいいんだからよ。ゲイルを見つけるなんて朝飯前ってなもんよ！」

　ルークの言葉に大きく頷くカッシュ。

「その通り。……まずは手分けして王都中を聞き込みだ。メリッサは露ろ店てん街がいと商業ギルド。……マジで露店をやってるかもしれないからな」

「了りよう解かい～♪」

「それと、ノーリスは冒険者ギルドと宿を当たってくれ。あのバカのことだ。どうせ未練がましく俺たちの傍そばにいる可能性もある」

「なるほど、あり得ますね――わかりました。そっちはしらみつぶしに当たってみましょう！」

　まずはゲイルがいそうな場所から重点的に当たる。

　もちろん、それらは既すでに王都中の騎士が総出で捜索していたのだが、カッシュ達はそれを知らない。

　そして――。

「……ルーク。お前は王都門前の辻つじ馬ば車しやを当たってくれ。…………ないとは思うが、念のためだ。ゲイルの奴が万が一にも王都を出ているかもしれんからな」

「なるほどぉ！　俺っちに任しときな！　あの間抜け面を見たら忘れるやつはいねぇから、簡単さ」

　さすがは元仲間。カッシュ達は的確にゲイルの行動を読んでいた。しかし、その一方で、万が一の可能性で町を出ているとはさすがに思っていなかったようだが――……。

「……それにしてもゲイルめ、王族相手に何をやらかしたか知らねぇがタダで済むものかよ。くくく！　俺たちはテメェをパパッと見つけて、フン縛しばって突き出せば依い頼らい完かん了りよう――」

　仲間を捜索に送り出したカッシュは仁に王おう立ちで愉ゆ悦えつの笑みを浮うかべる。

「なんたって、俺たちは奴の特徴を知っているからな――楽勝……楽勝過ぎるぜ！　これが一石二鳥かぁ？　ゲイルに意い趣しゆ返しをして金も手に入る。散々ボコボコにして、王族に引き渡して『はい、終わり』――後は生皮剥はがされるなり、火あぶりになるなり好きにされるがいいさ。はーっはっはっはは」

　カーラの前での殊しゆ勝しような態度はどこへやら。

　相変わらずのデッカイ態度で意い気き揚よう々ようと城下町へ繰くり出すカッシュであった――。

　そして、それを城から見下ろす影かげがあった。もちろんカーラとビビアンだ。

「……姫。本当に連中でよろしかったので？」

「ん？……なにがよ？」

「いえ、その――。Ｓランク冒険者とはいえ、どうみてもただのチンピラではないですか？」

　カッシュ達を忌いま々いましそうに見下ろすビビアン。

「……いまさら何言ってんのよ？　そもそも、連れて来たのはアンタじゃない」

「それはそうですが……。私はただ、有力情報を持っていると判断したまでです。まさか、捜索まで依い頼らいされるとは」

　ビビアンは眉まゆ根ねを寄せつつ懸け念ねんする。カーラ姫の依頼を受けてゲイルを捜索するのだ。連中が道中でやらかしたりすれば、カーラに責任が及およびかねない。

　……ひいてはビビアンの責任にも――ゴニョゴニョ。

「だっ～てしょうがないじゃない。アンタたち無能なんだもん」

「[image: ]？　なんつったごらぁ？」

　さらっと、王国騎士を小ばかにするカーラにビキスと青筋を立てるビビアン。

「捜索を依頼してから一向に『彼ゲイル』は見つからないし、それどころかまともな情報も集まらないし、」

「あーそーですかー（こんな似顔絵一つでわかりますかって～の……！）」ボソ

　ビビアンはカッシュ達が持ち込んだ、町中に張られているお触れの紙に視線を落とす。

　そこには『ゲイル』の身体的特徴の他に、似顔絵が描えがかれているのだが――……。幼児並みの絵心で描かれたそれでは男か女かもわからないのだ。というか、これ人間……か？

　――ちなみにカーラ画である。

「何か言ったぁ？」

「べっつにー」

「ふん。まぁいいわ。それよりも……Ｓランク冒険者とやらの腕うで前まえを拝見させてもらいましょうか――一応監かん視しはつけているのね？」

「えぇ、一応つけておりますが……」

　どうやら、カッシュ達たちは完全には信しん頼らいされていないらしい。初対面の態度を見れば当然のことであるが……。







エピローグ「新しい朝と呪具師の日常」







　王都でそんなことになっているとは露つゆほども知らぬ当のゲイルはといえば――はるか遠くの農業都市ファームエッジでニヨニヨと笑っていた。




　――ぶぇえくっしょ～～～～ん！




「うー……。風邪かぜひいたかな？　それとも、俺のファンが噂うわさをしてんのか？」

　盛大にくしゃみをしていたとか、いなかったとか。

　その後は何事もなかったように、音をたてて鼻をかんだ後、再び作業に没ぼつ頭とうする。

　モーラと別れたあと宿に戻ったゲイルは一室を完全に閉め切りこもっているのだ。

　中で何をしているのかといえば、呪具の鬼おに火び生成器で青い炎ほのおを灯ともし、陰いん影えいの激しくなった部屋で怪あやしく笑っている。

「いーひひひひひひひ！」

　周囲には髑髏どくろミイラからはぎ取ったボロボロの布。

　そして、腐った血やら体液やらなんやらと――……。

　パッと見はカニバリズム。サイコホラーのワンシーンだ。

「くーっくっくっく！　リッチの肋ろつ骨こつを磨みがいて、魔ま力りよく耐たい性せいを上じよう昇しようさせ、闇やみ属性をＵＰ！　代わりに低下する光属性と物理防ぼう御ぎよ分を、ダークボーンスケルトンの粉末を混ぜて物理攻撃上昇と相そう殺さい。……さらに、サンダーウィスプの核かくの光耐性上昇と合わせればぁ――い～～ひっひっひ！」

　不気味に笑いながら一心不乱にアンデッド素材をいじくりまわすゲイル。

　別に怪しげな儀ぎ式しきをしているわけではない……。ないったらない。

　そしてついに、

「――で、できたぁ!!　ソーサラーからドロップした大たい剣けんに付呪を施ほどこした渾こん身しんの一作！　ファームエッジ逗とう留りゆう初記念作品……」

　その名も！

「呪のろわれし賢けん者じやの大剣――ザ・ディバイド、えぶしッッ!!」

「やかましいわッ!!」

　スパーーーーーン！

「いったぁぁあああ!!　って、あぁぁあああああ!!　刺ささった刺さった、剣が刺さったぁぁああ!!」

　いたたたた!!

　突然乱入したモーラがゲイルの頭を叩はたく！

　おかげで落ちた大剣がゲイルの足にザックリ！

　格好つけて、天てん井じように向けてババーーン！　と掲かかげていたものだからもう大変。

「いったぁぁああああ！　って、なんなん？　え？　君、なんなん!?　ここ俺おれの部屋！」

「私の部屋は隣となりじゃぁぁぁあああああああ!!　うるっさいのよ、昨日から一日中、『いひひひ！』とか『うひょ～たまらねー！』とか、朝から晩までピーチクパーチク！　あと、」

　つかつかつか、スパコーーーーーーン!!　と、ゲイルの頭に拳げん骨こつを落としたかと思うと、そのまま首根っこを掴つかんで窓まで引きずると、

「部屋ぁぁっぁあああ！　めっちゃ臭くさいんですけどぉぉぉぉおおおお！」

　ガチャァ！　バァァァンッ!!

　ゲイルが閉め切っていた窓を蹴り上げるモーラ。

　その脚きやく線せん美びが、朝日を受けてキラリと輝く。

「ひゅ～♪」

「口笛吹ふいて茶ちや化かしてんじゃないわよ！　換かん気きくらいしなさいよ。なんなの?!　なに、この地じ獄ごくのような匂におい!!　ぅぇほぉ!!　げほげほ!!」

　ようやく大きく息を吸ったモーラが嘔吐えずいた。

「なんだよ、勝手に人の部屋に入ってきたかと思えば！　いいだろ、俺が自分の部屋で何してようと――」

「だ・か・ら……私は隣の部屋やっちゅうとんねん!!――こっちまで匂うのよ！　あと、なんか向かいの部屋の人に私の体たい臭しゆうが臭いみたいな顔されたんだけどぉぉお!!　乙おと女めの心の傷は深いのよ！」

　ああ、もう!!　と、モーラが頭を掻かきむしる。

「そ、それは悪かったよ……。だけど、ノックくらいしてくれてもいいだろ？」

「したっちゅうねん！　壊こわれる勢いでめっちゃしたわッ！　なのに、全然返事しねぇのはアンタでしょうが！　部屋に入っても全く気づかないで独り言をブツブツ、ブツブツ！　とキモいったらありゃしないわよ！」

「え、独り言?!　う、うそ――どのへんから……？」
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　ぎゃぁぁぁあああ！

　全部聞かれとる！　ゲイルの秘伝のレシピも全部聞かれとるぅ！

「驚くとこそこぉ?!　そんな作り方聞いても誰も真ま似ねしないわよ！　っていうか、部屋ぁぁ！　なによ、これ！　衛兵が見たらアンタ一発で逮たい捕ほされるわよ?!」

　朝日に晒さらされたゲイルの部屋は、一言でいうならグロい。

「へ？　なんで？　なんか変かな？」

「変しかないわ!!　『なんで？』っていう疑問が出るほうが、何で、だわ！」

　箪たん笥すの上にずらっと並んだアンデッドの頭部――……ほぼ頭ず蓋がい骨こつ。

　壁には剥はいだ皮やら、ミイラやゾンビからはぎ取った服の残ざん骸がい。そして、引き出しの中に無造作に突っ込まれている、各種アンデッドのパーツ等々。手とか足とか、肋骨とか。

「どーみても、悪あく魔ま召しよう喚かんの儀式にしか見えないわよ！　それか連続殺さつ人じん鬼きの部屋ぁ！」

「悪魔召喚じゃねーよ！　連続で人も殺さんわい！　っていうか、呪具作ってんの！　見たらわかるでしょーが！　ほらぁ！　足ぃ！」

　足に刺さった大剣をコレコレ！　とこれ見よがしに見せるゲイル。

「うっわ、痛いつたそー……」

「…………モーラのせいで刺さったんだけどね」

　ジト目で睨むゲイルをガン無視して、モーラは大剣をしげしげと眺ながめる。

「へー……器用なもんねー。これ先日のドロップアイテムよね？　売らないで改造したんだ？」

「改造っていうなよ……。付呪!!　呪符作製の応用だよ！　みてよ、これを！」

　ふふん、と胸を張って足から抜いた大剣を高々と指し示すゲイル。

　なんか、ゲイルの足から垂れた血を先せん端たんがチュウチュウと吸い取った気がするけど、気のせいだろうか。

「これはソーサラーのドロップアイテムで、入手難易度はレア中のレアらしいけど、見るところはそこじゃないんだぜ」

「あ、そ、そうなの？」

　急に目をキラキラと輝かせて語り出すゲイルに若干引いているモーラ。

　っていうか、足からの血がすっごい……。

「くくく、聞いて驚け」

「聞く前に驚いてるけどね」

　ばばーーん！

「何とこの大剣、見た目のカッコよさはもとより」

「カッコよくはない」

　…………。

「ごほん。性能は折り紙付き、元の大剣についていた付ふ与よ効果に『出血』の効果があったのを更さらに高めて、血を吸い使用者の体力に変へん換かんする『吸血』の効果を付けました！　そして、なんと斬ざん撃げき力りよくはダークボーンナイトの骨を砥と石いし代わりにして磨いたことで＋１５０％の増加！　さらに、魔力耐性を上昇させ、魔ま法ほう攻こう撃げきに弱い剣けん士しをサポートおぉおお！　オマケに闇属性耐性付けときました!!　ア～～ンド、軽量化と防ぼう塵じん処置つきデーーーーーーーース！……あと、呪われています」

「あ、うん。すごい……の？」

　突とつ然ぜん饒じよう舌ぜつにぺらぺら喋しやべり出すゲイルに引きつった笑みを浮かべるモーラ。

　若干引いていた彼かの女じよは既に若干からドン引きになっている。

「凄すごいよ！　すごいよね！　何より見て、これ、この輝き」――輝いてはいない。

「あ、うん」

「そして、この重じゆう厚こう感と相反する軽さ！　なにより、」――重厚感っていうか禍まが々まがしい。

「あ、うん」

「かっこいい!!」

「あ、それはない」

　モーラさん、そこは認めない。

「むむ……！　じゃ、じゃあ多種多様な性能はもとより、元のドロップアイテムのレア度を損ねないように考こう慮りよしつつ、さり気ない付呪のあとと、装そう飾しよく……つまり、かっこいい！」

　大事なことなので二回言いました。

「いや、だから――……」

「モーラにはこのセンスの良さがわからないんだ!!」

「いや、私限定ってわけじゃ……あーもう、はいはい。そんな目で見ないでよ」

　うるうると泣きそうなゲイルに、しょうがないなーと頭を掻くモーラは、

「悪くはないわよ？　センスはともかく、この性能――……魔ま法ほうに弱い剣士が前線で戦い続けられる良品ね。敵を切り裂さき、吸血により体力を回復させながら戦うスタイルはソロの冒ぼう険けん者しやには喜ばれそうね。なにより、元々の性能が高い所に斬撃力が＋１５０％増加か……。アタシは剣士じゃないけど、それほどの品なら、剣士垂すい涎ぜんの一品ね――呪いさえなければ、だけど」

　そう語って聞かせるとゲイルは目を輝かせてモーラを見る。

「も、モーラぁぁあ！　わかってくれ――えぶし！」

「ちょ！　どさくさに紛まぎれて抱だき着こうとするんじゃないわよ！　もう、油断も隙すきも無い」

　どうやらゲイルは理解者を得た気分になったのだろう。

　普通なら、だれも信用してくれないであろう性能についてもモーラは深い理解を示してくれたのだ。

「いたた……。殴なぐらなくても」

「乙女に触ふれようとするやつは殴られて当然でしょ！……ったく。で、そんな剣つくってどうするの？　アンタが使うの？」

「へ？　これ？　無理に決まってるじゃん。俺、呪具師だし？」

　……は？

「じゃ、じゃあ、なんで一晩中そんなもん作ってるわけ？　あ、売るためとか？　改良したアイテムは高値で――」

「趣しゆ味み」

　…………趣味かー。

　即そく答とうされて、モーラは遠い目をする。

「……アンタ、追放されても文句言えないわね」

「んなぁ?!　し、仕事はしてるぞ?!　お、オフくらい好きにしてもいいじゃん?!　そ、それにホラ、いずれ出品するしー！」

　いずれってなんだよ。

　それまでどうするんだよ？……まさか、部屋に飾かざるの??

「も、もういいわ。好きにして……」

「好きにするわい！」

　もっとも、そういうのも、ここ数日の付き合いでゲイルの持つぶっ飛んだ能力を目まの当たりにしたからなのだが……呪具限定ではあるけどね。それ以外の人間性は、善人であるということ以外、見るべきところはない――とくにセンス。

「センスもあるわい!!」

「人の心読まないでよ……。あと、センスはないから」

　納なつ得とくいかない顔のゲイル。

　だが、顔に出ていたかと思いモニュモニュと表情筋を揉もんでいるモーラをみて、ふと、

「そういや、今日はなに？　どうしたの？　ま、まさか、苦情クレームいいにきたの？」

「そんなわけないじゃない。……まぁ、匂いとか声とかはちょっと、割と、かなり、めちゃくちゃ、本気で勘かん弁べんしてほしいけど」

　モーラも冒険者だ。少々の苦境くらい我が慢まんできる。

　もっとも、限度というものはあるけどね。

「ん～？　じゃ、なんで？」

　ゲイルは、寝ねる間も惜おしんで一晩中呪具を作っていたわけだが、既に新しい日は始まっている。

　農業都市ファームエッジのさわやかな朝がそこに――。

「……はぁ、決まってるじゃない」

　ニコリとほほ笑えむモーラ。

　さわやかな風とともに、モーラの青い髪かみがさわさわと流れ、陽光に輝いていた。

「……え？」

　――肌はだ寒さむい朝。

　朝日を背に受けた彼女はやけに眩まぶしく――……。

「――ふふ。一いつ緒しよに行きましょうよ？　今日もいいクエスト日和びよりじゃない」

　……そして、とても美しかった。

　ゲイルとモーラ。

　追放された呪具師とパーティを数日で脱だつ退たいした女支し援えん術師。

　後衛職二人の変わった臨時パーティが今日も農業都市を行く――。
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あとがき




　拝啓、読者の皆様。

　皆様、まずは本書をお手に取っていただきありがとうございます。初めまして、ＬＡ軍と申します。本作はお楽しみいただけたでしょうか？　少しでもお楽しみいただけていれば作者として無上の喜びです。

　私にとっては、本作を含めて９作目となる小説になります！　作家として複数のシリーズをだせるようになったことは感無量の思いです。

　それもひとえに応援してくださった皆々様のおかげであると思い、大感謝の気持ちでいっぱいです。今後ともよろしくお願いします。




　さて、本作品について少し。




　ネタとして思いついたのは、ドラクエ３の動画を見て、ふと昔プレイしていた時のことを思い出したことからでした。

　ドラクエ３でソロＰＴでバラモスまで倒せば、なにかいいアイテムがもらえるという噂があって、それを試すために勇者単騎で戦いに挑んだのですが、これがまた思いのほか難しく、仲間の重要性を痛感していたものです。

　しかし、ひとつ裏技のようなものがありまして、ソロＰＴで呪い装備の『般若の面』を装備した場合に限り、デメリットの『混乱』状態になるというステータス異常がほぼ無意味になるというものがありました。

　するとなんということでしょう。

　呪いの装備で「防御力＋２５５」というチート性能でありながら『混乱』状態になるため普段はまったく使えなかったはずのアイテムが、ソロＰＴで装備するだけで伝説装備を凌駕するアイテムになるのです。

　ふとそれを思い出したことから、ネタが脳内でプロットという形になり、呪具師のゲイルが誕生しました。




　そんなこんな経緯で誕生した「Ｓランクパーティから解雇された【呪具師】～『呪いのアイテム』しか作れませんが、その性能はアーティファクト級なり……！～」ではありますが、いわゆるなろう系の「追放ざまぁ」というジャンルの作品です。

　ゲイルはふとした弾みで追放されますが、じつはパーティで重要な役割を担っており、追い出したパーティは段々にっちもさっちもいかなくなるのに、追放されたゲイルはのびのび楽しむという構成です。

　ジャンルを知っている人には、間違いなく楽しんでいただけるものと思います。

　作中では、追い出した側が右往左往し、そして、主人公のゲイルは、ヒロインたちと生き生きと動き、泣き、笑い、戦うコミカルな作品となっています。




　是非とも、皆々さまにもゲイル達と同じ世界に浸り作品を楽しんでいただければと思います。




　続巻が出るならば、魅力的な女性陣やゲイルの活躍がさらにさらに堪能できることでしょう！

　そして、物語はまだまだ始まったばかりです。ぜひとも、今後とも応援のほどよろしくお願いします。

　最後に、本書編集してくださった校正の方、編集者さま、出版社さま、そして美麗なイラストで作品に仕上げてくださいました西ノ田先生、本書を取り扱ってくださる書店の方々、そして本書を購入してくださった読者の皆様、誠にありがとうございます。御礼をもってご挨拶とさせてください。本当にありがとうございます！

　敬具。




　追記。




　なんと、この作品。コミカライズしております!!――……出版社は講談社さま。ヤンマガＷｅｂ発からとなります！

　是非とも、小説、コミックともどもお手に取っていただき、ゲイルとモーラ、そしてたくさんのキャラクターの活躍を流麗なイラストとともに没頭してください。私も絶賛没頭中です！




　それでは、作中でゲイルの活躍をぜひともご覧いただきたく思います！

　コミックも小説ともども絶対に損はさせないので、お手に取っていただければ幸いです。

　次巻以降でまたお会いしましょう！




　読者の皆様に最大限の感謝をこめて、吉日







閑話『内職ゲイル』







　これは、ゲイルがまだ『牙狼の群れウルフパック』にいた頃のお話……。




「うー……腹減った」

　今日も今日とて切り詰めた生活のゲイル。

　先日、クエストから帰ったばかりだというのにもう金欠だ。

「カッシュのやつ、ケチ臭いんだよなー」

　一人、宿の机の上で作業中のゲイルは仲間でありリーダーのカッシュに対して愚痴をこぼす。

　もちろん、本人が居たら聞かれるだけでとんでもない目に合うので、鬼のいぬまに―――という奴だ。

　……まぁ、独り言を言っている自覚は本人にはないのだけどね。

「だいたい、何が材料費はゲイル持ちだよ！　全部、自分で賄ってますぅー……だ」

　財布の中身を思い出してムカムカとするゲイル。

　だって、メリッサたちには同じだけの報酬を渡したくせに、ゲイルのはたったの銀貨５枚ぽっち。

　そんなの宿代と飯代であっという間に消えていくに決まっている。

　しかも、カッシュ達にあわせた宿のグレードならなおさらだ。

　なので、仕方なく内職に励んでいるわけだが……。

「……さて、とりあえずこれでいいかな？」

　トントンと自分で肩を叩きコリを解すと、いましがた完成したばかりの解呪の札を矯めつ眇めつ見ると、不備がないことを確認した。

「ん。よし、完璧だな。サクっと納品しよ～っと」

　その札を３０枚ほどを束にすると、宿を出てギルドに向かう。

　……いつも通り、解呪の呪符作成の内職。

　これが結構実入りがいいんだ。

　ギルドでは、新人やらがモンスターの落とした装備を無警戒に装備して呪われることがよくあるらしい。

　だが、その解呪を行えるような高レベルの神官は王都のギルドにはいないのか、呪われてしまったときはもっぱら教会の仕事としているらしい。

　まぁ、それはそれでいいと思うんだけど―――。

（俺は利用したことないし……）

　―――だけど、それじゃあ新人があまりにも不憫だということでゲイルに白羽の矢が立ったわけだ。

　簡単に言えば、格安で解呪してやってくれないかというもの。

　もちろん、ゲイルがいるときは二つ返事で解呪を請け負っているけど、

　ゲイルだって常に王都にいるわけじゃない。なにせ、じき「Ｓランクパーティ」と目される『牙狼の群れウルフパック』の一員だからな！

　だから、不在間にも解呪ができる様にこうして解呪の札を作って納品しているわけ。

　へへへ……。結構いい値するんだぜ？

　――なんと一枚、銅貨１０枚！

　３０枚も納品すれば、これでなんと宿が３泊は出来る計算だ。

　その他にも、デバフ用の呪具も結構な値段で買い取ってくれる。

　まさにギルド様さまだ。

「――というわけで、おなしゃーす」

「えー。何がというわけか知りませんけど、はい。確かに納品を承りました」

　サクっとギルドの窓口に顔を出すと、カウンターに納品分を提出。

　ギルドのお姉さんは、慣れた様子で指を舐めて解呪の札を一枚一枚数えていく。

「ちゅーちゅーたこかいな。ちゅーちゅーたこかいな」

　５枚、１０枚……２５枚、と。

　……独特の数え方。

（うーむ。それにしても、あれだ。……指舐め、ばっちいぞ？？）

　…………解呪の札を何で作っているか知れば、きっと指舐めは二度と出来ないだろうけど、知らぬが仏。

「ちゅーちゅーたこかいな。っと……３０枚ですね。はい、確かに！　それでは、こちらをどうぞ」

　ギルドの正式な依クエ頼ストではないので、剥き出しのままの硬貨が数枚支払われる。

　銀貨３枚と……。

「あれ？　銅貨が５枚も？？　これじゃ多いですよ？」

　いつもなら銀貨３枚の仕事のはず。

「ふふ。ゲイルさんのおかげで助かってますから。ちょっと、色付けちゃいました！」

　ペロっといたずらっぽく笑うギルドのお姉さんの顔を見て、照れまくるゲイル。

「そ、そんな……。こちらこそいつも助かってます」

「うふふ。ゲイルさんったら、ほんと控えめですねー」

　い、いや～。それほどでも。

「あはは、気を使ってもらってすみません。ほんと、解呪の札は、呪具作りの合間にやる半分趣味みたいなもんですし」

　まぁ、解呪の札の納品は、ギルドのクエストじゃないので、パーティ昇格の貢献には一切役に立ってないけどね。

「それは素晴らしい趣味ですね！　それでは、またどうぞ。当ギルドは、いつでもゲイルさんの納品を待ってますからねー……ぐふふ」

　こうして、ゲイルは少ない報酬の中でもやりくりし、今日も今日とて趣味全開の呪具を作成しパ―ティに貢献できることを心から誇りに思うのだった。

「よーし！　今日は奮発していいもん食べるぞー！」

　多めに貰った銅貨を指で弾きながら意気揚々とギルドを出るゲイルさん。

　…………。

　……。

　――そして、ゲイルが去った後のギルドでは、

「………………アンタ、またピンハネする気でしょ？　あんまし大っぴら気にやると教会に目を付けられるわよ」

「ん～？　なんのことですかぁ？　解呪サービスは個人的にやっていることですよ？　個人的にねー」

　うふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふ。

　人知れず、教会を敵に回しているゲイルなのであったが、その話はまたいつか――――――。
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